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「おおた地球さんご賞」は、大田区の小・中学生を主な対象とした作文・

エッセイコンクールであり、入賞作品は、「地球さんご（３×５）賞」の全国

（本部）表彰に推薦されます。 
※「地球さんご（３×５）賞」は、人が持つ（見る、考える、行動する）という３つの力で、地球が直面

する５つの課題（地球温暖化、海洋汚染、水質汚染、大気汚染、森林破壊）に立ち向かうことを目指し

て創設されており、大田区在住の直木賞作家である安部龍太郎氏が審査委員長を務めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「「子子どどももやや孫孫たたちちのの幸幸せせののたためめにに」」  
  

地球さんご賞の活動について、各地の実行委員会の皆様には日ごろから大変お世話に

なっております。お蔭さまで今年度から佐賀県みやき町、大分県日田市、沖縄県宮古島

市に参加していただきました。全国９カ所での活動となり、合計 4,801 人の子どもたち

が応募してくれました。 
これも皆さんのご尽力の賜物と、厚く御礼申し上げます。 
地球さんご賞は子どもたちが持っている、見る、考える、行動する力で、人類が直面

している５つの環境問題（大気汚染、海洋汚染、水質汚染、森林破壊、地球温暖化）に

立ち向かえるようになることをめざしています。さんごの名はこのことを示す〈３×５〉

と、海の環境指標である珊瑚を組み合わせたものです。 
世界はもの凄い早さでＩＴ化やＡＩ化に移行しています。子どもたちもそれに対応す

るための教育を受けていると思いますが、これだけでは充分ではありません。物事に対

する判断力や実行力をやしなうためには、自分の考えを整理して文章にする経験がきわ

めて重要です。 
そこで子どもたちに身近な水を中心として、環境問題についての作文や詩などを書い

てもらい、地域に住む大人たちが誉めようというのが地球さんご賞の趣旨です。褒めら

れた経験は子どもたちにとって誇らしい思い出となり、次のやる気につながるでしょう

し、環境問題についての認識を深めるきっかけになると確信しています。 
各地から寄せられた全国表彰の候補作を拝見すると、子どもたちは充分に期待に応え

てくれているという手応えを感じます。文章がしっかりしているし、環境問題へのアプ

ローチの仕方も千差万別で、中には小・中学生とは思えない詳細な観察をした作品や、

自分で実験のやり方を工夫して実態を解明した作品もありました。 
そして何より嬉しいのは、この活動が地域社会の大人と子ども、あるいは大人同士が

触れ合う場になりつつあることです。特に福岡県八女市では前身のざぶん賞以来 19 年

目の活動となり、初期に参加した子どもたちの中にはお父さんお母さんになった方も数

多くいます。 
皆さん、我々の力は小さなものですが、子どもや孫たちの幸せとお互いの人生の充実

のために、共に歩み続けようではありませんか。 

          安部 龍太郎 

安部龍太郎さんからのメッセージ 
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※ この作品集の挿絵は、大田区生産活動支援施設連絡会（おおむすび連絡会）と大田区社会教育関係団体

の皆様にご協力いただきました。 

    

 

 

大田区教育長 メッセージ 

『『おおおおたた地地球球ささんんごご賞賞』』とと『『おおおおたた教教育育ビビジジョョンン』』  
 受賞された皆様、誠におめでとうございます。 

令和５年度から始まり、第３回を迎えた「おおた地球さんご賞」では、

小学生 115 作品、中学生 332 作品、合計 447 作品のご応募をいただきまし

た。昨今の異常ともいえる気象を危惧しての考察と行動を述べた作品や、

身近な自然環境を自ら守ろうとする姿勢を著した作品など、ご自身が実際

に体験されたことや調査・研究の結果を、独自の視点で表しており、大変

楽しく読ませていただきました。 
 大田区教育委員会は、２年目となる『おおた教育ビジョン』に基づき様々

な施策を進めております。ビジョンがめざすこども像の１つに「意欲をも

って自ら学び、考え、主体的に行動するこども」を掲げております。 
 この「おおた地球さんご賞」が、地球環境や身近な自然環境を題材とし

た、未来を見据えた作品を生み出すコンクールであり、これからの大田区

を創っていく人材育成に寄与する事業であると考えます。 
今後とも、地域の皆様、企業、団体等の皆様のご支援・ご協力を賜りた

くお願い申し上げます。 
 

      大田区教育長 小黒 仁史 

画：松原 秀章（昭和 糀谷の歴史・文化の会） 
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＜＜＜ 目 次 ＞＞＞ 

奨励賞【小学生の部】 

作作品品名名  おお名名前前  学学校校名名・・学学年年  頁頁  
呑川の水 新堀 旭未 池上第二小学校 6 年 15 

ゴミのポイ捨てのえいきょうについて 坂本 紬 嶺町小学校 4 年 16 

二酸化炭素をへらすぎじゅつ 齋藤 結南 出雲小学校 4 年 17 

奨励賞【中学生の部】 

作作品品名名  おお名名前前  学学校校名名・・学学年年  頁頁  
釣り糸から見えた海洋汚染 板橋 実穂 雪谷中学校 2 年 18 

黒湯を守りたい 大野 譲士 雪谷中学校 2 年 19 

ごみ分別から考える自然を守ること P.N.かがみ 雪谷中学校 2 年 20 

地球を守るために、今、私達が出来ること 式町 凜太朗 雪谷中学校 2 年 21 

私ができることから始める理由 正田 萌々香 雪谷中学校 2 年 22 

僕の海 岩﨑 有冴 大森第十中学校 2 年 23 

洗足流れと生物多様性 伊東 穂香 大森第六中学校 2 年 24 

エコ未来会議から始まる、 

大田区の新しい物語 
大島 玄吾 大森第六中学校 2 年 25 

ゴキブリから私たちが学べること 北村 葵唯 大森第六中学校 2 年 26 

寄生虫 鬮目 ふうり 大森第六中学校 2 年 27 

人感センサーによる 

エネルギー節約と星夜の復活 
志村 とわ 大森第六中学校 2 年 28 

貝殻が教えてくれた大気汚染のこと 吉田 好那 大森第六中学校 2 年 29 

取り戻せ！日本の多摩川 植松 拓海 石川台中学校 1 年 30 

地球温暖化 沖 優衣奈 石川台中学校 1 年 31 

リサイクルをしている 伊藤 沙穂子 石川台中学校 3 年 32 

道端のビニール袋 中山 楓花 石川台中学校 3 年 33 

私が見た海 福山 蒼依 志茂田中学校 3 年 34  

賞賞名名  作作品品名名  おお名名前前  学学校校名名・・学学年年  頁頁 

大田区長賞【小学生の部】 
二酸化炭素が減るところを目で見たい 

～きりたんぽ鍋絶滅の危機！？～ 
田中 航平 矢口小学校 6 年  5 

大田区長賞【中学生の部】 意外な紙と海洋汚染 青木 勇磨 御園中学校 2 年  6 

大田区教育長賞【小学生の部】 多摩川を守りたい 親富祖 碧 嶺町小学校 4 年  7 

大田区教育長賞【中学生の部】 癒しの時間と責任 伊藤 永莉 大森第六中学校 2 年  8 

おおた地球さんご賞大賞 地球観光 戸澤 千紘 雪谷中学校 2 年  9 

おおた地球さんご賞準大賞 人の手で作る里山の自ぜん 澤田 茅朋 馬込第二小学校 3 年  10 

〃 昆虫の王者が未来を救う可能性 中島 春汰 石川台中学校 3 年  11 

(公財)伊東奬學会賞 大切な多摩川 土生 航士朗 嶺町小学校 4 年  12 

(公財)大田区文化振興協会賞 微生物は世界を救う（かもしれない） 関口 晴仁 大森第六中学校 2 年  13 

荏原製作所賞 形を変えるプラスチック 藤井 杏樹 池上第二小学校 6 年  14 
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大田区で入賞されたうちの 20 作品については、全国本部表彰に推薦をさせていただきま

した。令和７年度は全国９地区（福岡県八女市、岡山県高梁川周辺、静岡県静岡市、富山

県富山市、宮崎県都城市、佐賀県みやき町、大分県日田市、沖縄県宮古島市、大田区）

で、「地球さんご賞」作文コンクールが実施され、全国 4,801 作品の応募がありました。各

地区での入賞作品が 10～30 作品ずつ寄せられ、本部での選考結果を経て、入賞作品が決定

しました。大田区からも、下記の４つの作品が入賞しました。 

 

令和７年度「地球さんご賞」全国本部 優秀賞 12 作品  

 安部龍太郎賞、川井郁子賞など、優秀賞として 12 作品が選ばれました。その中で、大田

区から推薦した下記の作品が選ばれました。 

◆荻原浩賞 

学校名・学年：矢口小学校 6年  氏名：田中 航平 

作品名：二酸化炭素が減るところを目で見たい～きりたんぽ鍋絶滅の危機！？～ 

◆彩雲賞 

学校名・学年：雪谷中学校 2年  氏名：大野 譲士 

作品名：黒湯を守りたい 

 

令和７年度「地球さんご賞」全国本部 奨励賞 

奨励賞は、全体で 18 作品が選ばれました。その中で、大田区から推薦した下記の作品が

選ばれました。 

◇奨励賞 

学校名・学年：大森第六中学校 2年  氏名：関口 晴仁 
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僕
は
、
き
り
た
ん
ぽ
鍋
が
大
好
き
で
す
。
で
も
、
今
地
球
温
暖
化
が
進
ん
で

い
る
中
で
、
冬
が
あ
っ
た
か
く
な
っ
て
、
き
り
た
ん
ぽ
鍋
が
お
い
し
く
食
べ
ら

れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
地
球
温
暖
化
を
食
い
止

め
て
、
お
い
し
く
き
り
た
ん
ぽ
鍋
を
食
べ
続
け
ら
れ
る
よ
う
な
地
球
に
す
る
に

は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
を
研
究
し
ま
し
た
。 

 

学
校
で
の
自
主
学
習
で
、
地
球
温
暖
化
の
仕
組
み
に
つ
い
て
勉
強
し
ま
し

た
。
そ
し
た
ら
、
二
酸
化
炭
素
が
地
球
温
暖
化
を
悪
化
さ
せ
て
い
る
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。
そ
の
あ
と
、
理
科
の
学
習
で
、
植
物
は
二
酸
化
炭
素
を
吸
っ

て
、
酸
素
を
空
気
中
に
出
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
で
も
僕
は
、
そ
れ

が
本
当
な
の
か
目
で
見
て
み
た
く
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
夏
休
み
の
自
由
研

究
の
テ
ー
マ
に
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
た
ら
、
コ

ロ
ナ
の
時
に
二
酸
化
炭
素
を
測
っ
て
、
濃
度
が
高
い
と
き
に
換
気
を
う
な
が
す

た
め
に
使
っ
て
い
た
機
械
を
発
見
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
二
酸
化
炭
素
濃
度
計

で
す
。
こ
れ
を
使
っ
て
夏
休
み
の
二
十
一
日
間
実
験
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
方

法
は
、
①
朝
七
時
五
十
分
に
一
リ
ッ
ト
ル
の
水
を
ヒ
マ
ワ
リ
に
や
る
。
②
八
時

に
ポ
リ
袋
の
中
に
、
ヒ
マ
ワ
リ
と
二
酸
化
炭
素
濃
度
計
を
入
れ
て
密
閉
し
、
二

酸
化
炭
素
濃
度
、
温
度
、
湿
度
、
天
気
を
観
察
す
る
。
③
正
午
に
二
酸
化
炭
素

濃
度
計
の
二
酸
化
炭
素
濃
度
、
温
度
、
湿
度
を
観
察
し
ま
し
た
。
結
果
は
、
朝

八
時
の
二
酸
化
炭
素
の
値
よ
り
も
、
正
午
の
ほ
う
が
二
酸
化
炭
素
濃
度
の
数
値

が
減
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
最
初
の
二
酸
化
炭
素
が
多
け
れ
ば
、
二
酸
化
炭

素
は
平
均
よ
り
た
く
さ
ん
減
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
こ
で
終
わ
り
か
と
思
い
き

や
、
密
閉
し
た
袋
の
中
に
謎
の
水
滴
が
つ
い
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
を
本
で
調
べ

る
と
、
蒸
散
と
言
い
、
蒸
散
は
、
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
を
抑
え
る
効
果
が

期
待
で
き
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。 

 

こ
の
実
験
で
、
地
球
温
暖
化
を
食
い
止
め
る
に
は
、
植
物
を
た
く
さ
ん
植
え

た
ほ
う
が
い
い
と
思
い
ま
し
た
。
み
ん
な
は
、
二
酸
化
炭
素
が
減
る
と
こ
ろ
を

目
で
見
え
て
い
な
い
か
ら
、
植
物
が
二
酸
化
炭
素
を
減
ら
し
て
い
る
と
こ
ろ
を

見
れ
ば
、
植
物
を
植
え
て
育
て
る
こ
と
の
大
切
さ
を
知
っ
て
く
れ
る
と
思
い
ま

す
。 

 

目
標
は
、
一
家
庭
に
一
鉢
植
え
て
育
て
れ
ば
、
も
し
か
し
た
ら
夏
も
き
り
た

ん
ぽ
鍋
の
こ
と
を
思
い
出
せ
る
か
も
し
れ
な
い
で
す
。
今
年
の
夏
は
、
暑
す
ぎ

て
頭
の
中
に
は
、
そ
う
め
ん
し
か
な
か
っ
た
で
す
。
寒
い
冬
早
く
来
て
ほ
し
い

な
あ
。 

 
 

画：村田 雪江（彩美会） 
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私
は
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
し
て
い
て
、
そ
の
時
に
多
摩
川
に
か
か
っ
て
い
る
橋
を

わ
た
る
。
そ
の
橋
を
通
る
た
び
に
、
橋
の
ゴ
ミ
が
気
に
な
る
。
階
段
に
、
橋
の

隅
に
、
川
沿
い
に
。
見
え
な
け
れ
ば
良
い
と
思
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
誰
も

気
に
し
な
い
と
思
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
何
も
考
え
ず
に
捨
て
た

の
か
。
何
に
せ
よ
、
捨
て
て
い
る
の
は
人
間
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
が
海

洋
汚
染
な
ど
の
環
境
問
題
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。 

 

落
ち
て
い
た
も
の
で
私
が
気
に
な
っ
た
の
は
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
の
ゴ
ミ
だ
。
夏

だ
か
ら
か
も
し
れ
な
い
が
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
制
汗
シ
ー
ト
や
、
ウ
ェ
ッ
ト

テ
ィ
ッ
シ
ュ
が
多
く
見
ら
れ
た
。
ウ
ェ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
や
制
汗
シ
ー
ト
に
つ

い
て
調
べ
て
み
る
と
、
意
外
な
こ
と
に
、
そ
の
九
十
パ
ー
セ
ン
ト
が
ポ
リ
エ
ス

テ
ル
な
ど
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
で
で
き
て
い
る
そ
う
。
海
洋
汚
染
の
原
因
で
多
い

の
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
ゴ
ミ
で
、
紙
は
わ
ず
か
〇
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。

亀
が
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
ゴ
ミ
を
飲
み
込
ん
で
死
ん
で
し
ま
う
と
い
う
こ
と
を
よ

く
耳
に
す
る
。
だ
か
ら
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
海
洋
汚
染
の
主
な
原
因
な
こ
と
は

知
っ
て
い
た
。
一
見
紙
に
見
え
る
制
汗
シ
ー
ト
や
ウ
ェ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
は
、

海
洋
汚
染
に
影
響
し
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
実
は
海
洋
汚
染
に
大
き
く
影
響
し

て
い
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
ウ
ェ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
が
積
も
っ
て
川
の
形
を
変

形
さ
せ
て
し
ま
っ
た
事
例
も
あ
り
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
入
り
の
ウ
ェ
ッ
ト
テ
ィ
ッ

シ
ュ
を
禁
止
に
す
る
法
律
の
訴
え
を
す
る
運
動
も
あ
る
。
そ
の
お
か
げ
で
、
最

近
で
は
生
分
解
性
素
材
を
使
用
し
た
生
分
解
性
ウ
ェ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
も
作
ら

れ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
も
そ
も
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
含
ま
れ
て
い
な
い
ウ
ェ
ッ
ト

テ
ィ
ッ
シ
ュ
も
あ
る
。
こ
れ
か
ら
先
ど
ん
ど
ん
出
回
れ
ば
、
環
境
の
負
荷
を
減

ら
す
こ
と
が
で
き
る
。
生
産
者
の
方
も
、
い
ろ
い
ろ
工
夫
を
し
て
く
れ
て
は
い

る
が
、
消
費
者
と
し
て
も
や
れ
る
こ
と
は
あ
る
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と
言
っ
て
想

像
で
き
る
も
の
も
色
々
あ
る
が
、
ウ
ェ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
の
意
外
な
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
を
削
減
し
た
り
、
そ
も
そ
も
素
材
が
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
で
は
な
い
も
の

を
使
用
し
た
り
し
て
、
環
境
へ
の
負
荷
を
減
ら
す
必
要
が
あ
る
。 

 

私
は
こ
れ
か
ら
、
こ
の
先
も
、
ポ
イ
捨
て
は
絶
対
に
し
な
い
こ
と
と
、
ウ
ェ

ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
や
レ
ジ
袋
な
ど
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
無
駄
に
使
わ
な
い
こ
と

を
意
識
し
て
生
活
し
て
い
き
た
い
。
そ
し
て
あ
の
時
、
川
の
ゴ
ミ
を
見
逃
し
た

私
も
ひ
ど
い
人
間
だ
と
思
い
、
反
省
し
て
い
る
。
次
は
た
く
さ
ん
時
間
を
か
け

て
、
こ
れ
ま
で
や
ら
な
か
っ
た
分
、
大
量
の
ゴ
ミ
を
拾
お
う
と
思
っ
て
い
る
。

特
に
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
ウ
ェ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
も

の
に
は
気
を
つ
け
て
、
た
く
さ
ん
の
ゴ
ミ
を
拾
い
た
い
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、

た
く
さ
ん
の
動
物
の
命
を
救
い
た
い
。
そ
し
て
、
地
域
の
川
を
守
る
人
の
一
員

に
私
も
な
れ
る
よ
う
頑
張
り
た
い
。 

 
 

画：東本 京子（とちの実作業所） 
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摩
川
に
か
か
っ
て
い
る
橋
を

わ
た
る
。
そ
の
橋
を
通
る
た
び
に
、
橋
の
ゴ
ミ
が
気
に
な
る
。
階
段
に
、
橋
の

隅
に
、
川
沿
い
に
。
見
え
な
け
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ば
良
い
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る
の
だ
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か
。
誰
も
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し
な
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思
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。
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。
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ら
が
海
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境
問
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い
る
。 

 

落
ち
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い
た
も
の
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私
が
気
に
な
っ
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の
は
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シ
ュ
の
ゴ
ミ
だ
。
夏
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シ
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ト
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シ
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つ
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パ
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ン
ト
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ス
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プ
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。
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し
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。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
ウ
ェ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
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形
を
変

形
さ
せ
て
し
ま
っ
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例
も
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り
、
プ
ラ
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チ
ッ
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の
ウ
ェ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
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を
禁
止
に
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法
律
の
訴
え
を
す
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運
動
も
あ
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そ
の
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げ
で
、
最

近
で
は
生
分
解
性
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解
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ッ
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テ
ィ
ッ
シ
ュ
も
作
ら

れ
て
い
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ま
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、
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プ
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ッ
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な
い
ウ
ェ
ッ
ト

テ
ィ
ッ
シ
ュ
も
あ
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か
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ば
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環
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負
荷
を
減
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る
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生
産
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の
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ろ
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工
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し
て
く
れ
て
は
い
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れ
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プ
ラ
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チ
ッ
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想
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シ
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の
意
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な
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
を
削
減
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た
り
、
そ
も
そ
も
素
材
が
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
で
は
な
い
も
の

を
使
用
し
た
り
し
て
、
環
境
へ
の
負
荷
を
減
ら
す
必
要
が
あ
る
。 
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テ
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シ
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。
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。
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。
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ボ
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。
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、

た
く
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い
た
い
。
そ
し
て
、
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の
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を
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る
人
の
一
員

に
私
も
な
れ
る
よ
う
頑
張
り
た
い
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画：東本 京子（とちの実作業所） 
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ぼ
く
は
多
摩
川
活
動
が
好
き
だ
。
多
摩
川
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
種
類
の
魚
が

い
る
。
こ
ん
な
に
も
た
く
さ
ん
の
魚
が
生
息
し
て
い
る
の
は
多
摩
川
の
水
が
き

れ
い
だ
か
ら
だ
。 

 

で
も
、
ぼ
く
は
昔
の
多
摩
川
の
え
い
ぞ
う
を
見
て
お
ど
ろ
い
た
。
昔
は
、
今

と
ち
が
っ
て
家
庭
か
ら
出
た
生
活
は
い
水
を
そ
の
ま
ま
流
し
て
い
た
か
ら
、
多

摩
川
に
は
あ
わ
が
浮
い
て
い
た
り
、
川
の
底
も
見
え
な
い
く
ら
い
よ
ご
れ
て
い

た
り
し
た
。
え
い
ぞ
う
に
う
つ
る
多
摩
川
は
、
ぼ
く
が
い
つ
も
見
て
い
る
多
摩

川
と
は
ま
ぎ
ゃ
く
で
、
川
の
色
は
茶
色
く
に
ご
っ
て
い
て
、
家
庭
か
ら
流
れ
て

き
た
ご
み
や
あ
わ
な
ど
で
水
面
が
お
お
わ
れ
て
い
た
。
し
か
も
魚
た
ち
は
、
川

に
流
さ
れ
て
き
た
ご
み
な
ど
を
エ
サ
と
か
ん
ち
が
い
し
て
食
べ
て
し
ま
っ
て
い

た
。
魚
た
ち
は
だ
ん
だ
ん
と
弱
っ
て
し
ま
い
、
死
ん
で
し
ま
う
魚
も
多
か
っ

た
。
ぼ
く
は
、
こ
の
こ
と
を
知
っ
た
時
と
て
も
悲
し
い
気
持
ち
に
な
っ
た
。
そ

し
て
、
ど
う
し
て
今
は
、
こ
ん
な
に
も
川
が
き
れ
い
な
の
だ
ろ
う
と
不
思
議
に

思
っ
た
。
今
、
こ
ん
な
に
も
川
が
き
れ
い
に
な
っ
た
理
由
を
調
べ
て
み
る
と
、

水
再
生
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
や
一
人
一
人
が
環
境
を
守
ろ
う
と
心
が

け
て
生
活
す
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
た
。
生
活
は
い

水
な
ど
の
よ
ご
れ
た
水
を
き
れ
い
に
す
る
た
め
の
施
設
や
設
備
が
整
え
ら
れ
た

こ
と
は
大
き
な
こ
と
だ
と
思
う
け
れ
ど
、
一
人
一
人
が
水
を
き
れ
い
に
し
よ
う

と
意
識
す
る
だ
け
で
こ
ん
な
に
も
川
の
水
を
き
れ
い
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
と

い
う
こ
と
が
、
ぼ
く
は
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
。 

 

そ
れ
か
ら
ぼ
く
は
、
生
活
は
い
水
を
そ
の
ま
ま
流
さ
な
い
よ
う
に
す
る
な

ど
、
工
夫
し
て
生
活
し
て
い
る
。
多
摩
川
を
き
れ
い
に
保
つ
た
め
に
、
ぼ
く
の

工
夫
が
役
に
立
つ
と
う
れ
し
い
。 

 

ぼ
く
は
き
れ
い
な
多
摩
川
を
保
つ
た
め
に
、
ふ
だ
ん
の
生
活
で
、
ご
み
の
分

別
や
生
活
は
い
水
そ
の
も
の
を
へ
ら
す
工
夫
を
し
て
い
る
。
ま
ず
、
ご
み
の
分

別
で
は
、
魚
や
肉
の
パ
ッ
ク
は
よ
ご
れ
を
落
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
し
た
り
、
種

類
ご
と
に
ご
み
箱
を
お
い
て
分
け
て
入
れ
る
よ
う
に
し
た
り
し
て
い
る
。
次
に

生
活
は
い
水
を
へ
ら
す
た
め
に
し
て
い
る
こ
と
で
は
、
油
よ
ご
れ
の
つ
い
た
食

器
は
、
油
を
ふ
き
取
っ
て
か
ら
あ
ら
っ
て
、
せ
ん
ざ
い
を
使
う
量
を
少
な
く
す

る
よ
う
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
歯
み
が
き
を
す
る
と
き
や
お
ふ
ろ
の
と
き
な

ど
、
水
の
出
し
っ
ぱ
な
し
を
し
な
い
よ
う
に
心
が
け
て
い
る
。
こ
う
い
っ
た
毎

日
の
工
夫
は
、
ぼ
く
だ
け
で
は
な
く
、
小
学
校
一
年
生
の
弟
も
い
っ
し
ょ
に
や

っ
て
く
れ
て
い
る
し
、
家
族
も
協
力
し
て
く
れ
て
い
る
。
こ
う
い
う
川
を
き
れ

い
に
保
つ
工
夫
に
一
人
一
人
が
取
り
組
ん
で
い
け
ば
、
多
摩
川
は
も
っ
と
き
れ

い
に
な
っ
て
い
く
と
思
う
。 

 

今
の
多
摩
川
は
、
川
の
底
が
見
え
る
く
ら
い
き
れ
い
だ
。
た
く
さ
ん
の
魚
た

ち
も
川
で
元
気
に
生
き
て
い
る
。
で
も
、
川
が
き
れ
い
な
こ
と
が
当
た
り
前
だ

と
は
思
っ
て
は
い
け
な
い
。
こ
れ
か
ら
も
、
多
摩
川
で
た
く
さ
ん
の
魚
た
ち
が

生
き
て
い
け
る
よ
う
に
川
の
環
境
を
守
り
な
が
ら
生
活
し
て
い
き
た
い
。 

画：黒田 実（アート美原） 
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毎
週
末
、
私
は
父
と
釣
り
に
行
く
の
が
何
よ
り
の
楽
し
み
だ
。
自
分
で
釣
っ

た
魚
の
味
は
格
別
で
、
川
や
海
の
自
然
の
中
に
い
る
と
、
心
が
穏
や
か
に
な

る
。
釣
り
は
私
に
と
っ
て
癒
し
と
充
実
感
を
く
れ
る
大
切
な
時
間
だ
。 

 

だ
が
最
近
、
そ
ん
な
時
間
も
不
快
な
も
の
に
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。
釣
り
針

や
釣
り
糸
、
オ
モ
リ
な
ど
の
釣
り
具
や
餌
の
包
装
容
器
な
ど
が
海
洋
や
河
川
に

投
棄
さ
れ
て
い
る
の
を
よ
く
目
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。
そ
う
い

っ
た
ゴ
ミ
の
せ
い
で
、
美
し
い
景
観
が
失
わ
れ
た
だ
け
で
な
く
、
魚
に
も
悪
影

響
が
及
ぶ
の
で
は
な
い
か
と
不
安
に
な
っ
た
。 

 

し
か
し
こ
の
間
、
同
じ
こ
と
を
思
っ
た
の
か
、
父
は
ゴ
ミ
を
拾
い
出
し
た
。

私
も
モ
ヤ
モ
ヤ
し
て
父
と
一
緒
に
ゴ
ミ
を
拾
っ
た
。
捨
て
た
人
は
ど
ん
な
こ
と

を
考
え
て
い
た
の
だ
ろ
う
、
も
し
か
し
た
ら
無
意
識
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な

い
、
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
な
が
ら
拾
っ
た
。
実
際
の
と
こ
ろ
は
分
か
ら
な
い
が

ゴ
ミ
を
捨
て
て
し
ま
う
人
は
守
る
べ
き
景
色
や
自
然
環
境
の
こ
と
を
全
く
考
え

て
い
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
も
し
そ
う
な
ら
、
私
は
と
て
も
悲
し
い
し
、
悔

し
い
。
自
然
は
誰
の
も
の
で
も
な
く
、
私
た
ち
み
ん
な
の
も
の
で
あ
る
と
気
づ

い
て
い
な
い
の
だ
と
思
う
。 

 

あ
の
日
、
父
と
一
緒
に
拾
っ
た
ゴ
ミ
の
袋
は
、
思
っ
て
い
た
以
上
に
重
か
っ

た
。
で
も
そ
の
重
さ
は
、
自
分
た
ち
の
責
任
の
重
さ
の
よ
う
に
も
感
じ
ら
れ

た
。
日
本
で
は
一
日
に
約
六
十
八
ト
ン
も
の
ゴ
ミ
が
海
に
捨
て
ら
れ
て
い
る
そ

う
。
年
間
で
は
三
万
ト
ン
に
も
及
ぶ
と
い
う
。
魚
が
ゴ
ミ
を
飲
み
込
み
、
食
物

連
鎖
に
よ
っ
て
そ
れ
が
私
た
ち
人
間
に
も
影
響
し
て
い
る
と
い
う
の
は
も
は
や

有
名
な
話
だ
と
思
う
。
だ
か
ら
こ
そ
何
か
効
果
的
な
対
策
が
必
要
だ
。
例
え

ば
、
大
田
区
に
あ
る
多
摩
川
や
呑
川
、
東
京
湾
な
ど
を
調
査
し
、
グ
ラ
フ
や
写

真
、
地
図
な
ど
を
通
し
て
住
民
に
公
開
す
る
の
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
ご
み
問
題

を
「
見
え
る
化
」
し
、
具
体
的
な
行
動
変
化
を
促
す
と
い
っ
た
も
の
だ
。
私
が

今
回
調
べ
る
ま
で
気
が
つ
か
な
か
っ
た
よ
う
に
、
身
近
に
こ
ん
な
深
刻
な
問
題

が
潜
ん
で
い
る
と
知
ら
な
い
人
も
多
く
い
る
は
ず
だ
。
事
実
を
可
視
化
す
る
こ

と
で
住
民
の
意
識
向
上
に
も
繋
が
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
地
域
の
課
題
を
明
確
に
し
、
そ
れ
を
改
善
し
て
い
く
べ
き

だ
。
ま
た
、
そ
う
す
る
こ
と
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
に
も
一
歩
近
づ
く
と
思
う
。
こ

れ
か
ら
は
釣
り
に
行
く
と
き
、
魚
を
釣
る
楽
し
み
だ
け
で
な
く
、
自
然
を
守
る

意
識
も
一
緒
に
持
っ
て
い
た
い
。
そ
し
て
、
周
囲
に
も
そ
の
思
い
を
積
極
的
に

伝
え
て
い
け
た
ら
と
思
う
。 

 
 

画：宮内 泉（とちの実作業所） 
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毎
週
末
、
私
は
父
と
釣
り
に
行
く
の
が
何
よ
り
の
楽
し
み
だ
。
自
分
で
釣
っ

た
魚
の
味
は
格
別
で
、
川
や
海
の
自
然
の
中
に
い
る
と
、
心
が
穏
や
か
に
な

る
。
釣
り
は
私
に
と
っ
て
癒
し
と
充
実
感
を
く
れ
る
大
切
な
時
間
だ
。 

 

だ
が
最
近
、
そ
ん
な
時
間
も
不
快
な
も
の
に
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。
釣
り
針

や
釣
り
糸
、
オ
モ
リ
な
ど
の
釣
り
具
や
餌
の
包
装
容
器
な
ど
が
海
洋
や
河
川
に

投
棄
さ
れ
て
い
る
の
を
よ
く
目
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。
そ
う
い

っ
た
ゴ
ミ
の
せ
い
で
、
美
し
い
景
観
が
失
わ
れ
た
だ
け
で
な
く
、
魚
に
も
悪
影

響
が
及
ぶ
の
で
は
な
い
か
と
不
安
に
な
っ
た
。 

 

し
か
し
こ
の
間
、
同
じ
こ
と
を
思
っ
た
の
か
、
父
は
ゴ
ミ
を
拾
い
出
し
た
。

私
も
モ
ヤ
モ
ヤ
し
て
父
と
一
緒
に
ゴ
ミ
を
拾
っ
た
。
捨
て
た
人
は
ど
ん
な
こ
と

を
考
え
て
い
た
の
だ
ろ
う
、
も
し
か
し
た
ら
無
意
識
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な

い
、
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
な
が
ら
拾
っ
た
。
実
際
の
と
こ
ろ
は
分
か
ら
な
い
が

ゴ
ミ
を
捨
て
て
し
ま
う
人
は
守
る
べ
き
景
色
や
自
然
環
境
の
こ
と
を
全
く
考
え

て
い
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
も
し
そ
う
な
ら
、
私
は
と
て
も
悲
し
い
し
、
悔

し
い
。
自
然
は
誰
の
も
の
で
も
な
く
、
私
た
ち
み
ん
な
の
も
の
で
あ
る
と
気
づ

い
て
い
な
い
の
だ
と
思
う
。 

 

あ
の
日
、
父
と
一
緒
に
拾
っ
た
ゴ
ミ
の
袋
は
、
思
っ
て
い
た
以
上
に
重
か
っ

た
。
で
も
そ
の
重
さ
は
、
自
分
た
ち
の
責
任
の
重
さ
の
よ
う
に
も
感
じ
ら
れ

た
。
日
本
で
は
一
日
に
約
六
十
八
ト
ン
も
の
ゴ
ミ
が
海
に
捨
て
ら
れ
て
い
る
そ

う
。
年
間
で
は
三
万
ト
ン
に
も
及
ぶ
と
い
う
。
魚
が
ゴ
ミ
を
飲
み
込
み
、
食
物

連
鎖
に
よ
っ
て
そ
れ
が
私
た
ち
人
間
に
も
影
響
し
て
い
る
と
い
う
の
は
も
は
や

有
名
な
話
だ
と
思
う
。
だ
か
ら
こ
そ
何
か
効
果
的
な
対
策
が
必
要
だ
。
例
え

ば
、
大
田
区
に
あ
る
多
摩
川
や
呑
川
、
東
京
湾
な
ど
を
調
査
し
、
グ
ラ
フ
や
写

真
、
地
図
な
ど
を
通
し
て
住
民
に
公
開
す
る
の
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
ご
み
問
題

を
「
見
え
る
化
」
し
、
具
体
的
な
行
動
変
化
を
促
す
と
い
っ
た
も
の
だ
。
私
が

今
回
調
べ
る
ま
で
気
が
つ
か
な
か
っ
た
よ
う
に
、
身
近
に
こ
ん
な
深
刻
な
問
題

が
潜
ん
で
い
る
と
知
ら
な
い
人
も
多
く
い
る
は
ず
だ
。
事
実
を
可
視
化
す
る
こ

と
で
住
民
の
意
識
向
上
に
も
繋
が
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
地
域
の
課
題
を
明
確
に
し
、
そ
れ
を
改
善
し
て
い
く
べ
き

だ
。
ま
た
、
そ
う
す
る
こ
と
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
に
も
一
歩
近
づ
く
と
思
う
。
こ

れ
か
ら
は
釣
り
に
行
く
と
き
、
魚
を
釣
る
楽
し
み
だ
け
で
な
く
、
自
然
を
守
る

意
識
も
一
緒
に
持
っ
て
い
た
い
。
そ
し
て
、
周
囲
に
も
そ
の
思
い
を
積
極
的
に

伝
え
て
い
け
た
ら
と
思
う
。 

 
 

画：宮内 泉（とちの実作業所） 
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お
お
た
地
球
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ん
ご
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大
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地
球
観
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戸
澤 

千
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こ
の
話
は
近
い
未
来
の
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。
と
あ
る
星
の
住
人
二
人
が
、

地
球
が
こ
の
宇
宙
に
ふ
さ
わ
し
い
星
か
ど
う
か
確
認
す
る
た
め
に
地
球
に
来

た
。
こ
れ
は
あ
く
ま
で
仕
事
だ
が
、
彼
ら
は
初
め
て
の
地
球
に
胸
を
躍
ら
せ
て

い
た
。 

「
つ
い
に
地
球
に
つ
い
た
！
楽
し
む
ぞ
！
」 

そ
う
は
し
ゃ
い
で
言
っ
た
の
は
さ
ん
ご
星
人
の
Ａ
男
。 

「
お
い
お
い
、
は
し
ゃ
ぎ
す
ぎ
だ
。」 

同
じ
く
さ
ん
ご
星
か
ら
来
た
Ｂ
太
が
そ
う
言
っ
た
。
彼
も
、
楽
し
み
な
こ
と
が

顔
に
出
て
い
て
隠
し
き
れ
て
い
な
い
。 

「
あ
そ
こ
に
ご
飯
屋
さ
ん
が
あ
る
！
行
く
よ
Ｂ
太
！
」 

「
ち
ょ
、
ち
ょ
っ
と
待
て
よ
Ａ
男
！
」 

Ａ
男
の
あ
と
を
Ｂ
太
が
慌
て
て
追
い
か
け
る
。 

二
人
が
た
ど
り
着
い
た
の
は
、
海
辺
に
あ
る
飲
食
店
。 

「
僕
、
こ
れ
食
べ
て
み
た
か
っ
た
ん
だ
よ
ね
ー
」 

「
お
い
し
そ
う
だ
な
。
た
し
か
そ
れ
は…

」 

「
そ
う
！
地
球
の
生
き
物
、
魚
だ
よ
！
」 

Ａ
男
が
頼
ん
だ
の
は
焼
き
魚
。
二
人
は
ず
っ
と
前
か
ら
、
食
べ
た
い
も
の
リ
ス

ト
に
焼
き
魚
を
入
れ
て
い
た
。
Ａ
男
は
焼
き
魚
に
か
ぶ
り
つ
い
た
。 

「
お
い
し…

ゴ
ホ
ッ
ゴ
ホ
ッ
！
」 

「
Ａ
男
！
大
丈
夫
か
！
」 

Ａ
男
は
い
き
な
り
せ
き
こ
み
、
口
か
ら
何
か
固
い
物
が
出
て
き
た
。 

「
こ
れ
は
一
体…

」 

Ｂ
太
は
、
さ
ん
ご
星
か
ら
支
給
さ
れ
た
特
別
な
機
械
を
使
っ
て
、
Ａ
男
の
口
か

ら
出
て
き
た
も
の
を
調
べ
た
。 

「
え
っ
と…

こ
れ
は
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と
い
う
、
五
ミ
リ
以
下
の
小
さ

な
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
こ
と
ら
し
い
。
人
間
が
海
に
捨
て
た
ご
み
が
マ
イ
ク

ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
分
解
さ
れ
、
そ
れ
を
魚
が
餌
と
間
違
え
て
飲
み
こ
ん
じ
ゃ

っ
た
ん
だ
な
。
」 

そ
れ
を
聞
い
て
Ａ
男
は
絶
望
し
た
。 

「
人
間
っ
て
そ
ん
な
簡
単
に
自
然
を
壊
し
ち
ゃ
う
ん
だ
ね
。
自
分
た
ち
の
星
を

自
分
た
ち
で
傷
つ
け
る
ん
だ
。
普
通
は
そ
ん
な
こ
と
誰
も
し
な
い
は
ず
。
で

も
、
人
間
は
そ
れ
を
す
る
。
お
か
し
い
よ
。」 

Ａ
男
は
そ
う
言
い
、
近
く
の
海
を
な
が
め
た
。
彼
ら
が
見
た
か
っ
た
、
空
の
よ

う
に
青
く
き
れ
い
な
海
で
は
な
く
、
大
量
の
ご
み
が
浮
か
ぶ
濁
っ
た
青
色
の
海

を
。
そ
し
て
こ
こ
に
い
る
誰
も
が
、
そ
の
光
景
を
見
て
見
ぬ
ふ
り
を
し
て
い

る
。 

「
こ
の
ま
ま
だ
と
地
球
は
終
わ
る
ね
、
Ｂ
太
。
」 

「
そ
う
だ
な
。
さ
ん
ご
星
に
帰
っ
た
ら
、
こ
の
こ
と
を
報
告
し
よ
う
。
た
ぶ

ん
、
宇
宙
の
た
め
に
も
地
球
は
消
す
こ
と
に
な
る
か
も
。」 

「
じ
ゃ
あ
、
も
う
帰
ろ
う
。
」 

二
人
は
宇
宙
船
に
乗
り
、
地
球
を 

去
っ
た
。 

 

地
球
は
今
、
今
回
取
り
上
げ
た 

海
洋
汚
染
の
他
に
、
大
気
汚
染
、 

森
林
破
壊
な
ど
の
様
々
な
環
境
問 

題
が
あ
る
。
Ａ
男
が
言
っ
て
い
た 

よ
う
に
、
私
達
人
間
は
自
分
達
の 

星
を
自
分
達
で
傷
つ
け
て
い
る
。 

も
し
も
、
私
が
こ
の
作
文
で
書
い 

た
話
が
本
当
だ
っ
た
ら
、
地
球
は 

も
う
す
ぐ
で
消
え
て
し
ま
う
だ
ろ 

う
。
そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
も
、 

今
こ
の
瞬
間
か
ら
、
地
球
に
や
さ 

し
い
行
動
を
と
る
必
要
が
あ
る
。 

 

画：内海 正（とちの実作業所） 
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こ
の
話
は
近
い
未
来
の
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。
と
あ
る
星
の
住
人
二
人
が
、

地
球
が
こ
の
宇
宙
に
ふ
さ
わ
し
い
星
か
ど
う
か
確
認
す
る
た
め
に
地
球
に
来

た
。
こ
れ
は
あ
く
ま
で
仕
事
だ
が
、
彼
ら
は
初
め
て
の
地
球
に
胸
を
躍
ら
せ
て

い
た
。 

「
つ
い
に
地
球
に
つ
い
た
！
楽
し
む
ぞ
！
」 

そ
う
は
し
ゃ
い
で
言
っ
た
の
は
さ
ん
ご
星
人
の
Ａ
男
。 

「
お
い
お
い
、
は
し
ゃ
ぎ
す
ぎ
だ
。」 

同
じ
く
さ
ん
ご
星
か
ら
来
た
Ｂ
太
が
そ
う
言
っ
た
。
彼
も
、
楽
し
み
な
こ
と
が

顔
に
出
て
い
て
隠
し
き
れ
て
い
な
い
。 

「
あ
そ
こ
に
ご
飯
屋
さ
ん
が
あ
る
！
行
く
よ
Ｂ
太
！
」 

「
ち
ょ
、
ち
ょ
っ
と
待
て
よ
Ａ
男
！
」 

Ａ
男
の
あ
と
を
Ｂ
太
が
慌
て
て
追
い
か
け
る
。 

二
人
が
た
ど
り
着
い
た
の
は
、
海
辺
に
あ
る
飲
食
店
。 

「
僕
、
こ
れ
食
べ
て
み
た
か
っ
た
ん
だ
よ
ね
ー
」 

「
お
い
し
そ
う
だ
な
。
た
し
か
そ
れ
は…

」 

「
そ
う
！
地
球
の
生
き
物
、
魚
だ
よ
！
」 

Ａ
男
が
頼
ん
だ
の
は
焼
き
魚
。
二
人
は
ず
っ
と
前
か
ら
、
食
べ
た
い
も
の
リ
ス

ト
に
焼
き
魚
を
入
れ
て
い
た
。
Ａ
男
は
焼
き
魚
に
か
ぶ
り
つ
い
た
。 

「
お
い
し…

ゴ
ホ
ッ
ゴ
ホ
ッ
！
」 

「
Ａ
男
！
大
丈
夫
か
！
」 

Ａ
男
は
い
き
な
り
せ
き
こ
み
、
口
か
ら
何
か
固
い
物
が
出
て
き
た
。 

「
こ
れ
は
一
体…

」 

Ｂ
太
は
、
さ
ん
ご
星
か
ら
支
給
さ
れ
た
特
別
な
機
械
を
使
っ
て
、
Ａ
男
の
口
か

ら
出
て
き
た
も
の
を
調
べ
た
。 

「
え
っ
と…

こ
れ
は
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と
い
う
、
五
ミ
リ
以
下
の
小
さ

な
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
こ
と
ら
し
い
。
人
間
が
海
に
捨
て
た
ご
み
が
マ
イ
ク

ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
分
解
さ
れ
、
そ
れ
を
魚
が
餌
と
間
違
え
て
飲
み
こ
ん
じ
ゃ

っ
た
ん
だ
な
。
」 

そ
れ
を
聞
い
て
Ａ
男
は
絶
望
し
た
。 

「
人
間
っ
て
そ
ん
な
簡
単
に
自
然
を
壊
し
ち
ゃ
う
ん
だ
ね
。
自
分
た
ち
の
星
を

自
分
た
ち
で
傷
つ
け
る
ん
だ
。
普
通
は
そ
ん
な
こ
と
誰
も
し
な
い
は
ず
。
で

も
、
人
間
は
そ
れ
を
す
る
。
お
か
し
い
よ
。」 

Ａ
男
は
そ
う
言
い
、
近
く
の
海
を
な
が
め
た
。
彼
ら
が
見
た
か
っ
た
、
空
の
よ

う
に
青
く
き
れ
い
な
海
で
は
な
く
、
大
量
の
ご
み
が
浮
か
ぶ
濁
っ
た
青
色
の
海

を
。
そ
し
て
こ
こ
に
い
る
誰
も
が
、
そ
の
光
景
を
見
て
見
ぬ
ふ
り
を
し
て
い

る
。 

「
こ
の
ま
ま
だ
と
地
球
は
終
わ
る
ね
、
Ｂ
太
。
」 

「
そ
う
だ
な
。
さ
ん
ご
星
に
帰
っ
た
ら
、
こ
の
こ
と
を
報
告
し
よ
う
。
た
ぶ

ん
、
宇
宙
の
た
め
に
も
地
球
は
消
す
こ
と
に
な
る
か
も
。」 

「
じ
ゃ
あ
、
も
う
帰
ろ
う
。
」 

二
人
は
宇
宙
船
に
乗
り
、
地
球
を 

去
っ
た
。 

 

地
球
は
今
、
今
回
取
り
上
げ
た 

海
洋
汚
染
の
他
に
、
大
気
汚
染
、 

森
林
破
壊
な
ど
の
様
々
な
環
境
問 

題
が
あ
る
。
Ａ
男
が
言
っ
て
い
た 

よ
う
に
、
私
達
人
間
は
自
分
達
の 

星
を
自
分
達
で
傷
つ
け
て
い
る
。 

も
し
も
、
私
が
こ
の
作
文
で
書
い 

た
話
が
本
当
だ
っ
た
ら
、
地
球
は 

も
う
す
ぐ
で
消
え
て
し
ま
う
だ
ろ 

う
。
そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
も
、 

今
こ
の
瞬
間
か
ら
、
地
球
に
や
さ 

し
い
行
動
を
と
る
必
要
が
あ
る
。 

 

画：内海 正（とちの実作業所） 
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澤
田 

茅
朋 

私
は
、
一
年
生
の
時
か
ら
大
田
区
に
あ
る
東
京
こ
う
野
鳥
公
園
で
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
元
々
生
き
物
が
好
き
で
、
と
く
に
ち
ょ
う
が
好
き

で
お
客
さ
ん
と
し
て
よ
く
遊
び
に
行
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
時
、
公
園
の
か
ん

き
ょ
う
を
と
と
の
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、
さ
ん
か
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

野
鳥
公
園
は
、
元
々
海
だ
っ
た
所
を
う
め
立
て
た
島
の
上
に
あ
り
ま
す
。
み

な
と
を
作
り
、
大
き
な
船
が
通
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
ほ
っ
た
ど
ろ
を
集
め

て
で
き
た
島
で
す
。
そ
の
島
が
落
ち
つ
く
ま
で
の
間
に
、
草
原
や
池
な
ど
が
で

き
、
魚
や
カ
ニ
、
こ
ん
虫
、
野
鳥
な
ど
が
集
ま
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
わ
た

り
鳥
の
中
け
い
地
点
で
あ
る
事
か
ら
、
せ
ん
門
家
や
都
み
ん
が
協
力
し
て
、
都

に
は
た
ら
き
か
け
て
公
園
に
な
り
ま
し
た
。
今
で
は
、
公
園
が
海
だ
っ
た
と
は

思
え
な
い
ほ
ど
草
や
木
が
は
え
て
い
ま
す
。 

 

公
園
は
、
半
分
が
ひ
が
た
や
海
、
じ
ょ
う
緑
じ
ゅ
の
多
い
林
と
池
が
あ
り
ま

す
。
も
う
半
分
は
、
田
ん
ぼ
や
畑
、
た
め
池
や
ぞ
う
木
林
が
あ
る
里
山
の
せ
っ

計
で
作
ら
れ
た
自
ぜ
ん
生
た
い
園
で
す
。
自
ぜ
ん
生
た
い
園
に
は
、
た
く
さ
ん

の
し
ゅ
る
い
の
ト
ン
ボ
が
い
ま
す
。
そ
の
理
由
は
、
色
々
な
水
べ
が
あ
る
か
ら

で
す
。
水
面
に
た
ま
ご
を
生
む
ト
ン
ボ
の
中
に
は
、
田
ん
ぼ
や
池
、
水
路
な
ど

深
さ
に
よ
っ
て
好
み
が
あ
り
ま
す
。
植
物
に
た
ま
ご
を
生
む
ト
ン
ボ
の
中
に

は
、
た
ま
ご
を
生
む
葉
っ
ぱ
の
タ
イ
プ
に
好
み
が
あ
り
ま
す
。
池
の
場
所
に
よ

っ
て
深
さ
が
ち
が
っ
て
、
生
え
て
い
る
植
物
の
タ
イ
プ
が
ち
が
っ
て
い
ま
す
。

だ
か
ら
色
々
な
し
ゅ
る
い
の
ト
ン
ボ
が
住
め
る
の
で
す
。 

 

野
鳥
公
園
に
は
、
家
の
近
く
の
公
園
で
は
、
あ
ま
り
み
ら
れ
な
い
ち
ょ
う
も

い
ま
す
。
そ
の
多
く
は
、
ぞ
う
木
林
が
好
き
で
、
木
か
ら
出
る
じ
ゅ
え
き
を
の

ん
だ
り
、
幼
虫
が
、
ぞ
う
木
林
の
主
な
木
（
ク
ヌ
ギ
、
コ
ナ
ラ
、
エ
ノ
キ
）

や
、
ぞ
う
木
林
の
下
に
生
え
る
下
草
を
食
べ
て
育
つ
ち
ょ
う
で
す
。
ま
た
、
カ

ブ
ト
ム
シ
や
ハ
ナ
ム
グ
リ
の
仲
間
、
タ
マ
ム
シ
な
ど
の
こ
う
虫
も
い
ま
す
。
な

ぜ
な
ら
公
園
で
は
木
の
せ
ん
定
で
出
た
え
だ
な
ど
を
、
も
や
さ
ず
に
公
園
内
に

お
い
て
土
に
も
ど
す
か
ら
で
す
。
土
に
も
ど
る
ま
で
に
は
、
タ
マ
ム
シ
が
た
ま

ご
を
生
ん
で
生
ま
れ
た
幼
虫
が
食
べ
、
く
ち
た
木
を
カ
ブ
ト
ム
シ
や
ハ
ナ
ム
グ

リ
の
幼
虫
が
食
べ
た
り
す
る
か
ら
で
す
。 

 

私
は
、
草
か
り
や
、
池
の
ど
ろ
を
ほ
っ
て
出
し
た
り
、
ほ
う
が
こ
う
新
と
い

う
作
業
を
教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。
里
山
は
、
日
本

人
が
生
活
に
ひ
つ
よ
う
な
食
べ
物
や
ね
ん
り
ょ
う
を
作
る
中
で
、
で
き
た
自
ぜ

ん
の
形
で
す
。
手
入
れ
を
し
て
り
用
す
る
事
で
長
く
里
山
の
自
ぜ
ん
が
つ
づ
い

て
い
ま
し
た
。
そ
の
か
ん
き
ょ
う
を
た
よ
り
に
し
て
く
ら
し
て
い
る
生
き
物

が
、
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。
ぜ
つ
め
つ
き
ぐ
し
ゅ
に
な
っ
て
い
る
ち
ょ
う
の
多

く
は
、
里
山
に
住
ん
で
い
た
ち
ょ
う
で
す
。
人
の
く
ら
し
方
が
か
わ
っ
た
事
で

す
む
場
所
が
な
く
な
っ
た
生
き
物 

に
、
も
ど
っ
て
く
る
場
所
を
作
り 

も
ど
っ
て
き
て
ほ
し
い
で
す
。
生 

物
多
様
性
を
つ
く
る
の
は
、
「
か 

ん
き
ょ
う
の
多
様
性
」
を
つ
く
る 

こ
と
だ
と
み
ん
な
に
も
知
っ
て
も 

ら
い
た
い
で
す
。 

 
 

画：石蔵 邦彦（アート美原） 
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地
球
温
暖
化
は
今
、
世
界
中
の
大
き
な
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
二
酸
化
炭

素
な
ど
の
温
室
効
果
ガ
ス
が
増
え
て
、
気
温
が
ど
ん
ど
ん
上
が
っ
て
い
ま
す
。

異
常
気
象
が
増
え
、
南
極
の
氷
が
溶
け
、
海
面
が
上
昇
。
そ
ん
な
未
来
を
想
像

す
る
と
怖
く
な
り
ま
す
。
で
も
僕
は
最
近
、
夢
の
よ
う
な
希
望
の
ニ
ュ
ー
ス
を

見
ま
し
た
。 

 

僕
は
カ
ブ
ト
ム
シ
や
ク
ワ
ガ
タ
が
大
好
き
で
す
。
去
年
飼
っ
て
い
た
カ
ブ
ト

ム
シ
が
卵
を
産
み
、
今
年
は
二
十
匹
の
カ
ブ
ト
ム
シ
が
成
虫
に
な
り
ま
し
た
。

一
年
間
か
け
て
飼
育
ケ
ー
ス
の
中
で
幼
虫
が
育
っ
て
い
く
様
子
を
観
察
す
る
の

は
本
当
に
ワ
ク
ワ
ク
で
、
土
を
変
え
た
り
幼
虫
の
大
き
さ
を
確
か
め
た
り
と
一

年
中
楽
し
め
ま
す
。
僕
が
見
た
ニ
ュ
ー
ス
は
、
そ
ん
な
カ
ブ
ト
ム
シ
の
幼
虫
が

地
球
温
暖
化
を
救
う
力
を
持
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
、
と
い
う
内
容
で
し

た
。 

 

幼
虫
は
木
の
中
の
菌
系
や
朽
ち
木
を
食
べ
て
成
長
し
ま
す
。
人
間
が
森
や
き

の
こ
の
工
場
か
ら
出
す
「
い
ら
な
い
菌
系
」
や
「
腐
っ
た
木
」
を
燃
や
し
て
処

分
す
る
と
、
大
量
のC

O
2

が
排
出
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
で
も
そ
の
菌
系
を
カ

ブ
ト
ム
シ
の
幼
虫
が
食
べ
て
く
れ
る
の
で
す
。
幼
虫
は
そ
れ
を
栄
養
に
変
え
、

土
を
豊
か
に
し
、C

O
2

発
生
を
二
十
分
の
一
に
減
ら
し
て
く
れ
ま
す
。
幼
虫
の
方

も
菌
系
の
加
わ
っ
た
土
を
食
べ
る
と
通
常
よ
り
立
派
な
カ
ブ
ト
ム
シ
や
ク
ワ
ガ

タ
に
育
つ
そ
う
で
す
。 

 

さ
ら
に
幼
虫
の
フ
ン
は
畑
の
肥
料
や
魚
の
エ
サ
に
も
使
え
る
そ
う
で
す
。
今

は
た
っ
た
一
部
の
地
域
で
実
験
的
に
行
わ
れ
て
い
る
だ
け
な
の
で
す
が
今
後
カ

ブ
ト
ム
シ
の
パ
ワ
ー
に
は
ま
だ
ま
だ
新
し
い
発
見
が
あ
り
そ
う
な
気
が
し
ま

す
。
も
っ
と
大
規
模
な
範
囲
で
実
験
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
研
究
が
進
め
ば
カ
ブ
ト
ム
シ
は
確
実
に
温
暖
化
を
救
う
大
切
な
存
在
に
な

る
は
ず
で
す
。
そ
う
考
え
る
と
、
カ
ブ
ト
ム
シ
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
自
然
や

小
さ
な
生
き
物
に
も
っ
と
希
望
を
持
て
る
気
が
し
ま
す
。 

 

カ
ブ
ト
ム
シ
の
幼
虫
が
菌
系
を
食
べ
、
自
然
や
人
間
界
を
き
れ
い
に
し
て
く

れ
る
未
来
。
そ
ん
な
未
来
を
想
像
す
る
と
、
温
暖
化
の
ニ
ュ
ー
ス
で
暗
い
気
持

ち
に
な
る
僕
た
ち
に
光
を
与
え
て
く
れ
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
僕
た
ち
人
間
は

温
暖
化
を
止
め
る
た
め
に
努
力
し
続
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
同
時
に
自

然
の
生
き
物
の
力
も
信
じ
て
み
た
い
で
す
。 

 

僕
は
こ
れ
か
ら
も
、
自
然
や
昆
虫
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

小
さ
な
昆
虫
が
大
き
な
問
題
を
救
う
か
も
し
れ
な
い
。
そ
ん
な
未
来
を
夢
見
な

が
ら
、
僕
も
電
気
を
無
駄
に
し
な
い
、
ご
み
を
減
ら
す
な
ど
、
自
分
に
で
き
る

こ
と
を
続
け
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
将
来
は
僕
も
そ
ん
な
カ
ブ
ト
ム
シ
達
の
活

躍
を
そ
ば
で
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
仕
事
に
つ
き
た
い
で
す
。
い
つ
か
、
本
当
に
カ

ブ
ト
ム
シ
の
幼
虫
が
「
地
球
を
守
る
仲
間
」
と
誰
に
で
も
呼
ば
れ
る
日
が
来
た

ら
、
僕
は
ず
っ
と
昔
か
ら
そ
う
信
じ
て
い
た
と
、
言
い
た
い
で
す
。 

 
 

画：森田 文子（アートクラブ） 

- 11 -- 11 - 
 

■
お
お
た
地
球
さ
ん
ご
賞 

準
大
賞 

 
 
 

昆
虫
の
王
者
が
未
来
を
救
う
可
能
性 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

中
島 

春
汰 

 

地
球
温
暖
化
は
今
、
世
界
中
の
大
き
な
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
二
酸
化
炭

素
な
ど
の
温
室
効
果
ガ
ス
が
増
え
て
、
気
温
が
ど
ん
ど
ん
上
が
っ
て
い
ま
す
。

異
常
気
象
が
増
え
、
南
極
の
氷
が
溶
け
、
海
面
が
上
昇
。
そ
ん
な
未
来
を
想
像

す
る
と
怖
く
な
り
ま
す
。
で
も
僕
は
最
近
、
夢
の
よ
う
な
希
望
の
ニ
ュ
ー
ス
を

見
ま
し
た
。 

 

僕
は
カ
ブ
ト
ム
シ
や
ク
ワ
ガ
タ
が
大
好
き
で
す
。
去
年
飼
っ
て
い
た
カ
ブ
ト

ム
シ
が
卵
を
産
み
、
今
年
は
二
十
匹
の
カ
ブ
ト
ム
シ
が
成
虫
に
な
り
ま
し
た
。

一
年
間
か
け
て
飼
育
ケ
ー
ス
の
中
で
幼
虫
が
育
っ
て
い
く
様
子
を
観
察
す
る
の

は
本
当
に
ワ
ク
ワ
ク
で
、
土
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変
え
た
り
幼
虫
の
大
き
さ
を
確
か
め
た
り
と
一

年
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僕
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た
ニ
ュ
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、
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カ
ブ
ト
ム
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幼
虫
が
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暖
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救
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、
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し
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菌
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O
2
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O
2
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菌
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ブ
ト
ム
シ
や
ク
ワ
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つ
そ
う
で
す
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験
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け
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す
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今
後
カ

ブ
ト
ム
シ
の
パ
ワ
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し
ま
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範
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験
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。
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。
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仲
間
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ば
れ
る
日
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来
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ら
、
僕
は
ず
っ
と
昔
か
ら
そ
う
信
じ
て
い
た
と
、
言
い
た
い
で
す
。 

 
 

画：森田 文子（アートクラブ） 
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■
公
益
財
団
法
人
伊
東
奬
學
会
賞 

大
切
な
多
摩
川 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

土
生 

航
士
朗 

「
多
摩
川
っ
て
こ
ん
な
に
い
い
と
こ
ろ
な
ん
だ
。」
と
、
ぼ
く
は
こ
の
一
年
で

何
回
も
思
っ
た
。
そ
し
て
、
み
ん
な
に
も
多
摩
川
の
良
さ
を
伝
え
て
い
き
た
い

と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。 

 

ぼ
く
の
通
っ
て
い
る
嶺
町
小
学
校
に
は
、
多
摩
川
活
動
と
い
う
活
動
が
あ

る
。
一
年
生
か
ら
毎
年
多
摩
川
に
入
っ
て
い
て
、
三
年
生
で
は
多
摩
川
に
入
っ

て
生
き
物
を
つ
か
ま
え
た
り
育
て
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ぼ
く
は
今
年
、

大
き
な
テ
ナ
ガ
エ
ビ
を
つ
か
ま
え
た
。
友
達
と
川
に
入
っ
た
と
き
に
は
、
体
長

二
十
㎝
く
ら
い
の
カ
ワ
ア
ナ
ゴ
も
つ
か
ま
え
て
、
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
。
ぼ

く
は
、
こ
の
経
験
を
し
て
川
も
生
き
物
の
こ
と
も
前
よ
り
も
っ
と
好
き
に
な
っ

た
。 

 

け
れ
ど
、
ぼ
く
は
ち
ょ
っ
と
心
ぱ
い
な
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
地
球
と
川
の

関
係
だ
。
人
が
出
す
二
酸
化
炭
素
の
え
い
き
ょ
う
で
こ
の
ま
ま
地
球
の
温
だ
ん

か
が
進
む
と
、
川
や
魚
た
ち
に
大
き
な
え
い
き
ょ
う
を
与
え
る
と
考
え
ら
れ
て

い
る
か
ら
だ
。
地
球
温
だ
ん
か
が
進
む
と
異
常
気
象
が
起
き
て
水
温
が
上
が
っ

て
し
ま
っ
た
り
、
生
態
系
へ
の
え
い
き
ょ
う
が
出
て
水
質
が
悪
化
し
た
り
し
て

し
ま
う
。
そ
う
す
る
と
生
き
物
た
ち
の
す
み
か
が
な
く
な
り
、
生
き
る
こ
と
が

む
ず
か
し
く
な
る
。
だ
か
ら
今
、
ぼ
く
た
ち
は
こ
れ
以
上
地
球
温
だ
ん
か
が
進

ま
な
い
よ
う
に
工
夫
し
て
川
と
生
き
物
を
守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
う
。 

 

川
や
生
き
物
た
ち
を
守
る
た
め
の
方
法
を
調
べ
て
み
る
と
身
近
で
す
ぐ
に
で

き
る
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
あ
っ
た
。
ま
ず
は
、
ご
み
の
分
別
だ
。
可
燃
、
不
燃
、

そ
大
な
ど
種
類
ご
と
に
分
け
て
ご
み
を
出
す
。
そ
れ
だ
け
で
も
燃
や
す
ご
み
の

量
が
へ
り
、
二
酸
化
炭
素
を
へ
ら
す
こ
と
が
で
き
る
。
次
に
、
最
近
よ
く
聞
く

３
Ｒ
。
３
Ｒ
と
は
、
リ
デ
ュ
ー
ス
（
削
減
）・
リ
ユ
ー
ス
（
再
利
用
）
・
リ
サ
イ

ク
ル
（
再
資
源
）
の
こ
と
だ
。
ぼ
く
も
こ
の
３
Ｒ
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
例
え

ば
、
ご
み
の
発
生
を
お
さ
え
る
た
め
に
買
い
物
袋
を
買
わ
な
い
よ
う
に
し
て
い

る
。
レ
ジ
袋
一
ま
い
使
わ
な
い
よ
う
に
す
る
だ
け
で
約
十
ｇ
の
ご
み
の
量
を
へ

ら
す
こ
と
が
で
き
る
そ
う
だ
。
日
本
の
エ
コ
バ
ッ
ク
使
用
率
は
約
八
十
％
ま
で

上
が
っ
て
き
て
い
る
か
ら
、
ぼ
く
も
家
族
と
続
け
て
い
き
た
い
と
思
う
。 

 

そ
の
ほ
か
に
も
大
田
区
で
は
、
多
摩
川
河
川
敷
清
掃
活
動
な
ど
で
河
川
敷
の

ご
み
拾
い
を
し
、
川
の
環
境
を
守
っ
て
い
る
。
ぼ
く
は
、
こ
う
い
う
イ
ベ
ン
ト

が
あ
る
と
知
り
、
い
い
チ
ャ
ン
ス
だ
と
思
っ
た
。
こ
う
い
う
活
動
に
参
加
す
る

人
が
増
え
れ
ば
、
河
川
敷
の
ご
み
が
へ
り
、
川
に
流
れ
て
し
ま
う
ご
み
も
少
な

く
な
る
か
ら
き
れ
い
な
川
を
保
つ
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
に
、
実
際
に
川
を
見

て
川
と
ふ
れ
合
う
こ
と
で
、
多
摩
川
の
よ
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
き
っ
か
け
に
も

な
る
と
思
う
。
ぼ
く
が
多
摩
川
活
動
を
し
て
川
を
好
き
に
な
っ
た
よ
う
に
、
多

摩
川
を
大
切
に
思
う
人
が
ふ
え
て
く
れ
た
ら
う
れ
し
い
。
ぼ
く
は
今
ま
で
こ
う

い
う
活
動
が
あ
る
と
知
ら
な
か
っ 

た
け
ど
、
こ
れ
か
ら
は
家
族
や
友 

達
と
参
加
し
て
、
川
の
環
境
を
守 

る
た
め
に
協
力
し
て
い
き
た
い
。 

そ
し
て
、
こ
の
川
で
生
き
て
い
る 

生
き
物
の
こ
と
を
た
く
さ
ん
の
人 

に
伝
え
て
い
き
た
い
。 

 
 

画：日比野 艶華（彩美会） 
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微
生
物
は
世
界
を
救
う
（
か
も
し
れ
な
い
） 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

関
口 

晴
仁 

 

僕
は
今
六
中
で
自
然
科
学
部
の
活
動
を
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
洗
足
池
の

微
生
物
を
顕
微
鏡
を
使
っ
て
延
々
と
探
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
洗
足
池
の
微
生

物
多
様
性
は
現
在
は
ミ
ジ
ン
コ
類
が
生
態
系
の
頂
点
に
な
っ
て
い
て
、
夏
あ
た

り
で
周
期
的
に
藍
藻
類
が
頂
点
に
立
つ
。
ゾ
ウ
リ
ム
シ
や
ツ
リ
ガ
ネ
ム
シ
な
ど

と
い
っ
た
ミ
ジ
ン
コ
以
外
の
微
生
物
も
少
な
い
が
い
る
。
微
生
物
多
様
性
は
そ

こ
そ
こ
に
富
む
と
言
え
よ
う
。 

 

少
々
話
が
逸
れ
た
が
、
そ
の
中
で
僕
の
心
が
躍
る
微
生
物
が
い
く
つ
か
い

る
。
そ
れ
ら
の
う
ち
の
二
つ
を
紹
介
し
た
い
と
思
う
。
ま
ず
は
ア
オ
ミ
ド
ロ

だ
。
藍
藻
類
の
一
種
で
、
極
地
か
ら
熱
帯
ま
で
の
淡
水
に
生
息
し
て
い
る
。
日

本
で
は
気
温
が
二
十
度
前
後
に
な
る
と
田
ん
ぼ
に
大
量
発
生
し
、
俗
に
い
う
ア

オ
コ
も
作
る
の
で
、
決
し
て
好
か
れ
て
は
い
な
い
。
都
内
で
も
蛍
放
流
池
に
大

量
発
生
し
、
水
質
を
悪
く
す
る
（
と
考
え
ら
れ
て
い
る
）
の
で
忌
み
嫌
わ
れ
て

い
る
。
だ
が
僕
は
こ
の
ア
オ
ミ
ド
ロ
は
実
はC
O
2

削
減
に
大
い
に
役
立
つ
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
ま
ず
ア
オ
ミ
ド
ロ
は
植
物
性
プ
ラ
ン
ク

ト
ン
な
の
で
、
も
ち
ろ
ん
葉
緑
素
を
持
っ
て
い
る
。
そ
し
て
な
に
よ
り
そ
の
増

殖
ス
ピ
ー
ド
が
す
ご
い
。
僕
が
中
一
の
頃
蛍
放
流
池
で
ア
オ
コ
が
発
生
し
た
こ

と
が
あ
っ
た
。
発
見
の
四
日
前
に
あ
っ
た
部
活
で
は
ア
オ
コ
の
ア
の
字
も
見
え

な
か
っ
た
の
に
た
っ
た
四
日
で
池
を
埋
め
尽
く
し
そ
う
な
量
の
ア
オ
コ
が
発
生

し
て
い
た
の
だ
。
そ
ん
な
こ
と
を
知
っ
た
ら
ア
オ
ミ
ド
ロ
で
い
ろ
い
ろ
と
や
っ

て
み
た
く
な
る
。
ア
オ
コ
を
す
り
つ
ぶ
し
て
も
葉
緑
素
は
働
く
の
か
、
ア
オ
ミ

ド
ロ
は
ど
の
く
ら
い
の
ス
ピ
ー
ド
で
ど
の
く
ら
い
増
殖
で
き
る
の
か
、
そ
の
他

い
ろ
い
ろ
。
そ
し
て
何
よ
り
思
っ
た
の
は
ア
オ
コ
を
増
殖
さ
せ
て
大
量
の
ア
オ

コ
で
光
合
成
の
で
き
る
家
は
作
れ
な
い
か
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
こ
れ

は
ア
オ
ミ
ド
ロ
の
あ
ま
り
の
枯
れ
や
す
さ
に
打
ち
砕
か
れ
た
。
ア
オ
ミ
ド
ロ
を

飼
育
す
る
に
は
ど
う
や
ら
大
き
め
の
プ
ー
ル
が
必
要
な
よ
う
だ
っ
た
。
た
だ
、

そ
ん
な
野
望
が
実
現
で
き
な
く
て
も
ア
オ
コ
、
も
と
い
ア
オ
ミ
ド
ロ
の
増
殖
力

な
ら
ば
、C

O
2

削
減
、
宇
宙
開
発
エ
ト
セ
ト
ラ
が
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と

画
策
す
る
の
で
あ
る
。 

 

も
う
一
つ
は
ツ
ノ
ケ
イ
ソ
ウ
だ
。
こ
れ
は
珪
藻
類
の
一
種
で
ア
オ
コ
は
作
ら

な
い
。
な
ぜ
こ
れ
に
目 

を
つ
け
た
か
と
言
う
と
、
今
の
自
然
科
学
部
一
年
の
と
あ
る
人
が
拾
っ
て
き
た

ス
ポ
ン
ジ
の
よ
う
な
沢
山
の
毛
が
絡
ま
っ
た
物
体
だ
っ
た
。
そ
れ
を
顕
微
鏡
で

覗
い
て
み
る
と
な
ん
と
一
本
一
本
の
毛
が
ツ
ノ
ケ
イ
ソ
ウ
で
で
き
て
い
た
。
そ

れ
を
見
て
ア
オ
ミ
ド
ロ
の
時
に
書
い
た
よ
う
に
光
合
成
の
で
き
る
家
が
作
れ
そ

う
だ
と
思
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
毛
の
よ
う
な
と
聞
い
た
ら
勿
論
光
合
成

の
で
き
る
服
な
ん
て
の
が
考
え
つ
く
。
こ
れ
は
と
て
も
長
い
ツ
ノ
ケ
イ
ソ
ウ
が

必
要
だ
が
、
強
度
の
問
題
は
ど
う
や
ら
大
丈
夫
な
の
で
家
と
比
較
す
れ
ば
だ
い

ぶ
現
実
味
が
あ
る
。
問
題
点
は
増
殖
力
が
そ
こ
ま
で
強
く
な
い
こ
と
だ
ろ
う

か
。 

 

一
ミ
リ
に
も
満
た
な
い
生
物
が 

地
球
を
変
え
る
か
も
と
考
え
る
と 

と
て
も
ロ
マ
ン
が
あ
る
。
ア
オ
ミ 

ド
ロ
や
ツ
ノ
ケ
イ
ソ
ウ
の
よ
う
な 

植
物
性
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
だ
け
で
は 

な
く
動
物
性
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
中 

に
も
ヒ
ド
ラ
や
ツ
リ
ガ
ネ
ム
シ
な 

ど
興
味
深
い
微
生
物
が
沢
山
い
る
。 

ぜ
ひ
も
っ
と
詳
し
く
調
べ
て
い
き 

た
い
。 

 
 

画：冨山 正美（大森東福祉園） 
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植
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画：冨山 正美（大森東福祉園） 
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形
を
変
え
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

藤
井 

杏
樹 

 

私
は
夏
休
み
に
、
香
川
県
に
あ
る
祖
父
母
の
家
に
遊
び
に
行
っ
た
。
祖
父
母
は

私
を
津
田
の
松
原
海
水
浴
場
に
連
れ
て
い
っ
て
く
れ
た
。 

 

濃
い
緑
の
松
林
を
抜
け
る
と
、
透
き
通
っ
た
海
と
水
平
線
が
広
が
っ
て
い
た
。

私
は
す
ご
く
興
奮
し
た
。
こ
ん
な
に
も
き
れ
い
な
海
を
見
た
の
は
初
め
て
だ
っ
た

か
ら
だ
。 

 

帰
り
際
に
、
大
き
な
ゴ
ミ
袋
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
場
所
が
あ
る
こ
と
に
気
が

付
い
た
。
私
は
、
大
き
い
袋
に
パ
ン
パ
ン
に
入
っ
た
ゴ
ミ
が
気
に
な
っ
た
。
パ
ッ

と
見
た
感
じ
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
食
べ
物
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
容
器
だ
っ
た
。
「
さ

っ
き
砂
浜
を
歩
い
た
と
き
は
、
あ
ん
な
に
き
れ
い
だ
っ
た
の
に…

」
と
私
は
驚
い

た
。
す
る
と
祖
母
が
、
海
ご
み
清
掃
活
動
が
定
期
的
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
教

え
て
く
れ
た
。 

 

海
に
ど
ん
な
ゴ
ミ
が
落
ち
て
い
る
の
か
気
に
な
っ
た
私
は
、
東
京
に
帰
っ
て
か

ら
近
く
の
ふ
る
さ
と
の
浜
辺
公
園
に
行
く
こ
と
に
し
た
。 

 

気
温
が
高
く
な
る
前
の
早
朝
に
、
家
族
で
ゴ
ミ
袋
を
持
っ
て
出
か
け
た
。
主
に

お
菓
子
の
空
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
や
花
火
の
袋
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
が
落
ち
て
い
た
。

海
の
ゴ
ミ
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
多
か
っ
た
の
で
調
べ
て
み
る
と
、
海
洋
ゴ
ミ
の
約

六
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
が
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
た
。
そ
の
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
を
小
さ
な
魚
が
食
べ
、
小
さ
な
魚
を
食
べ
る
大
き
な
魚
が
い
る
。
し
か

し
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
消
化
出
来
な
い
の
で
、
体
内
に
残
り
続
け
て
し
ま
う
。
こ

の
事
か
ら
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
海
の
生
態
系
を
お
び
や
か
し
て
い
る
こ
と
が
分
か

る
。 

 

こ
れ
だ
け
を
聞
く
と
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
無
く
せ
ば
い
い
と
思
っ
た
が
、
重
要

な
役
目
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
に
も
気
が
付
い
た
。
例
え
ば
、
私
の
身
近
な
物
だ

と
シ
ャ
ー
ペ
ン
や
消
し
ゴ
ム
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
だ
。
こ
れ
ら
は
、
私
が
勉
強
す
る
上

で
と
て
も
便
利
だ
と
感
じ
て
い
る
。
他
に
も
、
病
院
で
使
う
注
射
器
な
ど
の
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
は
、
清
潔
さ
を
保
つ
為
に
必
要
だ
。 

 

そ
こ
で
私
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
問
題
に
つ
い
て
、
こ
れ
か
ら
出
来
る
事
は
な
い

か
考
え
た
。 

 

す
ぐ
に
思
い
付
い
た
の
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
無
駄
使
い
し
な
い
こ
と
。
さ
ら

に
、
使
っ
た
後
は
正
し
く
分
別
し
て
再
利
用
す
る
こ
と
だ
。 

 

こ
の
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
が
私
の
小
さ
な
一
歩
だ
。 

 

大
田
区
は
二
〇
二
五
年
四
月
か
ら
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
分
別
回
収
（
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
は
別
）
を
始
め
た
。
分
別
と
聞
く
と
、
「
よ
く
分
か
ら
な
い
」
と
思
う
人
も
い

る
か
も
し
れ
な
い
が
、
ど
ん
な
物
も
よ
く
見
る
と
、
リ
サ
イ
ク
ル
マ
ー
ク
が
つ
い

て
い
る
。
家
に
あ
っ
た
ヨ
ー
グ
ル
ト
は
「
カ
ッ
プ
は
プ
ラ
マ
ー
ク
」
、「
ふ
た
・
ラ

ベ
ル
は
紙
マ
ー
ク
」
と
い
う
表
示
が 

あ
っ
て
、
と
て
も
丁
寧
で
分
か
り
や 

す
か
っ
た
。 

 

大
田
区
で
回
収
し
た
プ
ラ
ス
チ
ッ 

ク
は
ガ
ス
化
し
て
、
再
び
原
料
と
し 

て
利
用
す
る
ケ
ミ
カ
ル
リ
サ
イ
ク
ル 

手
法
を
導
入
し
て
い
る
。
私
は
こ
う 

い
っ
た
リ
サ
イ
ク
ル
方
法
が
あ
る
こ 

と
を
初
め
て
知
っ
た
。
同
時
に
分
別 

す
る
こ
と
の
大
切
さ
も
理
解
し
た
。 

 
こ
れ
か
ら
も
、
私
に
出
来
る
事
を 

見
つ
け
て
継
続
し
て
い
く
。
そ
し
て 

広
め
て
い
く
。
な
ぜ
な
ら
、
み
ん
な 

が
暮
ら
す
地
球
の
海
を
守
っ
て
い
き 

た
い
か
ら
。 

 

画：平林 優（志茂田福祉センター） 
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ボ
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と
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収
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サ
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。
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が
暮
ら
す
地
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を
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っ
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い
き 

た
い
か
ら
。 

 

画：平林 優（志茂田福祉センター） 
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新
堀 

旭
未 

私
は
習
い
事
や
曽
祖
母
の
家
に
行
く
と
き
に
呑
川
の
近
く
を
通
っ
て
行
き
ま

す
。
春
に
な
る
と
桜
が
咲
い
て
と
て
も
き
れ
い
で
す
。
ま
た
呑
川
を
見
て
み
る

と
亀
や
カ
モ
な
ど
の
動
物
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。 

し
か
し
、
呑
川
に
は
ビ
ニ
ー
ル
袋
や
自
転
車
な
ど
の
ゴ
ミ
が
落
ち
て
い
た

り
、
魚
が
大
量
死
し
て
い
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
雨
が
降
っ
た

あ
と
は
、
川
の
色
が
茶
色
に
な
り
汚
く
な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

私
は
呑
川
を
き
れ
い
に
し
た
い
で
す
。
そ
の
た
め
に
川
が
汚
れ
る
原
因
を
調

べ
て
、
自
分
で
も
で
き
る
こ
と
を
考
え
て
み
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。 

最
初
に
呑
川
が
汚
い
理
由
を
調
べ
て
み
ま
し
た
。
呑
川
が
汚
い
理
由
は
主
に

二
つ
あ
り
ま
す
。 

一
つ
目
は
生
活
排
水
な
ど
が
原
因
で
で
き
る
ス
カ
ム
で
す
。
ス
カ
ム
と
は
川

な
ど
の
水
上
に
流
れ
る
泡
や
薄
い
膜
状
の
も
の
の
こ
と
で
す
。 

二
つ
目
は
不
法
投
棄
に
よ
る
水
質
悪
化
で
す
。
不
法
投
棄
し
た
ゴ
ミ
が
腐
敗

し
て
水
質
を
汚
染
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

次
に
川
を
き
れ
い
に
す
る
た
め
に
自
分
で
も
で
き
る
こ
と
を
考
え
て
み
ま
し

た
。 ま

ず
不
法
投
棄
の
ゴ
ミ
の
対
策
を
考
え
て
み
ま
し
た
。
不
法
投
棄
を
す
る
人

が
い
る
と
不
法
投
棄
さ
れ
た
ゴ
ミ
は
無
く
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
不
法
投
棄
を

す
る
人
を
減
ら
す
こ
と
は
難
し
い
の
で
ゴ
ミ
拾
い
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
す

る
こ
と
だ
っ
た
ら
簡
単
に
で
き
る
と
考
え
ま
し
た
。
調
べ
て
み
る
と
実
際
に
呑

川
の
近
く
で
場
所
を
決
め
て
ゴ
ミ
拾
い
を
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
あ
る
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。 

次
に
生
活
排
水
を
減
ら
す
対
策
を
考
え
て
み
ま
し
た
。
た
と
え
ば
お
米
の
と

ぎ
汁
は
そ
の
ま
ま
流
す
と
水
質
汚
染
の
原
因
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
と
ぎ
汁

は
床
掃
除
や
洗
顔
な
ど
に
使
え
ま
す
。
他
に
も
台
所
で
出
た
調
理
く
ず
な
ど
の

生
ゴ
ミ
は
水
切
り
を
し
て
捨
て
た
り
、
ス
カ
ム
の
原
因
と
な
る
油
は
新
聞
紙
な

ど
に
吸
わ
せ
て
捨
て
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

生
活
排
水
や
ゴ
ミ
は
他
に
も
た
く
さ
ん
の
使
い
道
が
あ
り
ま
す
。
ビ
ニ
ー
ル

袋
は
大
事
に
使
え
ば
く
り
返
し
使
え
ま
す
。
生
活
排
水
は
工
夫
す
れ
ば
た
く
さ

ん
の
使
い
道
が
あ
り
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
使
い
道
が
あ
る
も
の
を
、
そ
の
ま
ま

流
し
て
し
ま
っ
た
り
、
不
法
投
棄
し
て
し
ま
っ
た
り
す
る
の
は
も
っ
た
い
な
い

と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
私
は
呑
川
の
た
め
に
も
、
生
活
排
水
や
ゴ
ミ
を
再
利

用
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。 
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坂
本 

紬 

 

み
な
さ
ん
は
、
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
が
、
ど
の
よ
う
な
え
い
き
ょ
う
を
あ
た
え

て
い
る
か
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。
実
は
、
ポ
イ
捨
て
を
す
る
と
、
み
ん
な
が
こ

ま
る
だ
け
で
な
く
か
ん
き
ょ
う
に
も
い
へ
ん
が
起
き
て
し
ま
い
ま
す
。
今
か
ら

ポ
イ
捨
て
が
か
ん
き
ょ
う
に
ど
の
よ
う
な
え
い
き
ょ
う
が
あ
る
の
か
、
ど
の
よ

う
な
い
へ
ん
が
あ
る
の
か
を
い
っ
し
ょ
に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 

ポ
イ
捨
て
を
す
る
と
そ
の
人
の
周
り
か
ら
は
、
ゴ
ミ
が
な
く
な
っ
て
整
理
が

し
や
す
く
な
る
と
思
い
ま
す
。
で
す
が
本
当
は
ル
ー
ル
い
は
ん
で
す
。
例
え
ば

海
に
ゴ
ミ
を
捨
て
る
と
、
ウ
ミ
ガ
メ
や
、
魚
た
ち
が
ま
ち
が
っ
て
食
べ
て
し
ま

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
生
き
物
た
ち
が
ふ
だ
ん
食
べ
な
い
物
を
食
べ
て
命
を
お

と
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
以
外
に
も
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
は
、
悪

臭
を
引
き
起
こ
し
た
り
ゴ
ミ
が
何
か
に
当
た
っ
て
火
災
が
起
き
た
り
、
病
気
の

原
因
に
な
っ
た
り
し
ま
す
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
劣
化
し
て
、
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
と
な
り
、
私
た
ち
の
健
康
に
も
い
へ
ん
を
起
こ
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

 

次
に
、
ポ
イ
捨
て
さ
れ
る
ゴ
ミ
の
種
類
に
つ
い
て
も
調
べ
た
の
で
し
ょ
う
か

い
し
ま
す
。
ポ
イ
捨
て
の
中
で
一
番
多
い
も
の
が
タ
バ
コ
で
す
。
他
に
も
、
カ

ン
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
ビ
ニ
ー
ル
ぶ
く
ろ
、
紙
く
ず
、
マ
ス
ク
な
ど
が
多
い
で

す
。
私
が
町
を
歩
い
て
い
る
と
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
が
落
ち
て
い
る
の
を
見
か
け

ま
す
。
「
ポ
イ
捨
て
は
、
と
て
も
め
い
わ
く
だ
な
。」
と
私
は
い
つ
も
思
い
ま

す
。
ま
た
、
日
本
の
四
十
七
都
道
府
県
の
中
で
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
を
ふ
せ
ぐ
と

り
く
み
を
し
て
い
る
一
位
は
、
栃
木
県
だ
そ
う
で
す
。
ほ
か
の
都
道
府
県
も
ゴ

ミ
の
ポ
イ
捨
て
を
ふ
せ
ぐ
と
り
く
み
を
し
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
な
ポ
イ
捨
て
を
ふ
せ
ぐ
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う

か
。
そ
れ
は
、
外
に
捨
て
な
い
で
自
分
の
ゴ
ミ
は
、
ち
ゃ
ん
と
も
ち
か
え
る
こ

と
で
す
。
そ
う
す
れ
ば
、
ポ
イ
捨
て
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
し
っ
か
り
家
に
す
べ

て
も
ち
か
え
っ
て
捨
て
る
こ
と
が
大
切
で
す
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
少
し
の
ゴ
ミ
で
も
外
に
捨
て
る
と
ポ
イ
捨
て
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
ポ
イ
捨
て
の
ル
ー
ル
い
は
ん
に
よ
っ
て
大
へ
ん
な
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
一
人
一
人
が
心
が
け
て
守
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
み
ん
な
で
良
い
か
ん

き
ょ
う
を
作
っ
て
い
く
た
め
に
、
ポ
イ
捨
て
を
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

 
 

- 16 -- 16 - 
 

■
奨
励
賞
（
小
学
生
の
部
） 

ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
の
え
い
き
ょ
う
に
つ
い
て 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

坂
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二
酸
化
炭
素
を
へ
ら
す
ぎ
じ
ゅ
つ 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

齋
藤 

結
南 

 

私
は
地
球
温
だ
ん
化
に
つ
い
て
調
べ
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
だ
ん

だ
ん
気
温
が
高
く
な
っ
て
い
っ
て
地
球
温
だ
ん
化
が
様
々
な
問
題
を
引
き
起
こ
し

て
し
ま
う
か
ら
で
す
。
例
え
ば
、
海
面
全
体
の
水
位
が
じ
ょ
う
し
ょ
う
し
て
し
ま

っ
た
り
、
い
じ
ょ
う
き
し
ょ
う
の
た
め
に
生
態
系
や
健
康
へ
の
え
い
き
ょ
う
を
引

き
起
こ
し
て
し
ま
っ
た
り
す
る
か
ら
で
す
。 

 

地
球
温
だ
ん
化
の
原
因
は
石
灰
、
石
油
、
天
然
ガ
ス
な
ど
の
化
石
ね
ん
料
を
も

や
す
こ
と
で
二
酸
化
炭
素
を
増
や
し
て
し
ま
っ
た
り
、
森
林
伐
採
に
よ
り
二
酸
化

炭
素
を
吸
収
す
る
量
が
へ
っ
て
し
ま
っ
た
り
す
る
こ
と
な
ど
で
す
。 

 

私
は
初
め
、
電
気
や
水
や
物
を
大
切
に
し
て
省
エ
ネ
を
よ
び
か
け
る
こ
と
し
か

で
き
な
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
で
も
、
万
博
に
行
っ
て
二
酸
化
炭
素
を
へ
ら
す

色
々
な
ぎ
じ
ゅ
つ
が
開
発
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。 

 

例
え
ば
、
私
が
入
っ
た
パ
ビ
リ
オ
ン
で
は
、
水
と
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
か
ら

水
素
を
つ
く
っ
て
二
酸
化
炭
素
と
水
素
で
ｅ―

メ
タ
ン
を
作
り
、
家
庭
や
工
場
で

ｅ―

メ
タ
ン
を
使
い
、
二
酸
化
炭
素
を
回
収
し
て
再
利
用
す
る
ぎ
じ
ゅ
つ
が
し
ょ

う
か
い
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
他
に
も
、
電
気
だ
け
で
走
る
バ
ス
に
乗
り
ま
し
た
。 

 

私
は
人
の
ぎ
じ
ゅ
つ
で
二
酸
化
炭
素
が
ふ
え
た
な
ら
、
人
の
ぎ
じ
ゅ
つ
で
二
酸

化
炭
素
を
へ
ら
し
て
今
よ
り
も
、
私
た
ち
の
生
活
が
良
く
な
る
と
い
い
な
と
思
い

ま
し
た
。 
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釣
り
糸
か
ら
見
え
た
海
洋
汚
染 

板
橋 

実
穂 

 

夏
休
み
、
家
族
や
友
人
と
羽
田
沖
へ
釣
り
に
出
か
け
た
。
風
に
吹
か
れ
な
が

ら
友
人
と
話
し
、
京
浜
工
業
地
帯
を
眺
め
る
の
は
、
時
間
が
ゆ
っ
く
り
進
ん
で

い
く
よ
う
で
、
と
て
も
好
き
だ
っ
た
。
し
か
し
、
ふ
と
柵
の
下
に
目
が
留
ま
っ

た
。
そ
こ
に
は
、
潰
れ
た
ラ
ベ
ル
が
つ
い
た
ま
ま
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
が
落
ち
て

い
た
。
ま
さ
か
と
思
い
、
水
面
を
見
る
と
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ
プ
や
破
け

て
小
さ
く
な
っ
た
ビ
ニ
ー
ル
袋
が
、
意
図
が
あ
る
は
ず
も
な
く
風
に
吹
か
れ
て

水
面
を
た
だ
漂
っ
て
い
た
。
視
界
の
奥
に
大
き
な
船
が
通
っ
た
。
後
か
ら
調
べ

た
と
こ
ろ
、
そ
の
船
は
、
海
洋
ご
み
を
回
収
す
る
た
め
の
船
だ
っ
た
。
海
は
汚

れ
て
い
た
。
私
は
、
誰
か
が
ご
み
を
ポ
イ
捨
て
し
た
の
だ
ろ
う
と
、
少
し
怒
り

す
ら
感
じ
た
。 

 

そ
ん
な
と
き
、
私
の
持
っ
て
い
た
釣
り
竿
は
ず
っ
し
り
と
重
く
な
っ
た
。
必

ず
釣
り
上
げ
る
と
心
の
な
か
で
意
気
込
み
、
必
死
に
竿
を
支
え
な
が
ら
糸
を
巻

い
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
突
然
竿
が
軽
く
な
っ
た
。
魚
は
逃
げ
て
し
ま
っ
た
の

だ
。
そ
の
上
、
魚
に
釣
り
糸
も
切
ら
れ
、
針
と
糸
は
そ
の
ま
ま
海
に
沈
ん
で
い

っ
た
。
友
人
の
釣
り
竿
を
見
る
と
、
針
と
糸
だ
け
で
は
な
く
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
の
ル
ア
ー
や
浮
き
が
つ
い
て
い
た
。
そ
れ
も
何
ら
か
の
拍
子
に
海
へ
落
ち
て

し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
。
そ
し
て
そ
れ
ら
は
海
洋
ご
み
に
な
っ
て
し
ま
う
。
自

分
も
無
意
識
の
う
ち
に
海
を
汚
し
て
し
ま
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
思

っ
た
と
き
、
は
っ
と
し
た
。 

 

そ
の
と
き
、
夏
休
み
の
自
由
研
究
で
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
つ
い
て
調

べ
、
ま
と
め
た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
た
。
海
に
入
っ
て
し
ま
っ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
ご
み
は
時
間
を
か
け
て
波
に
よ
っ
て
砕
か
れ
、
や
が
て
小
さ
め
の
金
魚
の
餌

ほ
ど
の
大
き
さ
に
な
る
。
そ
れ
を
魚
や
カ
メ
な
ど
が
エ
サ
と
間
違
え
て
食
べ
て

し
ま
い
、
そ
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
食
べ
て
し
ま
っ
た
生
き
物
を
別
の
生
き
物
が

食
べ
る
な
ど
、
食
物
連
鎖
に
よ
り
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
多
く
の
生
き
物
に
渡
っ

て
い
き
、
生
態
系
に
影
響
を
与
え
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、
大
き
な
ご

み
が
体
に
か
ら
ま
っ
て
動
け
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
る
と
い

う
。
ご
み
の
問
題
の
深
刻
さ
を
感
じ
た
。 

 

こ
れ
ま
で
、
ポ
イ
捨
て
、
洗
剤
や
油
の
使
い
過
ぎ
な
ど
が
海
を
汚
す
主
な
原

因
だ
と
思
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
今
回
釣
り
を
し
て
、
そ
れ
よ
り
も
も
っ
と
身

近
な
と
こ
ろ
に
海
を
汚
す
原
因
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
強
く
感
じ
た
。
自
分
た

ち
が
使
う
釣
り
道
具
や
消
耗
品
も
、
気
づ
か
ぬ
う
ち
に
海
洋
ご
み
の
一
部
に
な

っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
の
だ
。 

 

今
回
、
深
刻
な
ご
み
問
題
を
海
か
ら
学
ん
だ
。
こ
の
こ
と
か
ら
将
来
、
土
や

波
に
分
解
さ
れ
や
す
い
素
材
を
使
用
し
た
容
器
や
、
魚
に
嚙
み
切
ら
れ
に
く
い

糸
な
ど
海
の
ご
み
に
な
り
に
く
い
も
の
を
開
発
し
た
い
。
そ
し
て
、
次
の
世
代

の
人
々
が
海
に
ご
み
は
一
つ
も
な
い
と
言
い
切
れ
る
よ
う
な
海
に
し
た
い
と
思

っ
た
。 
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鎖
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っ
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。
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れ
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う
な
海
に
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い
と
思

っ
た
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を
守
り
た
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大
野 

譲
士 

 

僕
は
、
大
田
区
の
黒
湯
を
守
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

黒
湯
は
驚
く
ほ
ど
真
っ
黒
な
色
を
し
て
い
ま
す
。 

 

黒
さ
の
正
体
は
「
フ
ミ
ン
」
と
い
う
成
分
で
す
。 

フ
ミ
ン
は
、
植
物
が
長
い
年
月
を
か
け
て
土
の
中
で
分
解
さ
れ
る
時
に
生
ま

れ
る
天
然
の
有
機
物
で
、
保
湿
や
抗
酸
化
の
働
き
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。 ま

た
、
肌
を
柔
ら
か
く
保
ち
、
血
行
を
促
す
作
用
も
あ
っ
て
、
昔
か
ら
健
康

や
美
容
に
良
い
お
湯
と
し
て
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。 

実
際
に
入
浴
す
る
と
肌
は
潤
い
、
体
の
芯
ま
で
温
ま
り
ま
す
。
見
た
目
に
反

し
て
か
、
見
た
目
通
り
な
の
か
？
と
に
か
く
自
然
の
恵
み
が
詰
ま
っ
た
心
地
良

い
お
湯
な
の
で
す
。 

そ
の
心
地
良
さ
は
、
疲
れ
た
心
や
体
を
優
し
く
い
や
し
て
く
れ
る
力
を
持
っ

て
い
ま
す
。 

僕
は
小
学
生
の
頃
、
ア
ト
ピ
ー
性
皮
ふ
炎
を
発
症
し
て
皮
ふ
科
に
通
っ
て
い

ま
し
た
。 

沢
山
の
ぬ
り
薬
を
出
さ
れ
、
炎
症
を
抑
え
て
も
ま
た
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
に

悩
ん
で
い
ま
し
た
。 

そ
ん
な
時
、
お
母
さ
ん
が
知
り
合
い
か
ら
黒
湯
の
話
を
聞
い
て
き
た
の
で

す
。 「

温
泉
で
治
る
の
か
な
？
」
と
半
信
半
疑
で
し
た
が
、
通
い
続
け
る
う
ち
に

肌
の
調
子
が
少
し
ず
つ
良
く
な
り
、
完
治
し
ま
し
た
。 

薬
で
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
効
果
を
、
黒
湯
か
ら
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
た
の

で
す
。
ま
た
、
サ
ッ
カ
ー
で
筋
肉
を
使
い
過
ぎ
た
時
に
も
疲
労
を
回
復
す
る
た

め
や
、
友
達
と
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
た
め
に
行
き
ま
す
。 

僕
に
と
っ
て
黒
湯
は
た
だ
の
お
風
呂
で
は
な
く
、
健
康
や
自
信
、
友
達
と
の

絆
を
深
め
る
大
切
な
場
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

大
田
区
は
羽
田
空
港
や
工
場
が
点
在
し
、
下
町
の
住
宅
や
暮
ら
し
が
息
づ
く

街
で
す
。 

そ
の
都
市
の
中
に
残
さ
れ
た
『
自
然
の
宝
物
』
の
よ
う
な
黒
湯
は
地
下
深
く

か
ら
湧
き
出
て
い
て
、
人
々
に
安
ら
ぎ
と
い
や
し
を
与
え
て
い
ま
す
。 

し
か
し
銭
湯
の
数
は
年
々
減
っ
て
お
り
、
大
田
区
で
も
黒
湯
を
楽
し
め
る
銭

湯
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
と
聞
き
ま
し
た
。
も
し
黒
湯
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
ら
、
僕
の
よ
う
に
助
け
ら
れ
る
人
は
減
り
、
地
域
の
つ
な
が
り
や
歴
史
も
失

わ
れ
、
街
の
魅
力
が
消
え
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

自
然
が
壊
さ
れ
て
森
や
土
が
減
っ
て
し
ま
う
と
、
フ
ミ
ン
を
生
み
出
す
力
も

弱
ま
り
、
黒
湯
の
源
が
少
な
く
な
っ
て
し
ま
う
そ
う
で
す
。 

だ
か
ら
こ
そ
、
僕
は
守
り
た
い
の
で
す
。
フ
ミ
ン
を
含
ん
だ
黒
湯
の
素
晴
ら

し
さ
を
体
験
す
れ
ば
、
そ
の
価
値
の
大
き
さ
を
き
っ
と
実
感
で
き
ま
す
。 

僕
た
ち
に
も
で
き
る
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。 

ゴ
ミ
を
ポ
イ
捨
て
し
な
い
、
使
っ
た
電
気
を
こ
ま
め
に
消
す
、
マ
イ
ボ
ト
ル

を
使
う
な
ど
で
す
。 

小
さ
な
行
動
の
積
み
重
ね
は
自
然
を
守
る
こ
と
に
繋
が
り
、
僕
た
ち
の
暮
ら

し
と
心
の
豊
か
さ
を
守
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。
未
来
を
生
き
る
人
た
ち
へ
の

大
切
な
贈
り
物
と
し
て
、
貴
重
な
恵
み
を
残
し
て
い
き
た
い
と
心
か
ら
思
っ
て

い
ま
す
。 

 
 

画：松原 秀章（昭和 糀谷の歴史・文化の会） 
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ご
み
分
別
か
ら
考
え
る
自
然
を
守
る
こ
と 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

P
.
N
.

か
が
み 

 

大
田
区
で
は
、
ご
み
を
「
燃
え
る
ご
み
」
と
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
」
に
分
け

て
出
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
実
際
に
分
別
し
て
み
る
と
想
像
以
上
に
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ご
み
が
多
く
、
驚
き
ま
し
た
。
食
品
の
容
器
や
お
菓
子
の
袋
、
洗
剤
の
ボ

ト
ル
な
ど
、
日
常
で
当
た
り
前
に
使
う
物
が
、
す
ぐ
に
袋
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て
し

ま
う
の
で
す
。
こ
れ
ま
で
気
に
せ
ず
捨
て
て
い
た
も
の
が
、
資
源
や
環
境
に
大
き

く
影
響
し
て
い
る
と
知
り
、
反
省
し
ま
し
た
。 

 

一
方
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
「
資
源
ご
み
」
と
し
て
回
収
さ
れ
、
リ
サ
イ
ク
ル
さ

れ
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
新
し
い
製
品
に
生
ま
れ
変
わ
る
仕
組
み
を
知
る
と
、

ご
み
も
工
夫
次
第
で
資
源
に
な
る
と
実
感
で
き
ま
す
。
分
別
は
自
然
や
地
球
へ

の
負
担
を
減
ら
す
第
一
歩
な
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。 

 

私
の
家
族
は
キ
ャ
ン
プ
が
好
き
で
、
自
然
の
中
で
過
ご
す
機
会
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
分
別
さ
れ
て
い
な
い
ご
み
を
見
る
と
、
と
て
も
残
念
な
気
持
ち
に
な
り

ま
す
。
自
然
に
捨
て
ら
れ
た
ご
み
は
分
解
に
時
間
が
か
か
り
、
動
物
や
植
物
に
悪

影
響
を
与
え
る
か
ら
で
す
。
逆
に
、
自
分
た
ち
の
ご
み
を
正
し
く
分
別
し
た
り
持

ち
帰
っ
た
り
す
る
と
、
自
然
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
実
感
で
き
ま

す
。
キ
ャ
ン
プ
で
の
体
験
は
、
環
境
へ
の
意
識
を
高
め
る
大
切
な
き
っ
か
け
に
な

る
と
思
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
日
常
生
活
で
も
環
境
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
ま

ず
は
分
別
を
し
っ
か
り
行
う
こ
と
で
す
。
最
初
は
面
倒
に
感
じ
ま
し
た
が
、
家
族

と
協
力
し
て
習
慣
に
で
き
ま
し
た
。 

 

次
に
で
き
る
だ
け
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
買
わ
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
水
筒

を
持
ち
歩
け
ば
ご
み
を
減
ら
せ
る
の
で
、
自
然
を
守
る
手
助
け
に
な
っ
て
い
る

と
感
じ
ま
す
。
さ
ら
に
、
買
い
物
で
は
で
き
る
だ
け
袋
を
も
ら
わ
な
い
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。
小
さ
な
積
み
重
ね
が
大
き
な
効
果
に
つ
な
が
る
と
信
じ
て
い
る
か

ら
で
す
。 

 

ご
み
分
別
や
ご
み
を
減
ら
す
工
夫
、
自
然
の
中
で
の
体
験
を
通
し
て
、
自
然
を

守
る
こ
と
は
特
別
な
こ
と
で
は
な
く
、
身
近
な
生
活
か
ら
始
め
ら
れ
る
と
学
び

ま
し
た
。 

 

こ
れ
か
ら
も
キ
ャ
ン
プ
や
日
常
生
活
で
で
き
る
こ
と
を
続
け
、
環
境
に
つ
い

て
考
え
行
動
し
て
い
き
た
い
で
す
。 
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み 

 

大
田
区
で
は
、
ご
み
を
「
燃
え
る
ご
み
」
と
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
」
に
分
け

て
出
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
実
際
に
分
別
し
て
み
る
と
想
像
以
上
に
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ご
み
が
多
く
、
驚
き
ま
し
た
。
食
品
の
容
器
や
お
菓
子
の
袋
、
洗
剤
の
ボ

ト
ル
な
ど
、
日
常
で
当
た
り
前
に
使
う
物
が
、
す
ぐ
に
袋
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て
し

ま
う
の
で
す
。
こ
れ
ま
で
気
に
せ
ず
捨
て
て
い
た
も
の
が
、
資
源
や
環
境
に
大
き

く
影
響
し
て
い
る
と
知
り
、
反
省
し
ま
し
た
。 

 

一
方
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
「
資
源
ご
み
」
と
し
て
回
収
さ
れ
、
リ
サ
イ
ク
ル
さ

れ
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
新
し
い
製
品
に
生
ま
れ
変
わ
る
仕
組
み
を
知
る
と
、

ご
み
も
工
夫
次
第
で
資
源
に
な
る
と
実
感
で
き
ま
す
。
分
別
は
自
然
や
地
球
へ

の
負
担
を
減
ら
す
第
一
歩
な
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。 

 

私
の
家
族
は
キ
ャ
ン
プ
が
好
き
で
、
自
然
の
中
で
過
ご
す
機
会
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
分
別
さ
れ
て
い
な
い
ご
み
を
見
る
と
、
と
て
も
残
念
な
気
持
ち
に
な
り

ま
す
。
自
然
に
捨
て
ら
れ
た
ご
み
は
分
解
に
時
間
が
か
か
り
、
動
物
や
植
物
に
悪

影
響
を
与
え
る
か
ら
で
す
。
逆
に
、
自
分
た
ち
の
ご
み
を
正
し
く
分
別
し
た
り
持

ち
帰
っ
た
り
す
る
と
、
自
然
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
実
感
で
き
ま

す
。
キ
ャ
ン
プ
で
の
体
験
は
、
環
境
へ
の
意
識
を
高
め
る
大
切
な
き
っ
か
け
に
な

る
と
思
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
日
常
生
活
で
も
環
境
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
ま

ず
は
分
別
を
し
っ
か
り
行
う
こ
と
で
す
。
最
初
は
面
倒
に
感
じ
ま
し
た
が
、
家
族

と
協
力
し
て
習
慣
に
で
き
ま
し
た
。 

 

次
に
で
き
る
だ
け
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
買
わ
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
水
筒

を
持
ち
歩
け
ば
ご
み
を
減
ら
せ
る
の
で
、
自
然
を
守
る
手
助
け
に
な
っ
て
い
る

と
感
じ
ま
す
。
さ
ら
に
、
買
い
物
で
は
で
き
る
だ
け
袋
を
も
ら
わ
な
い
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。
小
さ
な
積
み
重
ね
が
大
き
な
効
果
に
つ
な
が
る
と
信
じ
て
い
る
か

ら
で
す
。 

 

ご
み
分
別
や
ご
み
を
減
ら
す
工
夫
、
自
然
の
中
で
の
体
験
を
通
し
て
、
自
然
を

守
る
こ
と
は
特
別
な
こ
と
で
は
な
く
、
身
近
な
生
活
か
ら
始
め
ら
れ
る
と
学
び

ま
し
た
。 

 

こ
れ
か
ら
も
キ
ャ
ン
プ
や
日
常
生
活
で
で
き
る
こ
と
を
続
け
、
環
境
に
つ
い

て
考
え
行
動
し
て
い
き
た
い
で
す
。 
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地
球
を
守
る
た
め
に
、
今
、
私
達
が
出
来
る
こ
と 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

式
町 

凜
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今
、
世
界
各
地
で
異
常
気
象
や
環
境
破
壊
が
進
ん
で
い
る
。
夏
に
は
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
で
観
測
史
上
最
高
の
気
温
を
記
録
し
、
山
火
事
が
相
次
い
だ
。
ア
ジ
ア
の

国
々
で
は
豪
雨
に
よ
る
洪
水
が
人
々
の
生
活
を
奪
っ
た
。
日
本
で
も
例
外
で
は

な
く
、
集
中
豪
雨
や
猛
暑
日
が
年
々
増
え
、
私
達
の
暮
ら
し
に
直
接
影
響
を
与

え
て
い
る
。
ニ
ュ
ー
ス
で
「
地
球
温
暖
化
」
と
い
う
言
葉
を
耳
に
す
る
度
、
そ

れ
は
遠
い
世
界
の
話
で
は
な
く
、
今
ま
さ
に
自
分
の
住
む
場
所
に
迫
る
現
実
だ

と
感
じ
る
。 

 

環
境
を
守
る
た
め
に
大
切
な
の
は
、
水
や
海
、
大
気
、
森
林
と
い
っ
た
自
然

の
循
環
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
単
に
資
源
で
は
な
く
、
私
達
が
生
き
て
い
く
上
で

欠
か
せ
な
い
「
生
命
の
基
盤
」
だ
。
し
か
し
今
、
そ
の
基
盤
が
急
速
に
失
わ
れ

つ
つ
あ
る
。
国
連
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
世
界
の
森
林
は
毎
年
東
京
都
の
面
積
に

匹
敵
す
る
ほ
ど
消
失
し
て
い
る
と
い
う
。
森
林
が
減
れ
ば
二
酸
化
炭
素
を
吸
収

す
る
力
が
弱
ま
り
、
気
候
変
動
が
さ
ら
に
加
速
す
る
。
地
球
全
体
が
悪
循
環
に

陥
る
危
険
性
を
抱
え
て
い
る
の
だ
。
こ
う
し
た
問
題
を
考
え
る
と
き
、
私
は
自

分
の
住
む
東
京
都
大
田
区
を
思
い
浮
か
べ
る
。
大
田
区
は
羽
田
空
港
を
抱
え
、

世
界
と
つ
な
が
る
玄
関
口
で
あ
る
一
方
、
多
摩
川
や
東
京
湾
に
面
し
た
自
然
環

境
も
残
さ
れ
て
い
る
。
最
近
で
は
区
が
中
心
と
な
っ
て
多
摩
川
の
清
掃
活
動
や

水
質
調
査
を
行
い
、
地
域
の
人
々
が
協
力
し
て
川
を
守
る
取
り
組
み
が
続
け
ら

れ
て
い
る
。
か
つ
て
汚
染
が
問
題
と
な
っ
た
多
摩
川
は
、
今
で
は
ア
ユ
が
戻
る

ほ
ど
水
質
が
改
善
し
つ
つ
あ
る
。
こ
の
変
化
は
、
地
域
の
人
々
が
少
し
ず
つ
行

動
を
積
み
重
ね
た
結
果
で
あ
り
、
地
球
全
体
の
未
来
に
つ
な
が
る
大
切
な
努
力

だ
と
思
う
。 

 

一
方
で
、
東
京
湾
で
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
に
よ
る
汚
染
が
深
刻
化
し
て
い

る
。
海
外
の
ニ
ュ
ー
ス
で
は
海
ガ
メ
や
ク
ジ
ラ
が
ご
み
を
飲
み
込
み
命
を
落
と

す
映
像
が
流
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
は
遠
い
海
の
出
来
事
で
は
な
い
。
実
際
に
東

京
湾
で
も
同
じ
問
題
が
起
き
て
い
る
の
だ
。
便
利
さ
を
優
先
し
使
い
捨
て
の
生

活
を
し
て
い
る
の
は
、
正
に
私
達
自
身
だ
か
ら
だ
。
問
題
の
原
因
と
責
任
が

「
自
分
の
生
活
」
と
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
を
突
き
つ
け
ら
れ
た
。 

 

地
球
規
模
の
問
題
は
、
一
人
ひ
と
り
の
生
活
と
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
。
だ

か
ら
こ
そ
私
達
若
い
世
代
が
、
未
来
に
向
け
て
ど
う
行
動
す
る
か
が
問
わ
れ
て

い
る
の
だ
と
思
う
。
環
境
問
題
は
、「
今
の
大
人
だ
け
が
考
え
る
こ
と
」
で
は

な
く
、
こ
れ
か
ら
を
生
き
る
私
達
世
代
に
直
結
す
る
問
題
な
の
だ
。
例
え
ば
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
で
き
る
だ
け
使
わ
ず
マ
イ
ボ
ト
ル
を
持
ち
歩
く
こ
と
や
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
無
駄
に
し
な
い
生
活
を
心
が
け
る
こ
と
。
小
さ
な
こ
と
で
も
続
け

る
こ
と
で
、
未
来
は
確
実
に
変
わ
っ
て
い
く
。
私
は
地
球
が
「
か
け
が
え
の
な

い
生
命
を
育
む
場
」
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
た
く
な
い
。
そ
し
て
そ
の
大
切
さ
を

同
じ
地
球
に
生
き
る
仲
間
と
共
有
し
て
い
き
た
い
。 

多
摩
川
の
水
の
き
ら
め
き
や
、
東
京
湾
に
吹
く
風
を
感
じ
る
と
き
、
私
は
こ

の
環
境
を
未
来
に
残
し
た
い
と
強
く
思
う
。
地
球
の
危
機
を
伝
え
る
ニ
ュ
ー
ス

に
心
を
痛
め
る
だ
け
で
な
く
、
今
こ
の
場
所
で
で
き
る
行
動
を
選
び
取
る
こ

と
。
そ
れ
が
、
私
達
中
学
生
の
責
任
で
あ
り
、
未
来
へ
の
約
束
だ
と
信
じ
て
い

る
。 
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史
上
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、
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水
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で
は

な
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や
猛
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が
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、
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達
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に
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え
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る
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地
球
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と
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う
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葉
を
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に
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度
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そ
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の
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で
は
な
く
、
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に
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に
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現
実
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、
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と
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た
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然

の
循
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で
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る
。
こ
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で
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、
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上
で
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だ
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し
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が
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多
摩
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は
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で
は
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ほ
ど
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が
改
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し
つ
つ
あ
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こ
の
変
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は
、
地
域
の
人
々
が
少
し
ず
つ
行
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を
積
み
重
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た
結
果
で
あ
り
、
地
球
全
体
の
未
来
に
つ
な
が
る
大
切
な
努
力

だ
と
思
う
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一
方
で
、
東
京
湾
で
は
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ス
チ
ッ
ク
ご
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に
よ
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汚
染
が
深
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。
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外
の
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で
は
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す
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。
便
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問
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問
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ボ
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。
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仲
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や
、
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湾
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ニ
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私
が
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
る
理
由 
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私
の
祖
父
母
は
沖
縄
県
に
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
毎
年
、
夏
休
み
に
は
遊
び
に

行
く
の
が
恒
例
で
す
。
で
す
が
、
今
年
は
な
ん
だ
か
様
子
が
違
っ
て
い
ま
し

た
。
い
つ
も
見
に
行
っ
て
い
る
あ
の
美
し
い
珊
瑚
礁
が
、
ど
こ
に
も
見
当
た
ら

な
か
っ
た
の
で
す
。
祖
父
母
に
聞
い
て
み
る
と
、
地
球
温
暖
化
に
よ
る
海
水
温

の
上
昇
が
原
因
で
、
珊
瑚
が
死
ん
で
し
ま
っ
た
そ
う
で
す
。
言
わ
れ
て
み
れ

ば
、
こ
こ
数
年
で
少
し
ず
つ
減
っ
て
き
て
い
た
よ
う
に
も
思
え
て
、
何
と
も
言

え
な
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。 

 

今
、
世
界
全
体
で
地
球
温
暖
化
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
根
本
は
排
出

さ
れ
た
温
室
効
果
ガ
ス
が
地
球
を
覆
い
、
熱
を
閉
じ
込
め
る
こ
と
で
進
行
し
て

い
ま
す
。
製
造
や
食
料
生
産
、
電
力
の
使
用
な
ど
が
主
な
原
因
で
す
。
さ
ら

に
、
森
林
伐
採
に
よ
りC

O
2

の
吸
収
能
力
も
低
下
し
、
状
況
は
悪
化
し
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
中
、
環
境
省
は
「
政
府
実
行
計
画
」
と
し
て
、
省
エ
ネ
対
策
の

強
化
と
太
陽
光
発
電
を
は
じ
め
と
す
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
を
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
進
め
て
い
く
方
針
を
発
表
し
ま
し
た
。
特
に
軽
量
で
取
り
付
け

や
す
い
ペ
ロ
ブ
ス
カ
イ
ト
太
陽
電
池
を
活
用
し
、
設
置
が
難
し
か
っ
た
建
物
の

屋
根
や
壁
面
へ
の
導
入
も
進
め
る
と
し
て
い
ま
す
。 

 

私
は
沖
縄
で
の
体
験
や
実
際
に
調
べ
て
、
地
球
温
暖
化
が
た
だ
ニ
ュ
ー
ス
や

教
科
書
の
中
の
話
で
は
な
く
、
実
際
に
身
近
に
起
き
て
い
る
現
実
だ
と
い
う
こ

と
を
強
く
実
感
し
ま
し
た
。
毎
年
、
透
き
通
る
よ
う
な
海
に
広
が
っ
て
い
た
カ

ラ
フ
ル
な
珊
瑚
礁
が
見
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
思
っ
た
あ
の
寂
し
さ
は
、

ず
っ
と
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。
珊
瑚
は
海
の
生
き
物
た
ち
の
住
処
で
あ
り
、
そ

れ
が
失
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
こ
で
暮
ら
す
魚
な
ど
の
他
の
生
物
た
ち
の 

命
も
失
わ
れ
て
い
く
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
そ
れ
が
た
だ
の
自
然
現
象
に
よ

る
破
壊
で
は
な
く
、
人
間
の
生
活
の
影
響
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
知
っ
た
時
、

自
分
も
加
害
者
の
一
人
だ
っ
た
ん
だ
と
い
う
思
い
が
湧
い
て
き
ま
し
た
。 

 

最
初
は
正
直
、
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
、
だ

か
ら
こ
そ
何
も
し
な
い
の
で
は
な
く
、
で
き
る
こ
と
か
ら
少
し
ず
つ
や
っ
て
み

る
し
か
な
い
と
思
い
、
た
と
え
ば
学
校
で
環
境
に
つ
い
て
話
し
合
え
る
時
間
を

大
切
に
し
た
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
た
り
す
る
な
ど
簡
単
に
で
き
る
こ

と
か
ら
や
っ
て
い
け
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。
自
分
一
人
で
は
限
界
が
あ
っ

て
も
、
同
じ
気
持
ち
の
仲
間
が
い
れ
ば
き
っ
と
何
か
を
変
え
ら
れ
る
と
、
私
は

信
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
将
来
的
に
は
環
境
に
や
さ
し
い
技
術
を
発
明
し
た
り
、

そ
れ
ら
を
活
か
し
た
り
で
き
る
よ
う
な
仕
事
に
も
関
わ
り
を
も
ち
た
い
で
す
。

今
は
ま
だ
小
さ
な
一
歩
で
す
が
、
そ
れ
で
も
前
に
進
も
う
と
す
る
気
持
ち
だ
け

は
、
絶
対
に
忘
れ
た
く
は
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

私
に
と
っ
て
地
球
温
暖
化
は
、
も
は
や
「
問
題
」
で
は
な
く
、「
課
題
」
に

な
り
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
そ
れ
を
ど
う
や
っ
て
乗
り
越
え
て
い
く
か
、
私
た
ち

一
人
ひ
と
り
が
考
え
、
実
行
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
テ
ー
マ
で
す
。
祖

父
母
の
暮
ら
す
沖
縄
の
海
が
、
ま
た
以
前
の
よ
う
に
美
し
い
姿
を
取
り
戻
せ
る

日
が
来
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
私
に
出
来
る
こ
と
を
探
し
、
行
動
し
続
け
て
い

こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。 
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僕
は
海
で
泳
ぐ
事
が
大
好
き
で
す
。
僕
が
小
さ
い
頃
か
ら
よ
く
「
大
森
ふ
る

さ
と
の
浜
辺
公
園
」
に
泳
ぎ
に
行
き
ま
し
た
。
透
き
通
っ
た
海
で
、
釣
り
場
に

は
小
魚
が
た
く
さ
ん
い
る
程
き
れ
い
で
し
た
。
潮
干
狩
も
春
に
楽
し
む
事
が
で

き
ま
す
。
な
の
で
、
様
々
な
人
が
た
く
さ
ん
い
て
賑
や
か
だ
っ
た
こ
と
を
今
で

も
覚
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
今
地
球
は
大
き
な
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
そ

れ
は
、
世
界
中
で
二
酸
化
炭
素
が
増
加
し
て
温
暖
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
で

す
。
Ａ
Ｉ
の
計
算
に
よ
る
と
今
世
紀
末
ま
で
に
海
面
が
一
メ
ー
ト
ル
上
昇
す
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
一
メ
ー
ト
ル
上
昇
す
る
と
日
本
の
砂
浜
の
九
割
以
上
が

失
わ
れ
飲
料
水
の
確
保
が
よ
り
困
難
に
な
る
な
ど
の
影
響
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
魚
が
減
少
し
食
物
連
鎖
に
よ
っ
て
生
態
系
に
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え

ま
す
。
浜
辺
公
園
も
潮
干
狩
り
や
釣
り
が
で
き
な
く
な
る
と
寂
し
く
な
る
と
思

い
ま
し
た
。
二
酸
化
炭
素
の
排
出
を
抑
え
る
事
が
最
優
先
事
項
だ
と
思
い
ま
し

た
。 

 

家
の
ゴ
ミ
の
分
別
に
取
り
組
ん
で
み
ま
し
た
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ
プ

を
と
っ
て
ビ
ニ
ー
ル
を
外
す
の
は
地
味
に
難
し
く
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
特
別
な

ボ
ッ
ク
ス
に
捨
て
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
こ
の
手
間
を
考
え
る
と
国
民
全
員
が

リ
サ
イ
ク
ル
を
行
う
こ
と
は
と
て
も
大
変
だ
と
思
い
ま
し
た
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

以
外
に
も
、
モ
バ
イ
ル
バ
ッ
テ
リ
ー
や
ガ
ス
ボ
ン
ベ
も
あ
り
ま
す
。
砂
浜
に
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
ビ
ン
な
ど
の
ゴ
ミ
が
た
く
さ
ん
落
ち
て
い
る
理
由
が
な
ん
と

な
く
分
か
り
ま
し
た
。
海
以
外
に
も
森
や
山
に
ゴ
ミ
が
捨
て
ら
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
ゴ
ミ
の
分
別
以
外
に
も
他
の
人
が
落
と
し
た
ゴ
ミ
を
拾
っ
て
捨
て
る

こ
と
も
大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。
夏
休
み
の
時
間
を
使
っ
て
ゴ
ミ
拾
い
を
し
て

み
ま
し
た
。
す
る
と
、
リ
サ
イ
ク
ル
が
大
変
な
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
も
あ
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
ゴ
ミ
拾
い
を
し
て
い
た
時
に
二
十
代
の
男
性
が
た
ば
こ
の
吸
い

殻
を
道
路
に
捨
て
て
い
て
僕
は
悲
し
い
思
い
を
感
じ
た
と
同
時
に
、
い
つ
も
ゴ

ミ
を
拾
っ
て
地
球
の
環
境
を
守
っ
て
く
れ
て
い
る
清
掃
員
さ
ん
の
努
力
の
凄
さ

を
感
じ
ま
し
た
。 

 

次
に
、
僕
は
水
と
電
気
を
大
切
に
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
し
た
。
手
を
石
鹸

で
洗
っ
て
い
る
時
も
水
を
止
め
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
ほ
か
に
も
、
使
っ
て
い

な
い
部
屋
の
電
気
を
消
し
た
り
エ
ア
コ
ン
な
ど
の
必
要
最
低
限
の
電
気
機
器
し

か
使
わ
な
い
よ
う
に
し
た
り
し
ま
し
た
。
実
際
に
、
節
水
・
節
電
を
し
て
も
困

る
事
は
無
か
っ
た
で
す
。
も
っ
と
早
く
エ
コ
に
つ
い
て
考
え
て
お
け
ば
良
か
っ

た
と
後
悔
し
ま
し
た
。
両
親
に
も
エ
コ
に
つ
い
て
説
明
し
て
家
族
全
体
で
環
境

に
優
し
い
生
活
を
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
二
学
期
に
後
期
の
委
員
決
め

が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
僕
は
美
化
委
員
会
に
入
り
た
い
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
エ

コ
の
話
を
家
族
だ
け
で
な
く
学
校
全
体
に
広
め
た
い
か
ら
で
す
。
そ
し
て
学
校

か
ら
国
、
世
界
へ
と
環
境
に
優
し
い
生
活
を
広
め
た
い
で
す
。 

 

こ
れ
か
ら
も
節
水
・
節
電
・
リ
サ
イ
ク
ル
を
続
け
て
一
生
海
で
遊
べ
る
よ
う

に
し
て
い
き
た
い
で
す
。 
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。
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。
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と
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の
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以
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が
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飲
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水
の
確
保
が
よ
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困
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に
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る
な
ど
の
影
響
が
予
想
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れ
ま
す
。

ま
た
、
魚
が
減
少
し
食
物
連
鎖
に
よ
っ
て
生
態
系
に
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え

ま
す
。
浜
辺
公
園
も
潮
干
狩
り
や
釣
り
が
で
き
な
く
な
る
と
寂
し
く
な
る
と
思

い
ま
し
た
。
二
酸
化
炭
素
の
排
出
を
抑
え
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。
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ボ
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プ
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な

ボ
ッ
ク
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に
捨
て
な
い
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。
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国
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全
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が

リ
サ
イ
ク
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と
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。
ペ
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ト
ボ
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ボ
ン
ベ
も
あ
り
ま
す
。
砂
浜
に
、

ペ
ッ
ト
ボ
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落
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な
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分
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落
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ボ
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感
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ミ
を
拾
っ
て
地
球
の
環
境
を
守
っ
て
く
れ
て
い
る
清
掃
員
さ
ん
の
努
力
の
凄
さ

を
感
じ
ま
し
た
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次
に
、
僕
は
水
と
電
気
を
大
切
に
し
て
い
こ
う
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思
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ま
し
た
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っ
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も
水
を
止
め
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
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か
に
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い

な
い
部
屋
の
電
気
を
消
し
た
り
エ
ア
コ
ン
な
ど
の
必
要
最
低
限
の
電
気
機
器
し

か
使
わ
な
い
よ
う
に
し
た
り
し
ま
し
た
。
実
際
に
、
節
水
・
節
電
を
し
て
も
困

る
事
は
無
か
っ
た
で
す
。
も
っ
と
早
く
エ
コ
に
つ
い
て
考
え
て
お
け
ば
良
か
っ

た
と
後
悔
し
ま
し
た
。
両
親
に
も
エ
コ
に
つ
い
て
説
明
し
て
家
族
全
体
で
環
境

に
優
し
い
生
活
を
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
二
学
期
に
後
期
の
委
員
決
め

が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
僕
は
美
化
委
員
会
に
入
り
た
い
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
エ

コ
の
話
を
家
族
だ
け
で
な
く
学
校
全
体
に
広
め
た
い
か
ら
で
す
。
そ
し
て
学
校

か
ら
国
、
世
界
へ
と
環
境
に
優
し
い
生
活
を
広
め
た
い
で
す
。 

 

こ
れ
か
ら
も
節
水
・
節
電
・
リ
サ
イ
ク
ル
を
続
け
て
一
生
海
で
遊
べ
る
よ
う

に
し
て
い
き
た
い
で
す
。 
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洗
足
流
れ
と
生
物
多
様
性 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

伊
東 

穂
香 

 

私
の
家
の
近
く
に
は
洗
足
流
れ
と
い
う
小
さ
な
川
が
流
れ
て
い
ま
す
。
で
す

が
、
こ
の
川
は
今
、
「
地
球
温
暖
化
に
よ
る
生
物
多
様
性
へ
の
影
響
」
と
い
う

問
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。 

 

ま
ず
、
地
球
温
暖
化
の
影
響
に
つ
い
て
で
す
。
気
温
が
上
が
る
と
水
温
も
上

が
り
ま
す
。
人
に
と
っ
て
は
些
細
な
問
題
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
生
き
物
た
ち

に
と
っ
て
は
大
き
く
環
境
が
変
わ
っ
て
し
ま
い
、
生
き
づ
ら
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
ま
た
、
豪
雨
や
少
雨
な
ど
の
異
常
気
象
で
水
量
が
不
安
定
に
な
り
ま

す
。
洗
足
流
れ
の
よ
う
な
幅
の
狭
い
川
は
、
異
常
気
象
に
よ
る
影
響
が
大
き
い

の
で
す
。 

 

次
に
、
生
物
多
様
性
の
減
少
に
つ
い
て
で
す
。
洗
足
流
れ
に
は
、
ザ
リ
ガ
ニ

や
ツ
チ
ガ
エ
ル
、
ア
ジ
サ
イ
、
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
な
ど
、
様
々
な
生
物
が
共
存
し

て
い
ま
す
。
で
す
が
、
最
近
で
は
ザ
リ
ガ
ニ
や
ツ
チ
ガ
エ
ル
な
ど
の
動
物
を
見

な
く
な
り
ま
し
た
。
考
え
ら
れ
る
理
由
は
二
つ
で
す
。 

一
つ
目
は
、
豪
雨
に
よ
っ
て
流
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
可
能
性
で
す
。
幅
の
狭

い
川
に
雨
が
降
り
注
い
で
、
流
れ
が
強
く
な
っ
た
こ
と
で
、
生
物
が
呑
川
ま
で

流
れ
て
い
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
二
つ
目
は
、
地
球
温
暖
化

に
よ
っ
て
水
温
が
高
く
な
り
す
ぎ
た
可
能
性
で
す
。
水
温
が
高
く
な
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
冷
た
い
水
を
好
む
生
物
に
と
っ
て
住
み
に
く
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
調
べ
て
み
る
と
、
特
に
ツ
チ
ガ
エ
ル
の
卵
や
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
は
温
度
の

変
化
に
弱
い
た
め
、
い
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
可
能
性
が
高
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
本
当
の
理
由
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
二
つ
が
関
係
し
て
い
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 

私
は
、
こ
の
ま
ま
地
球
温
暖
化
が
進
ん
で
し
ま
う
と
、
身
近
に
あ
る
小
さ
な

自
然
を
失
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
と
考
え
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
大
切
な
こ
と

は
小
さ
な
自
然
だ
か
ら
こ
そ
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
な
ぜ
な

ら
、
小
さ
な
自
然
も
守
れ
な
い
な
ら
、
こ
れ
か
ら
直
面
す
る
大
き
な
自
然
の
問

題
に
も
立
ち
向
か
え
な
い
と
考
え
た
か
ら
で
す
。 

 

で
は
、
ど
う
す
れ
ば
ま
た
豊
か
な
自
然
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
し

ょ
う
か
。
そ
れ
は
、
私
達
一
人
一
人
が
地
球
温
暖
化
へ
の
関
心
を
高
め
る
と
共

に
、
小
さ
な
こ
と
か
ら
地
球
温
暖
化
対
策
を
す
る
こ
と
で
す
。
電
気
を
無
駄
遣

い
し
な
い
よ
う
に
し
た
り
、
ゴ
ミ
を
減
ら
し
た
り
な
ど
他
に
も
も
っ
と
で
き
る

こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
小
さ
な
こ
と
を
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
で
、
救

え
る
命
が
一
つ
で
も
あ
る
と
良
い
と
思
い
ま
す
。 
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未
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か
ら
始
ま
る
、
大
田
区
の
新
し
い
物
語 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

大
島 

玄
吾 

 

大
田
区
は
東
京
湾
に
面
し
、
羽
田
空
港
や
工
業
地
帯
が
あ
る
一
方
で
、
多
摩

川
や
洗
足
池
な
ど
、
自
然
も
豊
か
だ
。
そ
の
た
め
、
多
様
性
に
満
ち
た
ま
ち
だ

と
感
じ
て
い
る
。
こ
の
ま
ち
で
暮
ら
す
中
で
、
私
は
「
空
気
」「
水
」「
緑
」
に

関
す
る
環
境
問
題
に
強
い
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。 

 

ま
ず
は
空
気
の
問
題
に
関
し
て
だ
。
大
田
区
で
は
、
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
注
意

報
が
出
る
こ
と
が
あ
る
。
私
は
実
際
に
、
図
書
館
の
入
り
口
に
注
意
報
発
令
中

と
書
か
れ
た
札
が
出
て
い
る
の
を
見
た
。
主
な
原
因
は
、
車
や
工
場
か
ら
出
る

窒
素
酸
化
物
や
揮
発
性
有
機
化
合
物
で
、
湾
岸
の
工
業
地
帯
や
羽
田
空
港
、
首

都
高
速
な
ど
が
大
き
な
排
出
源
と
な
っ
て
い
る
。
晴
れ
て
風
の
弱
い
日
に
は
、

こ
う
し
た
物
質
が
空
に
た
ま
り
や
す
く
、
健
康
へ
の
悪
影
響
も
心
配
で
あ
る
。 

 

次
に
水
の
問
題
だ
。
昔
は
呑
川
の
汚
れ
が
ひ
ど
か
っ
た
と
聞
く
が
、
今
は
少

し
ず
つ
改
善
さ
れ
、
環
境
基
準
を
満
た
す
川
も
増
加
し
て
い
る
。
そ
れ
で
も
、

洗
足
池
や
歩
道
に
レ
ジ
袋
や
ゴ
ミ
が
残
っ
て
い
る
こ
と
が
今
で
も
よ
く
あ
る
。

こ
う
し
た
ゴ
ミ
が
川
に
流
れ
込
み
、
最
終
的
に
東
京
湾
の
環
境
に
も
影
響
を
与

え
る
。
一
人
ひ
と
り
の
行
動
が
海
の
未
来
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
を
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
。 

 

ま
た
、
緑
の
減
少
も
深
刻
な
問
題
だ
。
住
宅
地
や
商
業
施
設
の
開
発
が
進
む

中
で
、
公
園
や
空
き
地
が
減
り
、
街
路
樹
が
切
ら
れ
た
場
所
も
あ
る
。
日
陰
が

少
な
く
な
り
、
暑
さ
を
感
じ
や
す
く
な
っ
た
。
緑
の
減
少
は
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン

ド
現
象
や
生
き
物
の
す
み
か
の
消
失
な
ど
、
都
市
全
体
に
悪
影
響
を
与
え
て
い

る
。 

 

こ
う
し
た
問
題
に
対
し
、
私
は
「
お
お
た
エ
コ
未
来
会
議
」
と
い
う
取
り
組

み
を
提
案
し
た
い
。
こ
れ
は
、
大
人
だ
け
で
な
く
子
供
も
参
加
で
き
る
会
議
で

家
庭
や
学
校
、
地
域
で
の
環
境
へ
の
取
り
組
み
を
発
表
し
合
い
、
意
見
を
交
換

す
る
場
で
あ
る
。
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
の
対
策
、
緑
化
活
動
な
ど
、
大
田
区
に
取

り
組
ん
で
ほ
し
い
こ
と
を
テ
ー
マ
に
し
、
会
議
で
ま
と
め
た
意
見
を
「
環
境
提

言
」
と
し
て
区
に
提
出
し
、
政
策
に
反
映
し
て
も
ら
う
。 

 

私
自
身
が
今
後
取
り
組
み
た
い
こ
と
は
、
家
庭
で
出
た
使
用
済
み
油
を
ボ
ト

ル
に
入
れ
、
ス
ー
パ
ー
の
回
収
ボ
ッ
ク
ス
に
持
っ
て
い
く
こ
と
だ
。
日
本
航
空

が
行
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
に
協
力
し
た
い
。
こ
の
方
法
を
地
域
で
も
広
め

た
い
。
学
校
や
多
く
の
店
で
、
使
い
終
わ
っ
た
油
を
回
収
で
き
る
仕
組
み
が
整

え
ば
良
い
。
こ
う
し
た
行
動
が
、
循
環
型
社
会
に
つ
な
が
る
と
信
じ
て
い
る
。 

 

さ
ら
に
、
緑
を
増
や
す
た
め
に
、
学
校
や
地
域
に
花
壇
や
植
樹
ス
ペ
ー
ス
を

設
け
、
当
番
が
交
代
で
植
物
の
世
話
を
す
る
こ
と
も
良
い
。
育
て
た
植
物
を
文

化
祭
で
紹
介
し
、
地
域
の
人
に
見
て
も
ら
え
ば
、
自
然
と
地
域
住
民
同
士
の
つ

な
が
り
が
広
が
る
。 

 

環
境
問
題
は
私
達
の
暮
ら
し
と
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。
未
来
を
生
き
る
私
達

が
課
題
に
向
き
合
い
、
行
動
す
る
責
任
が
あ
る
。
大
田
区
が
若
い
世
代
の
声
も

受
け
止
め
、
環
境
と
共
に
生
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
を
願
う
。

小
さ
な
提
案
で
も
仲
間
と
一
緒
に
行
動
す
れ
ば
、
ま
ち
を
動
か
す
原
動
力
と
な

る
。
私
は
こ
れ
か
ら
も
学
び
、
考
え
、
行
動
し
、
大
田
区
と
地
球
の
未
来
に
貢

献
し
た
い
。 
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エ
コ
未
来
会
議
か
ら
始
ま
る
、
大
田
区
の
新
し
い
物
語 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

大
島 

玄
吾 

 

大
田
区
は
東
京
湾
に
面
し
、
羽
田
空
港
や
工
業
地
帯
が
あ
る
一
方
で
、
多
摩

川
や
洗
足
池
な
ど
、
自
然
も
豊
か
だ
。
そ
の
た
め
、
多
様
性
に
満
ち
た
ま
ち
だ

と
感
じ
て
い
る
。
こ
の
ま
ち
で
暮
ら
す
中
で
、
私
は
「
空
気
」「
水
」「
緑
」
に

関
す
る
環
境
問
題
に
強
い
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。 

 

ま
ず
は
空
気
の
問
題
に
関
し
て
だ
。
大
田
区
で
は
、
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
注
意

報
が
出
る
こ
と
が
あ
る
。
私
は
実
際
に
、
図
書
館
の
入
り
口
に
注
意
報
発
令
中

と
書
か
れ
た
札
が
出
て
い
る
の
を
見
た
。
主
な
原
因
は
、
車
や
工
場
か
ら
出
る

窒
素
酸
化
物
や
揮
発
性
有
機
化
合
物
で
、
湾
岸
の
工
業
地
帯
や
羽
田
空
港
、
首

都
高
速
な
ど
が
大
き
な
排
出
源
と
な
っ
て
い
る
。
晴
れ
て
風
の
弱
い
日
に
は
、

こ
う
し
た
物
質
が
空
に
た
ま
り
や
す
く
、
健
康
へ
の
悪
影
響
も
心
配
で
あ
る
。 

 

次
に
水
の
問
題
だ
。
昔
は
呑
川
の
汚
れ
が
ひ
ど
か
っ
た
と
聞
く
が
、
今
は
少

し
ず
つ
改
善
さ
れ
、
環
境
基
準
を
満
た
す
川
も
増
加
し
て
い
る
。
そ
れ
で
も
、

洗
足
池
や
歩
道
に
レ
ジ
袋
や
ゴ
ミ
が
残
っ
て
い
る
こ
と
が
今
で
も
よ
く
あ
る
。

こ
う
し
た
ゴ
ミ
が
川
に
流
れ
込
み
、
最
終
的
に
東
京
湾
の
環
境
に
も
影
響
を
与

え
る
。
一
人
ひ
と
り
の
行
動
が
海
の
未
来
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
を
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
。 

 

ま
た
、
緑
の
減
少
も
深
刻
な
問
題
だ
。
住
宅
地
や
商
業
施
設
の
開
発
が
進
む

中
で
、
公
園
や
空
き
地
が
減
り
、
街
路
樹
が
切
ら
れ
た
場
所
も
あ
る
。
日
陰
が

少
な
く
な
り
、
暑
さ
を
感
じ
や
す
く
な
っ
た
。
緑
の
減
少
は
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン

ド
現
象
や
生
き
物
の
す
み
か
の
消
失
な
ど
、
都
市
全
体
に
悪
影
響
を
与
え
て
い

る
。 

 

こ
う
し
た
問
題
に
対
し
、
私
は
「
お
お
た
エ
コ
未
来
会
議
」
と
い
う
取
り
組

み
を
提
案
し
た
い
。
こ
れ
は
、
大
人
だ
け
で
な
く
子
供
も
参
加
で
き
る
会
議
で

家
庭
や
学
校
、
地
域
で
の
環
境
へ
の
取
り
組
み
を
発
表
し
合
い
、
意
見
を
交
換

す
る
場
で
あ
る
。
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
の
対
策
、
緑
化
活
動
な
ど
、
大
田
区
に
取

り
組
ん
で
ほ
し
い
こ
と
を
テ
ー
マ
に
し
、
会
議
で
ま
と
め
た
意
見
を
「
環
境
提

言
」
と
し
て
区
に
提
出
し
、
政
策
に
反
映
し
て
も
ら
う
。 

 

私
自
身
が
今
後
取
り
組
み
た
い
こ
と
は
、
家
庭
で
出
た
使
用
済
み
油
を
ボ
ト

ル
に
入
れ
、
ス
ー
パ
ー
の
回
収
ボ
ッ
ク
ス
に
持
っ
て
い
く
こ
と
だ
。
日
本
航
空

が
行
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
に
協
力
し
た
い
。
こ
の
方
法
を
地
域
で
も
広
め

た
い
。
学
校
や
多
く
の
店
で
、
使
い
終
わ
っ
た
油
を
回
収
で
き
る
仕
組
み
が
整

え
ば
良
い
。
こ
う
し
た
行
動
が
、
循
環
型
社
会
に
つ
な
が
る
と
信
じ
て
い
る
。 

 

さ
ら
に
、
緑
を
増
や
す
た
め
に
、
学
校
や
地
域
に
花
壇
や
植
樹
ス
ペ
ー
ス
を

設
け
、
当
番
が
交
代
で
植
物
の
世
話
を
す
る
こ
と
も
良
い
。
育
て
た
植
物
を
文

化
祭
で
紹
介
し
、
地
域
の
人
に
見
て
も
ら
え
ば
、
自
然
と
地
域
住
民
同
士
の
つ

な
が
り
が
広
が
る
。 

 

環
境
問
題
は
私
達
の
暮
ら
し
と
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。
未
来
を
生
き
る
私
達

が
課
題
に
向
き
合
い
、
行
動
す
る
責
任
が
あ
る
。
大
田
区
が
若
い
世
代
の
声
も

受
け
止
め
、
環
境
と
共
に
生
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
を
願
う
。

小
さ
な
提
案
で
も
仲
間
と
一
緒
に
行
動
す
れ
ば
、
ま
ち
を
動
か
す
原
動
力
と
な

る
。
私
は
こ
れ
か
ら
も
学
び
、
考
え
、
行
動
し
、
大
田
区
と
地
球
の
未
来
に
貢

献
し
た
い
。 
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人
感
セ
ン
サ
ー
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
節
約
と
星
夜
の
復
活 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

志
村 

と
わ 

 

近
年
、
都
会
の
夜
空
か
ら
星
の
輝
き
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
。
光
害
や
、
大
気

汚
染
で
夜
空
が
遮
ら
れ
る
か
ら
だ
。
光
害
に
関
し
て
は
星
が
見
え
に
く
く
な
る

だ
け
で
な
く
、
動
植
物
へ
の
影
響
や
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
無
駄
な
ど
、
多
く
の
問

題
点
が
あ
る
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や
環
境
問
題
で
あ
ま
り
取
り
上
げ
ら
れ
な
い
人
工
的

な
問
題
で
あ
る
光
害
だ
が
、
早
く
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
の
一
つ
な

の
だ
。 

 

そ
こ
で
私
は
街
灯
に
人
感
セ
ン
サ
ー
を
設
置
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
。
ビ
ル

や
家
の
明
か
り
も
改
善
案
を
考
え
た
が
、
人
そ
れ
ぞ
れ
理
由
が
あ
る
だ
ろ
う
か

ら
対
策
が
難
し
い
。
し
か
し
、
今
回
の
提
案
な
ら
ば
、
個
人
に
直
接
関
係
し
な

い
た
め
実
現
す
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
た
。
こ
れ
が
提
案
を
し
た
所
以
だ
。 

 

こ
こ
か
ら
は
、
提
案
に
つ
い
て
詳
し
く
説
明
す
る
。
ま
ず
街
灯
に
つ
い
て
だ

が
、
今
回
ガ
ス
灯
は
省
こ
う
と
思
う
。
調
べ
て
み
て
大
田
区
に
ガ
ス
灯
が
な
さ

そ
う
だ
っ
た
こ
と
と
、
ガ
ス
灯
の
仕
組
み
的
に
、
人
感
セ
ン
サ
ー
は
使
え
な
い

と
考
え
た
か
ら
だ
。
ま
た
、
道
路
照
明
灯
は
交
通
安
全
上
必
要
だ
と
思
っ
た
た

め
、
こ
れ
も
省
く
こ
と
と
す
る
。
だ
か
ら
こ
の
提
案
は
、「
街
路
灯
」
と
「
防

犯
灯
」
が
主
に
な
る
。 

 

暗
く
な
っ
た
後
、
「
明
ら
か
に
人
が
通
っ
て
な
い
よ
な
ー
」
み
た
い
な
所
も

街
路
灯
の
電
気
が
つ
い
て
い
て
勿
体
な
い
と
い
う
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
、
人
通

り
の
少
な
そ
う
な
道
の
街
路
灯
に
は
つ
け
る
べ
き
だ
。
人
通
り
が
多
い
道
の
二

〇
時
～
二
三
時
く
ら
い
は
人
感
セ
ン
サ
ー
を
オ
フ
に
、
深
夜
か
ら
朝
方
ま
で
は

人
感
セ
ン
サ
ー
を
オ
ン
に
す
る
と
良
い
と
考
え
た
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
出
か

け
る
人
が
少
な
い
時
間
帯
を
人
感
セ
ン
サ
ー
に
よ
っ
て
無
駄
な
と
こ
ろ
の
電
気

を
消
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
節
約
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
だ
。 

 

こ
れ
ら
は
、
防
犯
灯
も
同
じ
条
件
で
す
る
と
良
い
と
思
う
。
防
犯
灯
は
犯
罪

の
抑
制
や
発
見
の
た
め
の
も
の
だ
か
ら
、
人
感
セ
ン
サ
ー
は
も
し
か
し
た
ら
利

用
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
人
感
セ
ン
サ
ー
付
き
の
街
灯
の
電
気
が
つ
い
て
い

た
ら
、
そ
れ
は
そ
こ
に
人
が
い
る
と
い
う
こ
と
。
そ
れ
に
気
づ
け
れ
ば
犯
罪
に

ま
き
こ
ま
れ
る
こ
と
も
減
る
の
で
は
な
い
か
。
実
際
に
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る

の
か
は
わ
か
ら
な
い
。
だ
が
、
問
題
は
そ
こ
で
は
な
い
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
節
約

し
な
が
ら
、
今
ま
で
通
り
犯
罪
の
抑
制
が
で
き
る
と
い
う
の
だ
か
ら
。 

 

こ
の
提
案
が
実
現
で
き
る
か
で
き
な
い
か
は
一
旦
置
い
て
お
い
て
、
こ
う
思

っ
て
い
る
人
が
い
る
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
い
て
ほ
し
い
。
加
え
て
、
こ
れ
を

お
店
の
看
板
な
ど
に
も
適
応
す
る
こ
と
で
、
よ
り
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
無
駄
を
減
ら

せ
る
と
思
う
。
そ
し
て
、
こ
こ
大
田
区
で
、
身
近
な
場
所
で
、
多
く
の
人
が
星

を
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
私
は
願
っ
て
い
る
。 
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人
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に
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エ
ネ
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ギ
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節
約
と
星
夜
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復
活 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

志
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と
わ 

 

近
年
、
都
会
の
夜
空
か
ら
星
の
輝
き
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
。
光
害
や
、
大
気

汚
染
で
夜
空
が
遮
ら
れ
る
か
ら
だ
。
光
害
に
関
し
て
は
星
が
見
え
に
く
く
な
る

だ
け
で
な
く
、
動
植
物
へ
の
影
響
や
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
無
駄
な
ど
、
多
く
の
問

題
点
が
あ
る
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や
環
境
問
題
で
あ
ま
り
取
り
上
げ
ら
れ
な
い
人
工
的

な
問
題
で
あ
る
光
害
だ
が
、
早
く
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
の
一
つ
な

の
だ
。 

 

そ
こ
で
私
は
街
灯
に
人
感
セ
ン
サ
ー
を
設
置
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
。
ビ
ル

や
家
の
明
か
り
も
改
善
案
を
考
え
た
が
、
人
そ
れ
ぞ
れ
理
由
が
あ
る
だ
ろ
う
か

ら
対
策
が
難
し
い
。
し
か
し
、
今
回
の
提
案
な
ら
ば
、
個
人
に
直
接
関
係
し
な

い
た
め
実
現
す
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
た
。
こ
れ
が
提
案
を
し
た
所
以
だ
。 

 

こ
こ
か
ら
は
、
提
案
に
つ
い
て
詳
し
く
説
明
す
る
。
ま
ず
街
灯
に
つ
い
て
だ

が
、
今
回
ガ
ス
灯
は
省
こ
う
と
思
う
。
調
べ
て
み
て
大
田
区
に
ガ
ス
灯
が
な
さ

そ
う
だ
っ
た
こ
と
と
、
ガ
ス
灯
の
仕
組
み
的
に
、
人
感
セ
ン
サ
ー
は
使
え
な
い

と
考
え
た
か
ら
だ
。
ま
た
、
道
路
照
明
灯
は
交
通
安
全
上
必
要
だ
と
思
っ
た
た

め
、
こ
れ
も
省
く
こ
と
と
す
る
。
だ
か
ら
こ
の
提
案
は
、「
街
路
灯
」
と
「
防

犯
灯
」
が
主
に
な
る
。 

 

暗
く
な
っ
た
後
、
「
明
ら
か
に
人
が
通
っ
て
な
い
よ
な
ー
」
み
た
い
な
所
も

街
路
灯
の
電
気
が
つ
い
て
い
て
勿
体
な
い
と
い
う
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
、
人
通

り
の
少
な
そ
う
な
道
の
街
路
灯
に
は
つ
け
る
べ
き
だ
。
人
通
り
が
多
い
道
の
二

〇
時
～
二
三
時
く
ら
い
は
人
感
セ
ン
サ
ー
を
オ
フ
に
、
深
夜
か
ら
朝
方
ま
で
は

人
感
セ
ン
サ
ー
を
オ
ン
に
す
る
と
良
い
と
考
え
た
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
出
か

け
る
人
が
少
な
い
時
間
帯
を
人
感
セ
ン
サ
ー
に
よ
っ
て
無
駄
な
と
こ
ろ
の
電
気

を
消
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
節
約
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
だ
。 

 

こ
れ
ら
は
、
防
犯
灯
も
同
じ
条
件
で
す
る
と
良
い
と
思
う
。
防
犯
灯
は
犯
罪

の
抑
制
や
発
見
の
た
め
の
も
の
だ
か
ら
、
人
感
セ
ン
サ
ー
は
も
し
か
し
た
ら
利

用
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
人
感
セ
ン
サ
ー
付
き
の
街
灯
の
電
気
が
つ
い
て
い

た
ら
、
そ
れ
は
そ
こ
に
人
が
い
る
と
い
う
こ
と
。
そ
れ
に
気
づ
け
れ
ば
犯
罪
に

ま
き
こ
ま
れ
る
こ
と
も
減
る
の
で
は
な
い
か
。
実
際
に
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る

の
か
は
わ
か
ら
な
い
。
だ
が
、
問
題
は
そ
こ
で
は
な
い
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
節
約

し
な
が
ら
、
今
ま
で
通
り
犯
罪
の
抑
制
が
で
き
る
と
い
う
の
だ
か
ら
。 

 

こ
の
提
案
が
実
現
で
き
る
か
で
き
な
い
か
は
一
旦
置
い
て
お
い
て
、
こ
う
思

っ
て
い
る
人
が
い
る
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
い
て
ほ
し
い
。
加
え
て
、
こ
れ
を

お
店
の
看
板
な
ど
に
も
適
応
す
る
こ
と
で
、
よ
り
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
無
駄
を
減
ら

せ
る
と
思
う
。
そ
し
て
、
こ
こ
大
田
区
で
、
身
近
な
場
所
で
、
多
く
の
人
が
星

を
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
私
は
願
っ
て
い
る
。 
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貝
殻
が
教
え
て
く
れ
た
大
気
汚
染
の
こ
と 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

吉
田 

好
那 

 

今
回
、
私
は
大
気
汚
染
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
に
し
た
。
理
由
は
、
今
年
の

夏
に
大
田
区
と
姉
妹
都
市
を
結
ん
で
い
る
街
を
訪
れ
、
そ
こ
で
大
気
汚
染
対
策

と
し
て
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
か
教
え
て
も
ら
っ
た
か
ら

だ
。
た
と
え
ば
、
車
の
使
用
を
減
ら
し
て
公
共
交
通
機
関
を
利
用
す
る
よ
う
呼

び
か
け
た
り
、
あ
る
大
学
で
は
、
学
生
専
用
の
無
料
レ
ン
タ
ル
自
転
車
の
サ
ー

ビ
ス
を
実
施
し
て
い
た
り
す
る
。 

 

こ
う
し
た
活
動
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
、「
貝
殻
」
だ
っ
た
と
い
う
。
な
ぜ

「
貝
殻
」
が
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
か
。
そ
の
人
は
こ
う
話
し
て
く
れ
た
。

「
貝
殻
は
、
海
の
中
に
あ
る
『
酸
』
に
よ
っ
て
色
が
抜
け
て
し
ま
う
。
こ
れ
は

サ
ン
ゴ
に
も
同
じ
こ
と
が
言
え
る
。
海
の
酸
は
、
酸
性
雨
が
多
く
な
り
、
そ
の

水
が
海
に
流
れ
込
む
こ
と
で
強
く
な
る
ん
だ
。
」
そ
の
結
果
、
サ
ン
ゴ
や
貝
殻

が
白
く
変
色
し
、
色
と
り
ど
り
で
美
し
か
っ
た
海
が
ど
ん
ど
ん
白
く
な
っ
て
し

ま
う
。
そ
れ
は
海
の
中
の
生
き
物
た
ち
の
環
境
を
悪
く
す
る
だ
け
で
な
く
、
私

た
ち
人
間
が
見
る
海
の
景
色
ま
で
も
変
え
て
し
ま
う
の
だ
。 

 

こ
れ
以
上
悪
化
さ
せ
な
い
た
め
に
は
、
先
ほ
ど
紹
介
し
た
二
つ
の
対
策
以
外

に
、
ど
ん
な
方
法
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
は
、
今
の
状
況
を
整
理
し
て
み

た
い
。
海
の
中
の
酸
を
増
や
す
原
因
と
な
る
酸
性
雨
は
、
自
動
車
や
発
電
所
か

ら
排
出
さ
れ
る
窒
素
酸
化
物
、
火
力
発
電
所
や
工
場
か
ら
出
る
二
酸
化
硫
黄
に

よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
物
質
は
酸
性
雨
を
増
や
す
だ
け
で
な

く
、
人
間
の
健
康
に
も
悪
影
響
を
与
え
る
。
た
と
え
ば
、
ぜ
ん
そ
く
や
喉
の
痛

み
な
ど
の
症
状
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
が
あ
る
。 

 

で
は
、
こ
う
し
た
有
害
な
物
質
を
な
る
べ
く
排
出
し
な
い
よ
う
に
す
る
に

は
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
。
私
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
調
べ
て
み
た
。

調
べ
て
み
る
と
、
ま
ず
一
番
大
切
な
の
は
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
い
方
を
変
え
る

こ
と
」
だ
と
分
か
っ
た
。
た
と
え
ば
、
電
気
を
つ
く
る
た
め
に
火
力
発
電
で
は

な
く
、
太
陽
光
や
風
力
と
い
っ
た
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
え
ば
、
二
酸
化
硫
黄

な
ど
の
有
害
な
物
質
を
出
さ
ず
に
す
む
。
ま
た
、
日
常
生
活
の
中
で
も
、
無
駄

な
電
気
を
消
す
、
冷
房
の
温
度
を
一
度
高
く
設
定
す
る
、
省
エ
ネ
家
電
を
選
ぶ

な
ど
、
移
動
手
段
で
は
、
徒
歩
や
自
転
車
で
移
動
す
る
、
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
を
実

践
す
る
な
ど
、
そ
の
他
の
こ
と
で
は
、
植
林
活
動
に
参
加
す
る
、
地
産
地
消
を

心
が
け
る
、
環
境
に
配
慮
し
た
商
品
を
選
ぶ
な
ど
す
ぐ
に
で
き
る
こ
と
は
た
く

さ
ん
あ
る
。
こ
う
し
た
小
さ
な
工
夫
が
積
み
重
な
れ
ば
、
結
果
と
し
て
空
気
を

き
れ
い
に
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。 

 

今
回
、
大
気
汚
染
に
つ
い
て
考
え
、
調
べ
て
い
く
中
で
、
自
分
に
も
で
き
る

こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
気
づ
い
た
。
そ
し
て
、
美
し
い
海
の
景
色
を
守
る
た

め
に
、
自
分
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
て
行
動
し
て
い
き
た
い
。 
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取
り
戻
せ
！
日
本
の
多
摩
川 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

植
松 

拓
海 

 

小
学
生
の
時
、
多
摩
川
で
ガ
サ
ガ
サ
を
す
る
の
が
父
と
僕
の
楽
し
み
で
し

た
。
ガ
サ
ガ
サ
と
い
う
の
は
、
タ
モ
網
を
使
っ
て
水
辺
の
生
き
物
を
捕
ま
え
る

遊
び
で
す
。
そ
の
日
も
、
い
つ
も
の
よ
う
に
タ
モ
網
で
雑
草
の
根
元
を
探
っ
て

い
る
と
、
網
に
一
匹
の
小
さ
な
魚
が
入
り
ま
し
た
。
青
紫
色
の
体
に
黒
っ
ぽ
い

し
ま
模
様
の
あ
る
、
初
め
て
見
る
魚
で
し
た
。
生
き
物
に
詳
し
い
父
が
ブ
ル
ー

ギ
ル
だ
と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。 

 

ブ
ル
ー
ギ
ル
は
、
一
九
六
〇
年
頃
に
食
用
魚
と
し
て
日
本
に
持
ち
込
ま
れ
た

魚
だ
そ
う
で
す
。
今
で
は
、
生
態
系
や
農
林
水
産
業
に
被
害
を
及
ぼ
す
恐
れ
が

あ
る
、
特
定
外
来
生
物
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
僕
は
、
外
来
種
の
多
さ
か
ら

多
摩
川
が
「
タ
マ
ゾ
ン
川
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
こ
と
は
知
っ
て
い
ま
し
た
が
、

そ
れ
を
身
近
に
感
じ
た
の
は
、
こ
の
時
が
初
め
て
で
し
た
。
多
摩
川
は
な
ぜ
、

外
来
種
が
こ
れ
ほ
ど
多
く
生
息
す
る
川
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
か
と
い

う
疑
問
が
湧
い
て
き
ま
し
た
。 

 

多
摩
川
の
外
来
種
は
、
二
十
年
ほ
ど
前
か
ら
増
え
始
め
、
現
在
は
二
百
種
類

以
上
の
外
来
種
が
潜
ん
で
い
る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
な
っ
て
し
ま
っ

た
原
因
は
、
主
に
二
つ
あ
り
ま
す
。
原
因
の
一
つ
目
は
、
外
来
種
の
違
法
放

流
。
二
つ
目
は
、
水
温
上
昇
で
す
。 

原
因
の
一
つ
目
で
あ
る
違
法
放
流
は
、
ペ
ッ
ト
の
外
来
種
を
飼
い
続
け
ら
れ

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
人
達
が
安
易
な
気
持
ち
で
生
き
物
を
川
に
捨
て
た
こ
と

が
問
題
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
多
摩
川
に
二
百
種
類
以
上
も
の
外
来
種

が
住
み
着
い
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
違
法
放

流
だ
け
で
は
、
こ
ん
な
に
も
多
く
の
外
来
種
が
住
み
着
く
こ
と
は
難
し
か
っ
た

は
ず
で
す
。
も
う
一
つ
の
原
因
が
重
な
っ
た
こ
と
で
、
多
摩
川
は
「
タ
マ
ゾ
ン

川
」
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。 

原
因
の
二
つ
目
で
あ
る
水
温
上
昇
に
は
、
僕
達
が
家
か
ら
出
す
排
水
も
大
き

く
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
僕
達
は
、
毎
日
お
風
呂
に
入
り
、
大
量
の
お
湯
を
使
い

ま
す
。
そ
の
お
湯
を
温
か
い
ま
ま
流
し
て
し
ま
う
と
、
下
水
処
理
場
か
ら
放
流

さ
れ
る
排
水
の
温
度
も
高
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。
す
る
と
、
常
に
排
水
が

流
れ
込
む
多
摩
川
の
水
温
は
、
冬
で
も
下
が
り
に
く
く
な
り
ま
す
。
そ
の
結

果
、
高
い
水
温
を
好
み
、
本
来
日
本
の
川
で
は
越
冬
で
き
な
い
は
ず
の
外
来
種

が
繁
殖
し
、
低
い
水
温
を
好
む
日
本
固
有
の
生
物
が
住
み
に
く
い
川
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
の
で
す
。 

ガ
サ
ガ
サ
で
ブ
ル
ー
ギ
ル
を
捕
ま
え
た
あ
の
日
、
僕
は
多
摩
川
の
問
題
に
つ

い
て
、
何
も
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
お
風
呂
の
お
湯
も
、
何
も
考
え
ず
に
そ
の

ま
ま
流
し
て
い
ま
し
た
。
僕
に
は
、
ま
だ
ま
だ
知
ら
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
こ
の
作
文
を
通
し
て
、
知
ら
な
い
と
守
れ
な
い
も
の
が
あ
る
と
感
じ

ま
し
た
。
僕
が
、
お
風
呂
の
お
湯
を
冷
ま
し
て
か
ら
流
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
川

の
水
温
へ
の
影
響
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
一
人
で
も
、
す
ぐ
に
始
め
ら

れ
る
対
策
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
多
く
の
人
の
協
力
が
な
け
れ
ば
、
効
果
を

得
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
僕
は
、
自
分
が
で
き
る
対
策
を
実
践
し
な
が
ら
、

周
囲
の
人
に
こ
の
事
実
を
伝
え
て
い
き
た
い
で
す
。 
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摩
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と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
な
っ
て
し
ま
っ

た
原
因
は
、
主
に
二
つ
あ
り
ま
す
。
原
因
の
一
つ
目
は
、
外
来
種
の
違
法
放

流
。
二
つ
目
は
、
水
温
上
昇
で
す
。 

原
因
の
一
つ
目
で
あ
る
違
法
放
流
は
、
ペ
ッ
ト
の
外
来
種
を
飼
い
続
け
ら
れ

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
人
達
が
安
易
な
気
持
ち
で
生
き
物
を
川
に
捨
て
た
こ
と

が
問
題
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
多
摩
川
に
二
百
種
類
以
上
も
の
外
来
種

が
住
み
着
い
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
違
法
放

流
だ
け
で
は
、
こ
ん
な
に
も
多
く
の
外
来
種
が
住
み
着
く
こ
と
は
難
し
か
っ
た

は
ず
で
す
。
も
う
一
つ
の
原
因
が
重
な
っ
た
こ
と
で
、
多
摩
川
は
「
タ
マ
ゾ
ン

川
」
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。 

原
因
の
二
つ
目
で
あ
る
水
温
上
昇
に
は
、
僕
達
が
家
か
ら
出
す
排
水
も
大
き

く
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
僕
達
は
、
毎
日
お
風
呂
に
入
り
、
大
量
の
お
湯
を
使
い

ま
す
。
そ
の
お
湯
を
温
か
い
ま
ま
流
し
て
し
ま
う
と
、
下
水
処
理
場
か
ら
放
流

さ
れ
る
排
水
の
温
度
も
高
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。
す
る
と
、
常
に
排
水
が

流
れ
込
む
多
摩
川
の
水
温
は
、
冬
で
も
下
が
り
に
く
く
な
り
ま
す
。
そ
の
結

果
、
高
い
水
温
を
好
み
、
本
来
日
本
の
川
で
は
越
冬
で
き
な
い
は
ず
の
外
来
種

が
繁
殖
し
、
低
い
水
温
を
好
む
日
本
固
有
の
生
物
が
住
み
に
く
い
川
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
の
で
す
。 

ガ
サ
ガ
サ
で
ブ
ル
ー
ギ
ル
を
捕
ま
え
た
あ
の
日
、
僕
は
多
摩
川
の
問
題
に
つ

い
て
、
何
も
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
お
風
呂
の
お
湯
も
、
何
も
考
え
ず
に
そ
の

ま
ま
流
し
て
い
ま
し
た
。
僕
に
は
、
ま
だ
ま
だ
知
ら
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
こ
の
作
文
を
通
し
て
、
知
ら
な
い
と
守
れ
な
い
も
の
が
あ
る
と
感
じ

ま
し
た
。
僕
が
、
お
風
呂
の
お
湯
を
冷
ま
し
て
か
ら
流
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
川

の
水
温
へ
の
影
響
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
一
人
で
も
、
す
ぐ
に
始
め
ら

れ
る
対
策
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
多
く
の
人
の
協
力
が
な
け
れ
ば
、
効
果
を

得
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
僕
は
、
自
分
が
で
き
る
対
策
を
実
践
し
な
が
ら
、

周
囲
の
人
に
こ
の
事
実
を
伝
え
て
い
き
た
い
で
す
。 
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地
球
温
暖
化 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

沖 

優
衣
奈 

 

地
球
温
暖
化
と
い
う
言
葉
は
、
私
が
も
の
ご
こ
ろ
つ
く
前
か
ら
す
で
に
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
為
、
「
い
つ
知
っ
た
の
か
」
と
聞
か
れ
て
も
、
は
っ
き
り
と
は

思
い
出
せ
ま
せ
ん
。
け
れ
ど
、
両
親
は
「
子
供
の
頃
は
こ
こ
ま
で
暑
く
な
か
っ

た
」
と
言
う
し
、
こ
こ
最
近
の
夏
の
暑
さ
を
体
で
感
じ
る
た
び
に
、
「
こ
れ
は

明
ら
か
に
異
常
だ
し
、
も
し
か
す
る
と
地
球
温
暖
化
の
影
響
が
ど
ん
ど
ん
高
ま

っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
」
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 

毎
年
の
よ
う
に
「
今
年
の
夏
は
観
測
史
上
最
も
暑
い
」
と
ニ
ュ
ー
ス
で
聞
き

ま
す
。
ク
ー
ラ
ー
を
一
日
中
つ
け
て
過
ご
す
の
も
当
た
り
前
と
な
り
、
積
極
的

に
外
出
を
控
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
酷
暑
や
豪
雨
と
い
っ
た
異
常
気
象
が

普
通
に
な
っ
て
し
ま
う
と
、
外
に
出
よ
う
と
す
る
こ
と
が
異
常
に
な
っ
て
し
ま

う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
が
、
私
が
地
球
温
暖
化
に
感
じ
た
こ
わ
さ
で
す
。 

そ
ん
な
中
で
も
自
分
に
で
き
る
こ
と
が
な
い
か
考
え
ま
し
た
。
今
家
で
は
エ

コ
バ
ッ
グ
を
使
っ
て
い
ま
す
。
レ
ジ
袋
を
も
ら
わ
な
い
だ
け
で
も
、
ゴ
ミ
が
減

る
し
、
少
し
だ
け
環
境
に
優
し
い
気
が
し
ま
す
。
ま
た
、
外
箱
の
な
い
再
生
紙

の
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
、
で
き
る
だ
け
資
源
を
大
切
に
し
て
い
る
商
品
を
選
ぶ
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
使
う
も
の
や
買
う
も
の
を
意
識
し
て
み
る
の

は
自
分
に
で
き
る
地
球
に
や
さ
し
い
行
動
か
な
と
思
い
ま
し
た
。 

 

正
直
に
言
う
と
、
学
校
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て
習
っ
た
の
に
、
問
題
は
理
解

し
て
も
、
解
決
策
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
覚
え
て
い
な
い
で
す
。
で
も
、
あ
ら
た

め
て
「
自
分
に
で
き
る
こ
と
っ
て
何
だ
ろ
う
。
」
と
考
え
て
み
る
と
、
難
し
い

こ
と
を
い
き
な
り
や
る
の
で
は
な
く
、
ま
ず
は
「
で
き
そ
う
な
こ
と
か
ら
や
っ

て
み
る
」
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。 

 

私
は
、
未
来
の
地
球
が
、
今
よ
り
は
過
ご
し
や
す
い
環
境
で
あ
っ
て
ほ
し
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
少
し
ず
つ
で
も
、
自
分
に
で
き
る
こ
と
、

で
き
そ
う
な
こ
と
を
増
や
し
て
い
け
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。
地
球
温
暖
化

は
、
直
接
目
に
は
見
え
に
く
い
問
題
だ
け
れ
ど
、
確
実
に
わ
た
し
た
ち
の
生
活

に
関
わ
っ
て
き
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
ま
ず
は
意
識
し
て
み
る
こ
と
が
大
切
な

の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
も
う
少
し
地
球
の
こ
と
を
考
え
て
み
る

機
会
を
も
っ
て
、
過
ご
し
や
す
い
環
境
と
な
る
よ
う
に
自
分
が
で
き
る
こ
と
を

や
っ
て
い
き
た
い
で
す
。
小
さ
い
こ
と
で
も
一
人
ひ
と
り
の
意
識
が
、
き
っ
と

今
よ
り
よ
い
環
境
に
変
え
て
い
く
の
だ
ろ
う
と
信
じ
た
い
で
す
。 
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地
球
温
暖
化
と
い
う
言
葉
は
、
私
が
も
の
ご
こ
ろ
つ
く
前
か
ら
す
で
に
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
為
、
「
い
つ
知
っ
た
の
か
」
と
聞
か
れ
て
も
、
は
っ
き
り
と
は

思
い
出
せ
ま
せ
ん
。
け
れ
ど
、
両
親
は
「
子
供
の
頃
は
こ
こ
ま
で
暑
く
な
か
っ

た
」
と
言
う
し
、
こ
こ
最
近
の
夏
の
暑
さ
を
体
で
感
じ
る
た
び
に
、
「
こ
れ
は

明
ら
か
に
異
常
だ
し
、
も
し
か
す
る
と
地
球
温
暖
化
の
影
響
が
ど
ん
ど
ん
高
ま

っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
」
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 

毎
年
の
よ
う
に
「
今
年
の
夏
は
観
測
史
上
最
も
暑
い
」
と
ニ
ュ
ー
ス
で
聞
き

ま
す
。
ク
ー
ラ
ー
を
一
日
中
つ
け
て
過
ご
す
の
も
当
た
り
前
と
な
り
、
積
極
的

に
外
出
を
控
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
酷
暑
や
豪
雨
と
い
っ
た
異
常
気
象
が

普
通
に
な
っ
て
し
ま
う
と
、
外
に
出
よ
う
と
す
る
こ
と
が
異
常
に
な
っ
て
し
ま

う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
が
、
私
が
地
球
温
暖
化
に
感
じ
た
こ
わ
さ
で
す
。 

そ
ん
な
中
で
も
自
分
に
で
き
る
こ
と
が
な
い
か
考
え
ま
し
た
。
今
家
で
は
エ

コ
バ
ッ
グ
を
使
っ
て
い
ま
す
。
レ
ジ
袋
を
も
ら
わ
な
い
だ
け
で
も
、
ゴ
ミ
が
減

る
し
、
少
し
だ
け
環
境
に
優
し
い
気
が
し
ま
す
。
ま
た
、
外
箱
の
な
い
再
生
紙

の
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
、
で
き
る
だ
け
資
源
を
大
切
に
し
て
い
る
商
品
を
選
ぶ
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
使
う
も
の
や
買
う
も
の
を
意
識
し
て
み
る
の

は
自
分
に
で
き
る
地
球
に
や
さ
し
い
行
動
か
な
と
思
い
ま
し
た
。 

 

正
直
に
言
う
と
、
学
校
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て
習
っ
た
の
に
、
問
題
は
理
解

し
て
も
、
解
決
策
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
覚
え
て
い
な
い
で
す
。
で
も
、
あ
ら
た

め
て
「
自
分
に
で
き
る
こ
と
っ
て
何
だ
ろ
う
。
」
と
考
え
て
み
る
と
、
難
し
い

こ
と
を
い
き
な
り
や
る
の
で
は
な
く
、
ま
ず
は
「
で
き
そ
う
な
こ
と
か
ら
や
っ

て
み
る
」
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。 

 

私
は
、
未
来
の
地
球
が
、
今
よ
り
は
過
ご
し
や
す
い
環
境
で
あ
っ
て
ほ
し
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
少
し
ず
つ
で
も
、
自
分
に
で
き
る
こ
と
、

で
き
そ
う
な
こ
と
を
増
や
し
て
い
け
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。
地
球
温
暖
化

は
、
直
接
目
に
は
見
え
に
く
い
問
題
だ
け
れ
ど
、
確
実
に
わ
た
し
た
ち
の
生
活

に
関
わ
っ
て
き
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
ま
ず
は
意
識
し
て
み
る
こ
と
が
大
切
な

の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
も
う
少
し
地
球
の
こ
と
を
考
え
て
み
る

機
会
を
も
っ
て
、
過
ご
し
や
す
い
環
境
と
な
る
よ
う
に
自
分
が
で
き
る
こ
と
を

や
っ
て
い
き
た
い
で
す
。
小
さ
い
こ
と
で
も
一
人
ひ
と
り
の
意
識
が
、
き
っ
と

今
よ
り
よ
い
環
境
に
変
え
て
い
く
の
だ
ろ
う
と
信
じ
た
い
で
す
。 
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穂
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生
徒
会
で
は
今
、
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
に
つ
い
て
話
し
合
い
を
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
い
う
と
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ
プ
と
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
の 

ケ
ー
ス
の
リ
サ
イ
ク
ル
で
す
。 

 

日
本
の
平
均
気
温
も
上
が
り
、
地
球
温
暖
化
を
実
感
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
地
球
温
暖
化
の
主
な
原
因
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
増
加
で
す
。
即
ち
二
酸

化
炭
素
の
増
加
で
す
。
二
酸
化
炭
素
は
私
達
生
物
の
呼
吸
の
他
に
、
エ
ネ
ル 

ギ
ー
の
転
換
や
、
車
、
ご
み
の
燃
焼
で
も
発
生
し
て
い
ま
す
。
特
に
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
は
紙
よ
り
燃
焼
の
際
の
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
が
多
く
、
ま
た
、
海
洋
汚

染
に
も
関
わ
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
ご
み
を
減
ら
す
た
め
、
私
達
が
で
き
る
事
は
リ
サ
イ
ク
ル

だ
と
思
い
ま
す
。
意
見
交
流
会
の
時
に
初
め
て
知
り
ま
し
た
が
、
大
田
区
の
ほ

と
ん
ど
の
中
学
校
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
を
行
っ
て
い
ま

し
た
。
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
ケ
ー
ス
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ
プ
を
回
収

し
、
業
者
の
方
に
送
っ
て
い
る
ら
し
い
で
す
。
私
達
石
中
の
生
徒
会
も
リ
サ
イ

ク
ル
を
し
た
い
と
思
い
調
べ
る
と
、
使
わ
な
く
な
っ
た
ペ
ン
の
リ
サ
イ
ク
ル
な

ど
も
あ
り
ま
し
た
。
早
速
、
先
生
に
相
談
し
て
み
る
と
、
校
長
先
生
が
リ
サ
イ

ク
ル
ボ
ッ
ク
ス
の
注
文
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
中
学
校
だ
け
で

は
数
が
集
ま
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
課
題
が
あ
が
り
ま
し
た
。
も
し
、

で
き
る
の
な
ら
、
学
校
付
近
の
家
や
小
学
校
に
も
回
収
に
い
き
た
い
と
思
い
ま

し
た
。
中
学
校
を
越
え
、
も
っ
と
広
い
範
囲
で
リ
サ
イ
ク
ル
の
活
動
を
行
い
た

い
で
す
。
リ
サ
イ
ク
ル
に
は
、
地
球
温
暖
化
と
海
洋
汚
染
を
防
ぐ
力
と
、
寄
付

に
よ
る
支
援
な
ど
で
社
会
に
貢
献
す
る
力
が
あ
り
ま
す
。 

 

小
学
生
の
と
き
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
回
収
が
行
わ
れ
ク
ラ
ス
や
学
年
で
そ
の
数

を
競
い
合
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
そ
の
活
動
で
得
た
お
金
は
、
外
で
遊
ぶ

ボ
ー
ル
な
ど
学
校
の
備
品
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
リ
サ
イ
ク
ル
で
環
境
を
守
る

こ
と
が
で
き
、
私
達
の
生
活
を
よ
り
良
く
で
き
る
の
は
、
一
石
二
鳥
で
嬉
し
い

で
す
。
各
家
庭
で
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
事
は
難
し
い
の
で
、
回
収
し
て
く
れ
る
場

所
を
、
も
っ
と
増
や
せ
た
ら
良
い
な
と
思
い
ま
し
た
。 

世
界
で
一
番
リ
サ
イ
ク
ル
率
が
高
い
国
は
ス
ロ
ベ
ニ
ア
で
す
。
詳
し
く
み
て

み
る
と
、
こ
の
国
で
は
、
家
庭
ご
み
を
五
つ
に
分
別
し
た
り
、
一
人
あ
た
り
の

ご
み
の
排
出
量
を
年
百
五
十
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
抑
え
た
り
な
ど
の
取
り
組
み
を
行

っ
て
い
ま
し
た
。
廃
棄
ゼ
ロ
の
取
り
組
み
は
、
ベ
ト
ナ
ム
な
ど
の
他
国
に
も
取

り
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。
他
国
の
良
い
部
分
を
吸
収
し
、
地
球
全
体
で
、
環
境

問
題
に
取
り
組
み
た
い
で
す
。 

私
一
人
が
頑
張
っ
た
と
こ
ろ
で
意
味
が
な
さ
そ
う
に
感
じ
ま
す
が
、
長
い
目

で
見
る
と
、
と
て
も
大
切
な
こ
と
で
す
。
未
来
の
た
め
に
、
私
が
で
き
る
こ
と

を
探
し
て
、
活
動
し
て
い
き
ま
す
。 
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賞
（
中
学
生
の
部
） 

 
 
 

リ
サ
イ
ク
ル
を
し
て
い
る 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

伊
藤 

沙
穂
子 

 

生
徒
会
で
は
今
、
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
に
つ
い
て
話
し
合
い
を
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
い
う
と
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ
プ
と
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
の 

ケ
ー
ス
の
リ
サ
イ
ク
ル
で
す
。 

 

日
本
の
平
均
気
温
も
上
が
り
、
地
球
温
暖
化
を
実
感
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
地
球
温
暖
化
の
主
な
原
因
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
増
加
で
す
。
即
ち
二
酸

化
炭
素
の
増
加
で
す
。
二
酸
化
炭
素
は
私
達
生
物
の
呼
吸
の
他
に
、
エ
ネ
ル 

ギ
ー
の
転
換
や
、
車
、
ご
み
の
燃
焼
で
も
発
生
し
て
い
ま
す
。
特
に
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
は
紙
よ
り
燃
焼
の
際
の
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
が
多
く
、
ま
た
、
海
洋
汚

染
に
も
関
わ
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
ご
み
を
減
ら
す
た
め
、
私
達
が
で
き
る
事
は
リ
サ
イ
ク
ル

だ
と
思
い
ま
す
。
意
見
交
流
会
の
時
に
初
め
て
知
り
ま
し
た
が
、
大
田
区
の
ほ

と
ん
ど
の
中
学
校
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
を
行
っ
て
い
ま

し
た
。
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
ケ
ー
ス
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ
プ
を
回
収

し
、
業
者
の
方
に
送
っ
て
い
る
ら
し
い
で
す
。
私
達
石
中
の
生
徒
会
も
リ
サ
イ

ク
ル
を
し
た
い
と
思
い
調
べ
る
と
、
使
わ
な
く
な
っ
た
ペ
ン
の
リ
サ
イ
ク
ル
な

ど
も
あ
り
ま
し
た
。
早
速
、
先
生
に
相
談
し
て
み
る
と
、
校
長
先
生
が
リ
サ
イ

ク
ル
ボ
ッ
ク
ス
の
注
文
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
中
学
校
だ
け
で

は
数
が
集
ま
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
課
題
が
あ
が
り
ま
し
た
。
も
し
、

で
き
る
の
な
ら
、
学
校
付
近
の
家
や
小
学
校
に
も
回
収
に
い
き
た
い
と
思
い
ま

し
た
。
中
学
校
を
越
え
、
も
っ
と
広
い
範
囲
で
リ
サ
イ
ク
ル
の
活
動
を
行
い
た

い
で
す
。
リ
サ
イ
ク
ル
に
は
、
地
球
温
暖
化
と
海
洋
汚
染
を
防
ぐ
力
と
、
寄
付

に
よ
る
支
援
な
ど
で
社
会
に
貢
献
す
る
力
が
あ
り
ま
す
。 

 

小
学
生
の
と
き
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
回
収
が
行
わ
れ
ク
ラ
ス
や
学
年
で
そ
の
数

を
競
い
合
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
そ
の
活
動
で
得
た
お
金
は
、
外
で
遊
ぶ

ボ
ー
ル
な
ど
学
校
の
備
品
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
リ
サ
イ
ク
ル
で
環
境
を
守
る

こ
と
が
で
き
、
私
達
の
生
活
を
よ
り
良
く
で
き
る
の
は
、
一
石
二
鳥
で
嬉
し
い

で
す
。
各
家
庭
で
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
事
は
難
し
い
の
で
、
回
収
し
て
く
れ
る
場

所
を
、
も
っ
と
増
や
せ
た
ら
良
い
な
と
思
い
ま
し
た
。 

世
界
で
一
番
リ
サ
イ
ク
ル
率
が
高
い
国
は
ス
ロ
ベ
ニ
ア
で
す
。
詳
し
く
み
て

み
る
と
、
こ
の
国
で
は
、
家
庭
ご
み
を
五
つ
に
分
別
し
た
り
、
一
人
あ
た
り
の

ご
み
の
排
出
量
を
年
百
五
十
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
抑
え
た
り
な
ど
の
取
り
組
み
を
行

っ
て
い
ま
し
た
。
廃
棄
ゼ
ロ
の
取
り
組
み
は
、
ベ
ト
ナ
ム
な
ど
の
他
国
に
も
取

り
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。
他
国
の
良
い
部
分
を
吸
収
し
、
地
球
全
体
で
、
環
境

問
題
に
取
り
組
み
た
い
で
す
。 

私
一
人
が
頑
張
っ
た
と
こ
ろ
で
意
味
が
な
さ
そ
う
に
感
じ
ま
す
が
、
長
い
目

で
見
る
と
、
と
て
も
大
切
な
こ
と
で
す
。
未
来
の
た
め
に
、
私
が
で
き
る
こ
と

を
探
し
て
、
活
動
し
て
い
き
ま
す
。 
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■
奨
励
賞
（
中
学
生
の
部
） 

■
地
球
さ
ん
ご
賞
本
部
奨
励
賞 

 
 
 

道
端
の
ビ
ニ
ー
ル
袋 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

中
山 

楓
花 

 

見
上
げ
る
と
、
白
い
物
体
が
空
を
舞
っ
て
い
た
。 

そ
れ
は
、
太
陽
の
光
を
反
射
し
て
、
き
ら
き
ら
と
光
っ
て
い
た
。
一
瞬
、
綺
麗

だ
と
さ
え
思
っ
た
。 

 

し
か
し
、
よ
く
見
て
み
る
と
、
そ
れ
は
、
誰
か
が
捨
て
た
ビ
ニ
ー
ル
袋
だ
と

気
づ
い
た
。 

 

小
学
生
の
と
き
、
授
業
で
死
ん
だ
ク
ジ
ラ
の
体
内
か
ら
大
量
の
ビ
ニ
ー
ル
袋

が
見
つ
か
っ
た
と
い
う
映
像
を
見
た
。
そ
の
と
き
は
「
可
哀
想
だ
な
。」
と
思

う
だ
け
だ
っ
た
。
ビ
ニ
ー
ル
袋
を
ポ
イ
捨
て
し
た
こ
と
は
な
い
し
、
私
に
は
ま

る
で
関
係
が
な
い
。
ど
こ
か
の
誰
か
の
責
任
で
あ
っ
て
、
私
が
何
か
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
で
は
な
い
。
そ
う
思
っ
て
、
ず
っ
と
忘
れ
て
い
た
。 

 

あ
る
日
、
近
く
で
行
わ
れ
て
い
る
お
祭
り
に
行
っ
た
。
屋
台
の
一
つ
の
焼
き

そ
ば
屋
で
は
、
商
品
が
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
ら
れ
て
提
供
さ
れ
る
。
そ
の
た
め

道
端
に
は
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
や
パ
ッ
ク
を
捨
て
る
ゴ
ミ
箱
が
設
置
さ
れ
て
い
た
。

食
べ
終
わ
っ
た
私
は
、
ゴ
ミ
箱
に
そ
れ
ら
を
捨
て
た
。 

 

そ
の
と
き
、
空
を
舞
っ
て
い
る
白
い
物
体
を
見
た
。
誰
か
が
す
て
た
ビ
ニ
ー

ル
袋
だ
っ
た
。
「
何
で
ポ
イ
捨
て
な
ん
か
す
る
ん
だ
ろ
う
。」
と
嫌
な
気
分
に
な

っ
た
。
き
ち
ん
と
専
用
の
ゴ
ミ
箱
が
あ
る
の
に
、
ど
う
し
て
道
端
に
捨
て
て
し

ま
う
の
だ
ろ
う
。
け
れ
ど
も
、
私
は
そ
れ
を
取
り
に
行
か
な
か
っ
た
。「
私
が

捨
て
た
わ
け
じ
ゃ
な
い
ん
だ
か
ら
、
私
が
拾
う
必
要
は
な
い
」
と
思
っ
て
い

た
。
た
だ
な
ん
と
な
く
気
に
な
る
気
持
ち
も
あ
っ
た
。 

 

宿
題
で
地
球
環
境
に
関
す
る
作
文
を
書
く
こ
と
に
な
っ
て
、
ふ
と
こ
の
こ
と

を
思
い
出
し
た
。
あ
れ
は
私
が
取
る
必
要
は
な
い
よ
ね
、
と
改
め
て
思
っ
た
と

き
、
昔
見
た
ク
ジ
ラ
の
映
像
が
頭
を
よ
ぎ
っ
た
。
小
学
生
の
私
は
「
自
分
は
ポ

イ
捨
て
し
て
い
な
い
か
ら
関
係
な
い
」
と
思
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
ポ
イ
捨
て

を
す
る
こ
と
と
、
捨
て
ら
れ
た
ビ
ニ
ー
ル
袋
を
無
視
す
る
こ
と
は
、
結
果
的
に

海
の
生
き
物
に
し
て
い
る
こ
と
は
同
じ
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 

そ
う
気
づ
い
た
瞬
間
、
自
分
の
行
動
が
恐
ろ
し
く
思
え
て
き
た
。
あ
の
と
き

私
が
見
逃
し
た
ビ
ニ
ー
ル
袋
が
、
い
つ
か
海
に
出
て
、
漂
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を

生
き
物
に
食
べ
ら
れ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
。
も
し
か
し
た
ら
、
そ
の
せ
い

で
そ
の
生
き
物
は
死
ん
で
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
。
考
え
る
と
怖
く
な
っ
た
。 

 

死
ん
だ
ク
ジ
ラ
か
ら
は
、
お
よ
そ
八
十
枚
も
の
ビ
ニ
ー
ル
袋
が
見
つ
か
っ
た

と
い
う
。
も
し
そ
の
う
ち
の
一
枚
が
、
昔
の
私
が
見
逃
し
た
ビ
ニ
ー
ル
袋
だ
っ

た
ら
。
最
終
的
に
そ
の
一
枚
が
、
ク
ジ
ラ
に
と
ど
め
を
刺
し
て
し
ま
っ
た
の
だ

と
し
た
ら…

…

。 

 

私
の
何
気
な
い
行
動
が
、
知
ら
な
い
と
こ
ろ
で
、
生
き
物
の
命
を
奪
っ
て
い

る
の
か
も
し
れ
な
い
。 

 

あ
る
日
公
園
を
歩
い
て
い
た
と
き
、
空
を
舞
っ
て
い
る
白
い
物
体
を
見
つ
け

た
。
私
は
そ
れ
を
つ
か
み
、
自
分
の
バ
ッ
グ
に
し
ま
っ
た
。 

 

生
き
物
た
ち
は
、
静
か
に
、
で
も
確
実
に
苦
し
ん
で
い
る
。
そ
の
声
を
聞
く

こ
と
は
で
き
な
く
て
も
、
そ
れ
に
気
づ
い
て
、
少
し
で
も
助
け
た
い
。 

 

バ
ッ
グ
の
中
で
く
し
ゃ
く
し
ゃ
と
音
を
立
て
て
い
る
の
は
、
命
を
奪
う
可
能

性
を
秘
め
た
凶
器
な
の
だ
。 
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■
奨
励
賞
（
中
学
生
の
部
） 

■
地
球
さ
ん
ご
賞
本
部
奨
励
賞 

 
 
 

道
端
の
ビ
ニ
ー
ル
袋 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

中
山 

楓
花 

 

見
上
げ
る
と
、
白
い
物
体
が
空
を
舞
っ
て
い
た
。 

そ
れ
は
、
太
陽
の
光
を
反
射
し
て
、
き
ら
き
ら
と
光
っ
て
い
た
。
一
瞬
、
綺
麗

だ
と
さ
え
思
っ
た
。 

 

し
か
し
、
よ
く
見
て
み
る
と
、
そ
れ
は
、
誰
か
が
捨
て
た
ビ
ニ
ー
ル
袋
だ
と

気
づ
い
た
。 

 

小
学
生
の
と
き
、
授
業
で
死
ん
だ
ク
ジ
ラ
の
体
内
か
ら
大
量
の
ビ
ニ
ー
ル
袋

が
見
つ
か
っ
た
と
い
う
映
像
を
見
た
。
そ
の
と
き
は
「
可
哀
想
だ
な
。」
と
思

う
だ
け
だ
っ
た
。
ビ
ニ
ー
ル
袋
を
ポ
イ
捨
て
し
た
こ
と
は
な
い
し
、
私
に
は
ま

る
で
関
係
が
な
い
。
ど
こ
か
の
誰
か
の
責
任
で
あ
っ
て
、
私
が
何
か
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
で
は
な
い
。
そ
う
思
っ
て
、
ず
っ
と
忘
れ
て
い
た
。 

 

あ
る
日
、
近
く
で
行
わ
れ
て
い
る
お
祭
り
に
行
っ
た
。
屋
台
の
一
つ
の
焼
き

そ
ば
屋
で
は
、
商
品
が
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
ら
れ
て
提
供
さ
れ
る
。
そ
の
た
め

道
端
に
は
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
や
パ
ッ
ク
を
捨
て
る
ゴ
ミ
箱
が
設
置
さ
れ
て
い
た
。

食
べ
終
わ
っ
た
私
は
、
ゴ
ミ
箱
に
そ
れ
ら
を
捨
て
た
。 

 

そ
の
と
き
、
空
を
舞
っ
て
い
る
白
い
物
体
を
見
た
。
誰
か
が
す
て
た
ビ
ニ
ー

ル
袋
だ
っ
た
。
「
何
で
ポ
イ
捨
て
な
ん
か
す
る
ん
だ
ろ
う
。」
と
嫌
な
気
分
に
な

っ
た
。
き
ち
ん
と
専
用
の
ゴ
ミ
箱
が
あ
る
の
に
、
ど
う
し
て
道
端
に
捨
て
て
し

ま
う
の
だ
ろ
う
。
け
れ
ど
も
、
私
は
そ
れ
を
取
り
に
行
か
な
か
っ
た
。「
私
が

捨
て
た
わ
け
じ
ゃ
な
い
ん
だ
か
ら
、
私
が
拾
う
必
要
は
な
い
」
と
思
っ
て
い

た
。
た
だ
な
ん
と
な
く
気
に
な
る
気
持
ち
も
あ
っ
た
。 

 

宿
題
で
地
球
環
境
に
関
す
る
作
文
を
書
く
こ
と
に
な
っ
て
、
ふ
と
こ
の
こ
と

を
思
い
出
し
た
。
あ
れ
は
私
が
取
る
必
要
は
な
い
よ
ね
、
と
改
め
て
思
っ
た
と

き
、
昔
見
た
ク
ジ
ラ
の
映
像
が
頭
を
よ
ぎ
っ
た
。
小
学
生
の
私
は
「
自
分
は
ポ

イ
捨
て
し
て
い
な
い
か
ら
関
係
な
い
」
と
思
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
ポ
イ
捨
て

を
す
る
こ
と
と
、
捨
て
ら
れ
た
ビ
ニ
ー
ル
袋
を
無
視
す
る
こ
と
は
、
結
果
的
に

海
の
生
き
物
に
し
て
い
る
こ
と
は
同
じ
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 

そ
う
気
づ
い
た
瞬
間
、
自
分
の
行
動
が
恐
ろ
し
く
思
え
て
き
た
。
あ
の
と
き

私
が
見
逃
し
た
ビ
ニ
ー
ル
袋
が
、
い
つ
か
海
に
出
て
、
漂
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を

生
き
物
に
食
べ
ら
れ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
。
も
し
か
し
た
ら
、
そ
の
せ
い

で
そ
の
生
き
物
は
死
ん
で
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
。
考
え
る
と
怖
く
な
っ
た
。 

 

死
ん
だ
ク
ジ
ラ
か
ら
は
、
お
よ
そ
八
十
枚
も
の
ビ
ニ
ー
ル
袋
が
見
つ
か
っ
た

と
い
う
。
も
し
そ
の
う
ち
の
一
枚
が
、
昔
の
私
が
見
逃
し
た
ビ
ニ
ー
ル
袋
だ
っ

た
ら
。
最
終
的
に
そ
の
一
枚
が
、
ク
ジ
ラ
に
と
ど
め
を
刺
し
て
し
ま
っ
た
の
だ

と
し
た
ら…

…

。 

 

私
の
何
気
な
い
行
動
が
、
知
ら
な
い
と
こ
ろ
で
、
生
き
物
の
命
を
奪
っ
て
い

る
の
か
も
し
れ
な
い
。 

 

あ
る
日
公
園
を
歩
い
て
い
た
と
き
、
空
を
舞
っ
て
い
る
白
い
物
体
を
見
つ
け

た
。
私
は
そ
れ
を
つ
か
み
、
自
分
の
バ
ッ
グ
に
し
ま
っ
た
。 

 

生
き
物
た
ち
は
、
静
か
に
、
で
も
確
実
に
苦
し
ん
で
い
る
。
そ
の
声
を
聞
く

こ
と
は
で
き
な
く
て
も
、
そ
れ
に
気
づ
い
て
、
少
し
で
も
助
け
た
い
。 

 

バ
ッ
グ
の
中
で
く
し
ゃ
く
し
ゃ
と
音
を
立
て
て
い
る
の
は
、
命
を
奪
う
可
能

性
を
秘
め
た
凶
器
な
の
だ
。 

   
 



- 34 -- 34 - 
 

■
奨
励
賞
（
中
学
生
の
部
） 

 
 
 

私
が
見
た
海 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

福
山 

蒼
依 

 

私
の
祖
母
は
漁
師
を
し
て
い
る
。
私
は
昔
か
ら
祖
母
っ
子
で
よ
く
漁
港
に
い

っ
て
い
た
。
中
学
生
に
な
っ
て
か
ら
会
い
に
行
く
機
会
は
減
っ
た
が
、
電
話
を

し
た
り
、
美
味
し
い
魚
を
宅
配
し
た
り
し
て
く
れ
た
。
あ
る
日
の
電
話
で
、
祖

母
が
「
最
近
は
魚
が
あ
ま
り
取
れ
な
い
」
と
言
っ
た
。
少
し
元
気
が
な
さ
そ
う

で
心
配
だ
っ
た
。 

 

去
年
の
冬
、
祖
母
の
地
元
に
帰
省
し
、
漁
港
に
足
を
運
ん
だ
。
港
の
あ
ち
こ

ち
に
少
し
だ
が
ゴ
ミ
が
落
ち
て
い
た
。
釣
り
ス
ポ
ッ
ト
の
灯
台
の
方
に
も
あ
っ

た
。
今
思
え
ば
、
昔
か
ら
私
は
祖
母
と
一
緒
に
ゴ
ミ
を
拾
っ
て
は
家
に
持
ち
帰

っ
て
い
た
。
あ
の
頃
は
深
く
考
え
ず
に
や
っ
て
い
た
が
、
祖
母
は
「
海
に
ゴ
ミ

が
落
ち
た
ら
ど
う
な
る
か
」
を
意
識
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。 

 

年
々
深
刻
さ
を
増
し
て
い
る
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ゴ
ミ
。
誰
か
が
捨
て
た
ゴ

ミ
が
原
因
で
、
環
境
や
生
き
物
、
そ
し
て
人
間
ま
で
被
害
が
出
て
い
る
。
海
の

生
き
物
が
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
誤
っ
て
飲
み
込
み
、
窒
息
し
た
り
内
臓
を
傷
つ
け

た
り
、
栄
養
が
取
れ
な
く
な
っ
た
り
す
る
。
ま
た
、
漁
網
や
ロ
ー
プ
に
絡
ま

り
、
身
動
き
が
取
れ
な
く
な
っ
た
り
、
怪
我
を
し
た
り
す
る
。
こ
う
い
っ
た
影

響
に
よ
っ
て
漁
獲
量
が
減
り
、
漁
具
へ
の
絡
ま
り
に
よ
る
作
業
へ
の
妨
げ
、
水

産
物
の
汚
染
な
ど
も
起
き
て
い
る
。 

 

地
球
温
暖
化
も
海
や
魚
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
海
水
温
上
昇
は
、

海
の
生
態
系
を
壊
し
、
気
候
変
動
や
漁
業
に
も
深
刻
な
問
題
を
引
き
起
こ
し
て

い
る
。
サ
ン
ゴ
の
白
化
（
死
滅
）
、
海
面
上
昇
、
台
風
の
大
型
化
、
漁
獲
量
の

減
少
な
ど
が
そ
の
例
だ
。 

 

こ
の
ま
ま
何
も
し
な
け
れ
ば
、
い
つ
か
日
本
の
誇
る
食
文
化
「
寿
司
」
が
手

軽
に
食
べ
ら
れ
な
く
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
い
や
、
食
べ
ら
れ
な
く
な
る
日
が

く
る
か
も
し
れ
な
い
。
美
し
い
海
も
見
ら
れ
な
く
な
り
、
魚
よ
り
ゴ
ミ
の
方
が

多
い
、
そ
ん
な
光
景
が
現
実
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
何
も
対
策
し
な
い
と

「
い
つ
か
」
が
「
今
」
に
な
る
。
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ゴ
ミ
問
題
も
地
球
温
暖

化
も
ど
れ
も
人
間
の
活
動
や
行
動
が
原
因
で
起
き
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
被
害

を
受
け
る
の
も
人
間
だ
。 

 

私
は
一
度
現
地
を
見
て
ほ
し
い
と
思
う
。
ニ
ュ
ー
ス
や
新
聞
で
見
て
い
る
だ

け
で
な
く
、
実
際
に
被
害
が
起
き
て
い
る
場
所
に
行
き
、
そ
こ
に
暮
ら
す
人
た

ち
の
声
に
耳
を
傾
け
、
自
分
の
行
動
を
振
り
返
っ
て
み
て
ほ
し
い
。
そ
し
て
、

ほ
ん
の
少
し
で
も
い
い
か
ら
、
海
や
環
境
を
大
切
に
す
る
行
動
を
始
め
て
ほ
し

い
。 
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■
奨
励
賞
（
中
学
生
の
部
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蒼
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。
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取
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落
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台
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落
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取
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取
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。
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滅
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台
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司
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光
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な
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で
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を
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の
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ニ
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、
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。
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【【
作作
品品
選選
考考
協協
力力
】】  

一
次
選
考
：
文
芸
活
動
に
携
わ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々 

二
次
選
考
：
国
語
に
関
わ
る
教
育
関
係
者 

最
終
選
考
：
熊
井 

真
次
（
国
立
大
学
法
人
東
京
科
学
大
学
名
誉
教
授
／
物
質
理
工
学
院
特
任
教
授
） 

長
井 

那
智
子
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
馬
込
文
士
村
継
承
会
理
事
／
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
、
翻
訳
家
） 

お
お
た
地
球
さ
ん
ご
賞
実
行
委
員 

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

：
森 

敏
彦
（
一
般
社
団
法
人
水
の
も
り
文
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
代
表
理
事
） 

【【
アア
ーー
トト
作作
品品
協協
力力
】】  

大大
田田
区区
生生
産産
活活
動動
支支
援援
施施
設設
連連
絡絡
会会
（（
おお
おお
むむ
すす
びび
連連
絡絡
会会
））  

区
内
障
が
い
者
施
設
の
利
用
者
の
工
賃
向
上
・
社
会
参
加
を
促
進
す
る
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。
当
作
品
集
の
挿
絵
等
に
つ
い
て
、 

志
茂
田
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
大
森
東
福
祉
園
・
と
ち
の
実
作
業
所
の
方
々
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

平
林 

優
（
志
茂
田
福
祉
セ
ン
タ―

）
、
冨
山 
正
美
（
大
森
東
福
祉
園
）
、
宮
内 

泉
（
と
ち
の
実
作
業
所
）
、 

内
海 

正
（
と
ち
の
実
作
業
所
）
、
東
本 

京
子
（
と
ち
の
実
作
業
所
） 

 

大大
田田
区区
社社
会会
教教
育育
関関
係係
団団
体体
のの
方方
々々  

大
田
区
社
会
教
育
関
係
団
体
は
、
学
習
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
等
の
活
動
（
社
会
教
育
に
関
す
る
事
業
）
を
自
主
的
に
運
営
し
、
地
域
に
お
け

る
学
び
合
い
を
進
め
て
い
る
団
体
で
す
。
当
作
品
集
の
挿
絵
等
に
つ
い
て
、
日
頃
か
ら
文
化
セ
ン
タ
ー
等
に
お
い
て
、
油
絵
、
鉛
筆
画
、
水

彩
画
、
造
形
活
動
等
に
取
り
組
ん
で
い
る
方
々
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

石
蔵 

邦
彦
（
ア
ー
ト
美
原
）
、
黒
田 

実
（
ア
ー
ト
美
原
）
、
日
比
野 

艶
華
（
彩
美
会
）
、
村
田 

雪
江
（
彩
美
会
） 

森
田 

文
子
（
ア
ー
ト
ク
ラ
ブ
）
、
松
原 

秀
章
（
昭
和 

糀
谷
の
歴
史
・
文
化
の
会
）
、
若
菜 

淑
子
（
絵
手
紙
み
ど
り
会
） 
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【【
作作
品品
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次
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文
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携
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る
ボ
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ン
テ
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の
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国
語
に
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る
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承
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事
／
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家
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ザ
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彦
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団
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水
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文
化
プ
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ェ
ク
ト
代
表
理
事
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アア
ーー
トト
作作
品品
協協
力力
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大大
田田
区区
生生
産産
活活
動動
支支
援援
施施
設設
連連
絡絡
会会
（（
おお
おお
むむ
すす
びび
連連
絡絡
会会
））  

区
内
障
が
い
者
施
設
の
利
用
者
の
工
賃
向
上
・
社
会
参
加
を
促
進
す
る
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。
当
作
品
集
の
挿
絵
等
に
つ
い
て
、 

志
茂
田
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
大
森
東
福
祉
園
・
と
ち
の
実
作
業
所
の
方
々
に
ご
協
力
を
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た
だ
き
ま
し
た
。 

 

平
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（
志
茂
田
福
祉
セ
ン
タ―

）
、
冨
山 

正
美
（
大
森
東
福
祉
園
）
、
宮
内 

泉
（
と
ち
の
実
作
業
所
）
、 

内
海 

正
（
と
ち
の
実
作
業
所
）
、
東
本 

京
子
（
と
ち
の
実
作
業
所
） 

 

大大
田田
区区
社社
会会
教教
育育
関関
係係
団団
体体
のの
方方
々々  

大
田
区
社
会
教
育
関
係
団
体
は
、
学
習
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
等
の
活
動
（
社
会
教
育
に
関
す
る
事
業
）
を
自
主
的
に
運
営
し
、
地
域
に
お
け

る
学
び
合
い
を
進
め
て
い
る
団
体
で
す
。
当
作
品
集
の
挿
絵
等
に
つ
い
て
、
日
頃
か
ら
文
化
セ
ン
タ
ー
等
に
お
い
て
、
油
絵
、
鉛
筆
画
、
水

彩
画
、
造
形
活
動
等
に
取
り
組
ん
で
い
る
方
々
に
ご
協
力
を
い
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だ
き
ま
し
た
。 

 

石
蔵 

邦
彦
（
ア
ー
ト
美
原
）
、
黒
田 

実
（
ア
ー
ト
美
原
）
、
日
比
野 

艶
華
（
彩
美
会
）
、
村
田 

雪
江
（
彩
美
会
） 

森
田 

文
子
（
ア
ー
ト
ク
ラ
ブ
）
、
松
原 

秀
章
（
昭
和 

糀
谷
の
歴
史
・
文
化
の
会
）
、
若
菜 

淑
子
（
絵
手
紙
み
ど
り
会
） 
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【【
ごご
後後
援援
】】  

公公
益益
財財
団団
法法
人人
大大
田田
区区
文文
化化
振振
興興
協協
会会  

公公
益益
財財
団団
法法
人人
伊伊
東東
奬奬
學學
会会  

【【
ごご
協協
賛賛
】】  

株株
式式
会会
社社
荏荏
原原
製製
作作
所所  

株株
式式
会会
社社
ヒヒ
ダダ
ロロ
ジジ
スス
テテ
ィィ
ッッ
クク
スス  

ＡＡ
ＬＬ
ＳＳ
ＯＯ
ＫＫ
株株
式式
会会
社社  

  

【【
おお
おお
たた
地地
球球
ささ
んん
ごご
賞賞
実実
行行
委委
員員
会会
】】  

委
員
長 

 

菅
野 

哲
郎
（
大
田
区
立
大
森
第
六
中
学
校 

校
長
） 

副
委
員
長 

小
山 

文
大
（
大
森
海
苔
の
ふ
る
さ
と
館 

事
務
局
長
） 

監
事 

 
 

立
山 

睦
正
（
公
益
財
団
法
人
大
田
区
文
化
振
興
協
会 

事
務
局
長
） 

松
橋 

尚
子
（
大
田
区
立
嶺
町
小
学
校 
校
長
） 

委
員 

 
 

澁
谷 

咲
月
（
株
式
会
社
荏
原
製
作
所 

拠
点
管
理
統
括
部 

総
務
部 

社
会
貢
献
課
） 

飛
彈 

昌
美
（
株
式
会
社
ヒ
ダ
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス 
代
表
取
締
役
社
長
） 

佐
藤 

卓
也
（
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
株
式
会
社 

城
南
支
社 

営
業
部 

部
長
） 

森 
 

敏
彦
（
一
般
社
団
法
人
水
の
も
り
文
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
代
表
理
事
） 

山
本 

成
俊
（
一
般
社
団
法
人
水
の
も
り
文
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
補
助
ス
タ
ッ
フ
） 

鈴
木 

孝
司
（
大
田
区
教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
総
務
部 

教
育
総
務
課
長
） 

東
山 

良
彦
（
う
の
き
水
辺
の
楽
校
協
議
会 

顧
問
） 

事
務
局 

 

一
般
社
団
法
人
水
の
も
り
文
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
大
田
区
教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
総
務
部
教
育
総
務
課
教
育
地
域
力
推
進
担
当 
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【【
ごご
後後
援援
】】  

公公
益益
財財
団団
法法
人人
大大
田田
区区
文文
化化
振振
興興
協協
会会  

公公
益益
財財
団団
法法
人人
伊伊
東東
奬奬
學學
会会  

【【
ごご
協協
賛賛
】】  

株株
式式
会会
社社
荏荏
原原
製製
作作
所所  

株株
式式
会会
社社
ヒヒ
ダダ
ロロ
ジジ
スス
テテ
ィィ
ッッ
クク
スス  

ＡＡ
ＬＬ
ＳＳ
ＯＯ
ＫＫ
株株
式式
会会
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画：若菜 淑子（絵手紙みどり会） 
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